
年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者： （２４５組：α黒野なつ美）

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 主体的な学びを通して，実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的、創造的に考える力を培う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

「紙の本はなくならない」
【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き
語彙を豊かにしていく。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く論拠
を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内
容を解釈していく。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、紙の本についての筆者の
考えを読み取っていく。

・異なる立場の文章を比べて読み、考えを深
める。
・対比の役割を意識して本文を読み、論理の
展開をとらえる。
・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

○ ○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の
量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かに
している。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判
的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈して
いる。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、紙の本についての筆者の考えを
読み取ろうとしている。

○ ○ ○

大修館書店　新編　論理国語

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにする。
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通
して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

6

B対話の精神
【知識・技能】
・対比を示す語句、接続表現に注目しながら文章を読
み、対比関係や論理展開をとらえる助けとしている。
［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目し、内容
や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確
しながら要旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・コミュニケーションについての筆者の考えを読み取
ることに興味をもち、対比の関係をとらえようとして
いる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・対比を示す語句、接続表現に注目しながら文章を読み、
対比関係や論理展開をとらえる助けとしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目し、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確しながら
要旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・コミュニケーションについての筆者の考えを読み取るこ
とに興味をもち、対比の関係をとらえようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ ○

知

【知識・技能】
・効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開のしかたに
ついて理解を深めている。［(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や構成、論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確にしながら要旨を把握している。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学ぶことについての筆者の考えを読み取ることに興味をもち、自分
の思いや考えを広げたり深めたりしようとしている。

○ ○ ○

7

評価規準

２
学
期

若者の「海外旅行離れ」は本当か？
【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き
語彙を豊かにする。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章と資料との関係を把握し、内容
や構成を的確にとらえていく。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の考えを読み取ることに興味をもち、文章と資料の関係
をとらえる。
・文章と統計資料の関係を的確に読み取る。
・データのまとめ方によって、主張が変わることを理解する。

・筆者の主張と、それを支える根拠の役割を
的確にとらえる。
・文章の構成や論理の展開に注意しながら、
要旨を把握する。
・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論 ○ ○

○

１
学
期

A 「論理的な人」とはどういう人か
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするため
に必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとお
して、語感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の内容や構成、論理の
展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨
を把握している。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・論理についての筆者の考えを読み取ることに興味を
もち、論理的に考える力を伸ばそうとしている。

・「論理」についての筆者の考えを読み取
る。
・筆者の主張をふまえ、これからの学習に興
味をもつ。
・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

・対比の役割を意識して本文を読み、論理の
展開をとらえる。
・文章の構成や接続表現に注目しながら、筆
者の主張を読み取る。
・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

○

○

定期考査

C 単元「考える葦」であり続ける
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするため
に必要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとお
して、語感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の内容や構成、論理の
展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨
を把握している。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・論理についての筆者の考えを読み取ることに興味を
もち、論理的に考える力を伸ばそうとしている。

・筆者の主張と、それを支える根拠の役割を
的確にとらえる。
・文章の構成や論理の展開に注意しながら、
要旨を把握する。
・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高
め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語
感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章と資料との関係を把握し、
内容や構成を的確にとらえている。[Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の考えを読み取ることに興味をもち、文章と資料の
関係をとらえようとしている。

○ ○

○

定期考査
○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の
量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かに
している。［(1)イ］
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め
ている。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理
の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判
的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈して
いる。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・デジタル社会についての筆者の考えを読み取ることに興味をもち、
主張と根拠の関係をとらえようとしている。

○

○

○○ ○

6

大田桜台

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して
他者や社会に積極的に関わろうとする態度を養う。

論理国語

配当
時数

（１・３組：α小池このみ）

【 知　識　及　び　技　能 】言葉が持つ価値の認識を深め、語彙を豊かにし、言葉を使いこなす能力を身につける。

国語 論理国語 2

（１～５β組：髙嶋さとり） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

態

論理国語国語

領域

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け、実社
会・実生活において実践できる力を培っていく。

○

○

○

7○ ○

○

6

○ ○ 1

1

1

【知識・技能】
・小論文における、根拠を明確にしながら主張を論理的に書く方法
や、主張と根拠を示す接続表現について理解を深めている。［(1)ウ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、根拠とする情報の妥当性や信頼性を吟味し
ながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠を
そろえている。[Ａ(1)イ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・小論文を書くことに興味をもち、適切な根拠を示しながら、自分の
主張を展開しようとしている。

D 単元　論理的に書く　―小論文①
【知識及び技能】
・根拠を明示しながら論理的に主張を書く。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・接続表現を適切に使って、論理的な文章を
書く。
【学びに向かう力、人間性等】

・序論・本論・結論を十分に踏まえて、時間
をかけて説得力のある小論文を作成する。
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

○ ○ ○ 7

定期考査



1

合計

70

○ ○

３
学
期

定期考査

反論を想定して書こう ・異なる立場の文章を比べて読み、考えを深
める。
・具体例の役割や根拠に注意しながら筆者の
主張を読み取る。

○ ○

定期考査
○ ○

○

量の時代から質の時代へ
【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き
語彙を豊かにしていく。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章と資料との関係を把握し、内容
や構成を的確にとらえさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・消費意識についての筆者の考えを読み取ることに興味をも
ち、文章と資料の関係を理解させていく。

・さまざまな統計資料を本文と関連づけなが
ら読む。
・統計資料と筆者の主張の関係を的確にとら
える。
・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

○ ○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の
量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かに
している。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章と資料との関係を把握し、内容や構成
を的確にとらえている。[Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・消費意識についての筆者の考えを読み取ることに興味をもち、文章
と資料の関係をとらえようとしている。

○ ○ ○

２
学
期

反論を想定して書こう
・反論を想定し、説得力のある小論文を書く。

・反論を想定し、説得力のある小論文を書
く。
・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用

○ ○

○

【知識・技能】
・小論文における、文や文章の効果的な組み立て方や接続のしかたに
ついて理解を深めている。［(1)ウ]
・小論文における、効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成
や展開のしかたについて理解を深めている。［(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、立場の異なる読み手を説得するために、批
判的に読まれることを想定して根拠を考え、効果的な文章の構成や論
理の展開を工夫し、説得力のある文章を書いている。[Ａ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・小論文を書くことに興味をもち、反論やその根拠を想定して、自分
の主張を展開しようとしている。

○ ○

6

1

○

7

○

【知識・技能】
・小論文における、文や文章の効果的な組み立て方や接続
のしかたについて理解を深めている。［(1)ウ]
・小論文における、効果的な段落の構造や論の形式など、
文章の構成や展開のしかたについて理解を深めている。
［(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、立場の異なる読み手を説得する
ために、批判的に読まれることを想定して根拠を考え、効
果的な文章の構成や論理の展開を工夫し、説得力のある文
章を書いている。[Ａ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・小論文を書くことに興味をもち、反論やその根拠を想定
して、自分の主張を展開しようとしている。

○ ○

○

7

6

情報化と紙の本のゆくえ ・異なる立場の文章を比べて読み、考えを深
める。
・具体例の役割や根拠に注意しながら筆者の
主張を読み取る。

○○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語
感を磨き語彙を豊かにしている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く
論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟
味して内容を解釈している。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、情報化社会について
の筆者の考えを読み取ろうとしている。

○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者： （２・４組：α内田博子）

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 主体的な学びを通して，実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的、創造的に考える力を培う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や 深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する 創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，
理解を深めることができるようにする。 伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，

深めたりすることができるようにする。 言葉を通して 他者や社会に関わろうとする態度を養う。

話・
聞 書 読

1

○

7

○

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴など
について理解を深めている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の
仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
[Ｂ(1)エ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・詩を読むことに興味をもち、その形式や表現の特徴
を意識しながら、情景や心情を味わおうとしている。

○ ○

8

7

1

大田桜台

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

文学国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 文学国語 2

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

態

文学国語国語

領域
評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇

○ ○

○

○

○

○

定期考査
○ ○

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文
化の特質について理解を深めている。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えてい
る。[B(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の言動や話のおもしろ
さを読み取ろうとしている。

〇

〇

○

１
学
期

・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

○

定期考査

C 児の飴食ひたること
【知識・技能】
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深める。
［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開、描写の仕方などを
的確に捉える。[B(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の言動や話の
おもしろさを読み取る。

・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

A　そとみとなかみ

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあるこ
とを理解する。［(1)ア］
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につい
て理解を深める。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉える。
［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の考え方と比較しながら、自分の生き方につ
いて考えを深める。

・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

○

D 小景異情
【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深める。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につ
いて考察する。[Ｂ(1)エ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・詩を読むことに興味をもち、その形式や表
現の特徴を意識しながら、情景や心情を味わ
う。

・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにする。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈する。［Ｂ(1)
イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・文学作品の描写や会話、特徴のある表現に
興味をもち、登場人物の人間関係や心理を読
み取る。

B ナイン

○

（１・３・５組：α髙嶋さとり） （１～５β組：小池このみ）

大修館書店　新編　文学国語

言葉が持つ価値の認識を深め、語彙を豊かにし、言葉を使いこなす能力を身につける。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考え
を広げたり深めたりすることができるようにする。
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

国語

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

7

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあること
を理解している。［(1)ア］
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理
解を深めている。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えてい
る。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の考え方と比較しながら、自分の生き方につい
て考えを深めようとしている。

○

○

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、
文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊か
にしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定
の仕方、表現の特色について評価することを通して、
内容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・文学作品の描写や会話、特徴のある表現に興味をも
ち、登場人物の人間関係や心理を読み取ろうとしてい
る。

〇

○



３
学
期

1

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深める。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈する。［B(1)
イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで本文の内容を解釈し、文章の構成や
表現の工夫について考えながら読み味わう。

・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

〇 〇

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴など
について理解を深めている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定
の仕方、表現の特色について評価することを通して、
内容を解釈している。［B(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで本文の内容を解釈し、文章の構成や表現の工
夫について考えながら読み味わおうとしている。

〇 〇 9

定期考査 ○ ○

〇 〇

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理
解を深めている。［(2)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の
仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
[Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、この話に込められた寓意を読み
取ろうとしたり考えを深めたりしようとしている。

〇 〇 〇 10

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働き
があることを理解する。［(1)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、展開、描写の仕方な
どを的確に捉える。［B(1)ア］
・「読むこと」において、作品の内容や解
釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を深める。
［B(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで本文の内容を解釈し、自分とは異
なる文化をもつ人とコミュニケーションを
とるにあたり、どのような配慮が必要か考
える。

・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

〇 〇 〇

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。［(1)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えている。［B(1)ア］
・「読むこと」において、作品の内容や解釈を
踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めている。［B(1)
カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで本文の内容を解釈し、自分とは異なる
文化をもつ人とコミュニケーションをとるにあ
たり、どのような配慮が必要か考えようとして
いる。

〇 〇 〇

○ ○

8

○ ○ 1

1

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深める。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈する。［B(1)
イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品の特徴ある表現に興味をもち、仕事や
自然に対する描写を読み取る。

・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

〇 〇

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理
解を深めている。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定
の仕方、表現の特色について評価することを通して、
内容を解釈している。［B(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品の特徴ある表現に興味をもち、仕事や自然に対
する描写を読み取ろうとしている。

〇 〇 9

定期考査

Bぼくのお母さん

A身内ほど厄介なものはない

B鞄

２
学
期

A神去なあなあ日常

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深める。［(2)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につ
いて考察する。[Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、この話に込められた寓
意を読み取ろうとしたり考えを深める。

・漢字意味調べプリント
・漢字小テスト
・個人端末利用
・グループワークでの発表・討論

〇

合計

70

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ステップアップ日本語講座中級（東京書籍） ）

教科 の目標： 主体的な学びを通して，実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的、創造的に考える力を培う。

言葉が持つ価値の認識を深め、語彙を豊かにし、言葉を使いこなす能力を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

文章を書くにあたっての基礎技術を身につける。国語の分野において、適切かつ効果的に表現する題材を集めて情報を整理し、効果的に伝わる
能力を育成し、伝え合う力を高める。 構成を用いて発表する。

話・
聞 書 読

8

B 声の表現
【知識及び技能】題材を集めて情報
を整理し、効果的に伝わる構成を用
いて発表する。
【学びに向かう力、人間性等】国語
の分野において、適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、伝え合う力
を高める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○○

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

○ ○

6

２
学
期

Eディベート                 【思
考力、判断力、表現力等】国語の分
野において、適切かつ効果的に表現
する能力を育成し、伝え合う力を高
める。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

○

○

○

○

１
学
期

A 情報を収集するインタビュー
【知識及び技能】題材を集めて情報
を整理し、効果的に伝わる構成を用
いて発表する。
【学びに向かう力、人間性等】国語
の分野において、適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、伝え合う力
を高める。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

○

 F自己PR 自分を知る         【思
考力、判断力、表現力等】題材を集
めて情報を整理し、効果的に伝わる
構成を用いて発表する。【学びに向
かう力、人間性等】 国語の分野に
おいて、適切かつ効果的に表現する
能力を育成し、伝え合う力を高め
る。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

３
学
期

○

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

○

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

C 作文、小論文の基礎
　原稿用紙の使い方
　適切な表現
　小論文①
【知識及び技能】題材を集めて情報
を整理し、効果的に伝わる構成を用
いて発表する。
【学びに向かう力、人間性等】国語
の分野において、適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、伝え合う力
を高める。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

○

○

大田桜台

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

表現演習

配当
時数

（小池このみ　）

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 表現演習

（　内田博子　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

態

表現演習国語

領域
評価規準 知

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深
めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉
を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

8

○

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

○ 8

15

合計

70

G自分の意見と討論
【学びに向かう力、人間性等】思考
力を伸ばし言語感覚を磨き、生活を
豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】他者
から伝えられる内容を的確に理解
し、自分が伝えるべき内容を効果的
に伝える。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

D 作文、小論文の基礎
　セルフ・ディベート
【思考力、判断力、表現力等】国語
の分野において、適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、伝え合う力
を高める。
　

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

17

○ ○

○ ○

8○○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（2学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 主体的な学びを通して，実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的、創造的に考える力を培う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

定期考査

・指導事項
漢字検定模擬試験及び、現代文と古
文の演習問題に取り組んでいく。
・最新国語便覧
・古典文法
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】入試に必要な力を
つけるために、漢字をはじめとした
古典文法、古典常識を学び実践力を
つけていく。【思考力、判断力、表
現力等】論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したりする力を
伸ばすために、小説、評論、古典を
学んでいく。
【学びに向かう力、人間性等】
どの作品にも前向きに取り組み、学
ぶ力をつけていく。

３
学
期

○

○

定期考査

定期考査

１
学
期

【知識及び技能】入試に必要な力を
つけるために、漢字をはじめとした
古典文法、古典常識を学び実践力を
つけていく。【思考力、判断力、表
現力等】論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したりする力を
伸ばすために、小説、評論、古典を
学んでいく。
【学びに向かう力、人間性等】
どの作品にも前向きに取り組み、学
ぶ力をつけていく。

・指導事項
漢字検定模擬試験及び、現代文と古
文の演習問題に取り組んでいく。
・最新国語便覧
・古典文法
・一人１台端末の活用　等 ○

２
学
期

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】言葉が持つ価値の認識を深め、語彙を豊かにし、言葉を使いこなす能力を身につける。

国語 実践国語演習 2

（　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

態

（　１～５組：髙嶋さとり）

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け、
実社会・実生活、及び大学入試において実践で
きる力を培っていく。

大田桜台

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して
他者や社会に積極的に関わろうとする態度を養う。

実践国語演習

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

なし

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通
して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

実践国語演習国語

領域
評価規準 知

○

○

【知識及び技能】入試に必要な力をつけるため
に、漢字をはじめとした古典文法、古典常識を
学び実践力ついている。【思考力、判断力、表
現力等】論理的に考える力や深く共感したり豊
かに想像したりする力を伸ばすために、小説、
評論、古典が身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
どの作品にも前向きに取り組み、学ぶ力がつい
ている。

○

○

○

知識及び技能】入試に必要な力をつけるため
に、漢字をはじめとした古典文法、古典常識を
学び実践力ついている。【思考力、判断力、表
現力等】論理的に考える力や深く共感したり豊
かに想像したりする力を伸ばすために、小説、
評論、古典が身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
どの作品にも前向きに取り組み、学ぶ力がつい
ている。

○ ○

○ ○

知識及び技能】入試に必要な力をつけるため
に、漢字をはじめとした古典文法、古典常識を
学び実践力ついている。【思考力、判断力、表
現力等】論理的に考える力や深く共感したり豊
かに想像したりする力を伸ばすために、小説、
評論、古典が身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
どの作品にも前向きに取り組み、学ぶ力がつい
ている。

○

1

○ ○

○ ○

27○

○ ○

1

27

○

1

合計

70

【知識及び技能】入試に必要な力を
つけるために、漢字をはじめとした
古典文法、古典常識を学び実践力を
つけていく。【思考力、判断力、表
現力等】論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したりする力を
伸ばすために、小説、評論、古典を
学んでいく。
【学びに向かう力、人間性等】
どの作品にも前向きに取り組み、学
ぶ力をつけていく。

・指導事項
漢字検定模擬試験及び、現代文と古
文の演習問題に取り組んでいく。
・最新国語便覧
・古典文法
・一人１台端末の活用　等 13○○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 1

 単元「結びつく世界と日本の開
国」
【知識及び技能】
1860年代における国際情勢を整理す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
政治指導者がどう判断し、それがど
う影響を与えていったか考える。
【学びに向かう力、人間性等】
興味・関心を抱いた事例をもとに教
科書外での探究を進める。

大田桜台

・指導事項
「砂糖入り紅茶とキャラコに魅せ
られて」「国産化が世界をつくり
変える」「
・教材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
ヨーロッパ・アメリカにおける近代化の進捗
度やその背景を理解できる。
【思考・判断・表現】
歴史的見方や考え方を意識し、国際商業の展
開や資本主義の成立を構造的に理解できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業革命・市民革命・独立運動がどう人々に
影響を与えたか分析できる。

○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項
「清が東アジアに君臨した」「東
アジアは成熟期をむかえた」
「人々の政府を自らつくる」「政
治は国民のために」「自由主義と
ナショナリズムが広まった」「イ
ギリスの影響力が世界におよん
だ」「イギリスに追いつき、追い
こせ」「アメリカは内乱を経て国
民統合をはたした」
・教材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等１

学
期

単元「歴史の扉」
【知識及び技能】
歴史を構成する様々な資料（史料）
を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
資料（資料）の特性と取り扱いに慣
れる。
【学びに向かう力、人間性等】
課題を設定し、情報や資料（史料）
を収集・調査し、整理・分析し、プ
レゼンする。

・指導事項
図書館の活用、博物館の活用、イ
ンターネットの活用、聞き取り調
査、フィールドワーク等
・教材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
歴史を構成する様々な資料（史料）を読み取
ることができる。
【思考・判断・表現】
資料（資料）の特性と取り扱いに迅速に対応
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題を設定し、情報や資料（史料）を収集・
調査し、整理・分析し、プレゼンすることが
できる。

○ ○ ○ 5

単元「18世紀のアジアの繁栄」
【知識及び技能】
清とヨーロッパ貿易の制限について
考える。東アジアの文化・生活につ
いて事例をあげる。
【思考力、判断力、表現力等】
東アジアでの国際秩序形成について
理解する。社会や経済に共通するこ
とに目を向ける。
【学びに向かう力、人間性等】
清と東アジア諸国の関係を整理す
る。東アジアの社会や経済の共通点
と相違点を整理する。

1
単元「工業化の進展と国民国家の建
設」
【知識及び技能】
ヨーロッパ・アメリカにおける近代
化の進捗を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
国際商業の展開や資本主義の成立を
構造的に認識できる。
【学びに向かう力、人間性等】
産業革命・市民革命・独立運動がど
う人々に影響を与えたか考える。

○

○ ○ ○

○ ○

8

定期考査 ○

（　5組：北爪　　　　）（　組：　　　　）

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
求、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の歴史に対
する愛情、他国や他国の文化を尊重することの
大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史科 歴史総合

（　1組：北爪　　　　）（　2組：北爪　　　　）（　3組：北爪　　　　）（　4組：北爪　　　　）

地理歴史科 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史を理解するとともに、諸資料から歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる
技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相
互の関連や現在とのつながりなどに着目して、
概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したりする力や、考察、構想したこ
とを効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。

高等学校 新歴史総合 過去との対話、つなぐ未来　『第一学習社』

地理歴史科

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力、考察・構想したことを効果的に説明したり、
それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土
や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

○ ○ ○ 8

7

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
清とヨーロッパ貿易の制限について考え、東
アジアの文化・生活について事例をあげるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
東アジアでの国際秩序形成について理解し、
社会や経済に共通することをまとめることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
清と東アジア諸国の関係を整理し、東アジア
の社会や経済の共通点と相違点を整理するで
きる。。

・指導事項
「ヨーロッパがもたらした衝撃」
「南アジア・東南アジアの落日」
「清と日本が開港をせまられた」
「清と日本は外圧に対応した」
「日本の国境・領土が定まった」
「日本も立憲国家となった」
・教材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
1860年代における国際関係を図式化したり、
フローチャート化したりできる。
【思考・判断・表現】
政治指導者の思考や判断を考え、その後の影
響を把握し、それがどうその後につながって
いったか理解できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
興味・関心ををさらに展開させ、新事実や仮
想を立て、それを検証することができる。



○ ○

○ ○ 1

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 6

○ 4

6

合計

70

３
学
期

２
学
期

 単元「第二次世界大戦後の世界と
日本」
【知識及び技能】
日本が復興した要素を考え、その背
景には何があったのか理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の復興を国際情勢の中から考
え、どのような要素が日本の復興に
つながっていったのか理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
日本人の文化論としてではなく、日
本の復興の背景にはどのようなこと
があったのか調べてみる。

・指導事項
「新しい世界秩序が築かれた」
「日本は連合国に占領された」
「冷戦の影響は東アジアにもおよ
んだ」「日本は新たな道を歩みは
じめた」「奇跡の高度成長がはじ
まった」「アメリカも中国もゆれ
動いた」
・教材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
日本が復興した要素を考え、その背景には何
があったのか分析し、各グループごとに調べ
てみる。
【思考・判断・表現】
日本の復興を国際情勢の中から考え、国際情
勢がどのように変化していったのか考え、日
本の復興に必要だったものを取り上げてみ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本人の文化論としてではなく、日本の復興
の背景にはどのようなことがあったのか理解
できる。

定期考査

○

【知識・技能】
自分で考えた「帝国主義」「社会主義」「共
産主義」などの用語が妥当かどうか検証でき
る。
【思考・判断・表現】
植民地とはどういうものか調べ、植民地した
地域とそうでない地域の相違点を理解でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
「帝国主義」が「資本主義」や「民主主義」
の産物であることを理解し、さらに深く考え
ることができる。

【知識・技能】
第一次世界大戦がもたらした変化を生活・物
資・軍需品などと整理でき、その意義を理解
できる。
【思考・判断・表現】
大衆の行動がどう影響を与え、それがどう変
容していくのか整理できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
なぜ第一次世界大戦が生じ、総力戦となった
のか整理し、分析できる。

○ ○ ○

○

定期考査

 単元「世界秩序の変容と日本」
【知識及び技能】
世界的な機関、NGO、自由貿易圏な
どを把握し、それがどのような活動
を具体的に展開しているのか理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
今後の国際社会において、平和を模
索するうえで必要な法律や組織とは
何か仮説検証する。
【学びに向かう力、人間性等】
今後人類がどのような方向性を示
し、どのような社会を目指していく
のか考えていく。

・指導事項
「世界を揺るがした２つのショッ
ク」「アジアが躍動する」「冷戦
が終わり、そしてソ連は消滅し
た」「唯一の超大国アメリカがゆ
らいだ」「グルーバル化の光と
陰」「時代の転換点に立って」
・教材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
世界的な機関、NGO、自由貿易圏などを把握
し、どのような活動を具体的に展開している
のか説明できる。
【思考・判断・表現】
今後の国際社会において、平和を模索するう
えで必要な法律や組織とは何か科学的・客観
的に証明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
SDGsや新型コロナの問題や在り方、国際紛争
の処理方法や軍事力の格差の問題、テロ行動
や民族対立など、平和な社会を築くうえで具
体的な問題提起ができる。

○ ○

6

○ ○ ○ 8

 単元「経済危機と第二次世界大
戦」
【知識及び技能】
経済の変容と民主主義の在り方を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
政治的な面だけでなく、経済・社
会・文化等の動きから戦争を見つめ
なおすことができる。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
「恐慌の嵐が吹き荒れる」「大衆
は新たな勢力に期待をかけた」
「日本と中国の対立が深まった」
「世界は戦争の道を歩みはじめ
た」「ふたたび世界大戦がはじ
まった」「戦争が終わった」・教
材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
経済の変容が国際間の悪化にもつながり、そ
れが紛争の素となることを理解できる。
【思考・判断・表現】
一般的な生活の面からでも無意識のうちに戦
争につながる要素があることを認識し、今現
在のこととしてそのようなことに結びつきそ
うな事例を発表する。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 8

 単元「帝国主義とアジア諸国の変
容」
【知識及び技能】
「帝国主義」「社会主義」「共産主
義」などの用語を定義づけてみる。
【思考力、判断力、表現力等】
植民地とはどういうものか調べ、植
民地した地域とそうでない地域の相
違点を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
「帝国主義」が「資本主義」や「民
主主義」の産物であることを把握す
る。
 単元「第一次世界大戦と大衆社
会」
【知識及び技能】
第一次世界大戦がもたらした変化を
生活・物資・軍需品などと整理して
把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
大衆の選択が政治に影響をあたえ、
また政治が大衆を利用する過程など
を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
なぜ第一次世界大戦が生じ、総力戦
となったのか認識できる。

・指導事項
「可能なら、惑星も併合したい」
「日本は、初の大規模な対外戦争
を引き起こした」「日露戦争に世
界が注目した」「韓国は植民地と
なり、清は倒れた」「糸がささえ
た産業革命」「何のために学ぶの
か」
・教材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
「すべてが戦争に巻き込まれた」
「世界初の社会主義国家が誕生し
た」「世界は国際協調を模索し
た」「第一次世界大戦がアジアに
もたらしたもの」「朝鮮・中国の
民衆が立ち上がった」「空前の繁
栄と光と陰」「大衆が政治を動か
しはじめた」
・教材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等

定期考査

○

単元「冷戦と脱植民地化・第三世界
の台頭」
【知識及び技能】
冷戦が生じた理由と、冷戦下で客観
的姿勢から第三の道を模索した国の
動向を考える。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦下で東西陣営に与しない国家が
あったこと、冷戦下で同盟関係を結
んだ国があったことを整理する。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦下で冷戦がはなくなった地域を
調べ、そこではどのようなことが行
われていたのか調べる。

・指導事項
「新しい世界秩序が築かれた」
「日本は連合国に占領された」
「冷戦の影響は東アジアにもおよ
んだ」「日本は新たな道を歩みは
じめた」「奇跡の高度成長がはじ
まった」「アメリカも中国もゆれ
動いた」
・教材
文献資料（資料）、図像、オーラ
ルヒストリー、文学作品・漫画等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
冷戦とは何だったのか分析し、冷戦下で客観
的姿勢から第三の道を模索した国の動向を調
べる。
【思考・判断・表現】
どうして冷戦下で東西陣営に与しない国家が
あり、冷戦下で同盟関係を結んだ国があった
のか理解する。
【主体的に学習に取り組む態度】
実際に戦場となった地域の様子を多くの資料
の中から見出し、戦争の状況を把握し、戦争
の悲惨さを理解する。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組 選択者

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

1
定期考査

○ ○

・指導事項
５．円と直線
６．２つの円
７．作図
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①円の接線の長さに関する定理を理解し，それを
用いて線分の長さを求めることができる。
②接線と弦のつくる角の定理を理解し，それを用
いて角の大きさを求めることができる。
③方べきの定理を理解し，それを用いて線分の長
さを求めることができる。
④2つの円の位置関係を理解し，共通接線の数を
求めることができる。　
【思考・判断・表現】　
①円の接線の性質と三平方の定理を基に，円の接
線の長さを考察することができる。
②円の接線の性質を基に，円の接線の作図を考察
することができる。
③円周角の定理や円に内接する四角形の定理から
類推することで，接線と弦のつくる角の定理を考
察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①円の接線の性質を基に，円の接線の作図を考察
しようとしている。
②円周角の定理や円に内接する四角形の定 理を
振り返り，そこから類推することで接線と弦のつ
くる角の定理を考察しようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

配当
時数

１
学
期

第２章　図形の性質
第１節　平面図形
【知識及び技能】
①三角形に関する基本的な性質につい
て理解している。
②円に関する基本的な性質について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】　
①図形の構成要素間の関係や既に学習
した図形の性質に着目し、図形の新た
な性質を見いだし、その性質について
論理的に考察したり説明したりするこ
とができる。
②コンピュータなどの情報機器を用い
て図形を表すなどして、図形の性質や
作図について統合的・発展的に考察す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①図形の性質に着目して解法に取り組
もうとする。

・指導事項
１．三角形の辺と比
２．三角形の外心・内心・重心
３．チェバの定理・
　　メネラウスの定理
４．円に内接する四角形
５．円と直線

・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①三角形と比の定理 理解しそれを用いて線分の
長さを求めることができる。
②線分の内分，外分，三角形の角の二等分線と線
分の比に関する定理を理解し，それらを用いて線
分の長さを求めることができる。
③三角形の重心，外心，内心の性質を利用して，
線分の長さや角の大きさを求めることができる。
④円周角の定理を理解し，それを用いて角の大き
さを求めることができる。
⑤ 円周角の 定理の逆を理解し，それを用いて4
点が同一円周上にあるかどうか判断することがで
きる。
⑥円に内接する四角形の性質を理解し，それを用
いて角の大きさを求めることができる。
⑦四角形が円に内接する条件を利用して，四角形
が円に内接するかどうか判断することができる。
【思考・判断・表現】　
①三角形と比の定理を利用して，線分を3等分す
る方法を考察することができる。
②三角形の内角の二等分線と比の定理を利用し
て，線分を与えられた比に内分する作図について
考察することができる。
③三角形の重心，外心，内心のもつ性質を基に，
折り紙や作図について説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①三角形と比の定理を利用して，線分を3等分す
る方法を考察しようとしている。
②三角形の内角の二等分線と比の定理を利用し
て，線分を与えられた比に内分する作図について
考察しようとしている。
③三角形の重心，外心，内心のもつ性質を基に，
折り紙や作図について説明しようとしている。

○ ○ ○ 13

第２章　図形の性質
第１節　平面図形
【知識及び技能】
①三角形に関する基本的な性質につい
て理解している。
②円に関する基本的な性質について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】　
①図形の構成要素間の関係や既に学習
した図形の性質に着目し、図形の新た
な性質を見いだし、その性質について
論理的に考察したり説明したりするこ
とができる。
②コンピュータなどの情報機器を用い
て図形を表すなどして、図形の性質や
作図について統合的・発展的に考察す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①図形の性質に着目して解法に取り組
もうとする。

図形の性質，場合の数と確率についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，数学と人間の活動の関係について認識を深
め，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の
性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実
な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の
活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を
見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考えを数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の課程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性
の基礎を養う。

数学Ａ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

最新数学Ａ　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身につけようとする。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

望月梨衣

大田桜台 数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2



1

○ ○ 1

定期考査
○ ○

・指導事項
８．直線と平面
９．空間図形と多面体

・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①空間における 2 直線，2 平面，直線と平面の
位置関係を理解し，2 直線のなす角や
2平面のなす角を求めることができる。　
【思考・判断・表現】　
①正多面体の頂点の数，辺の数，面の数の間にあ
る関係や，見え方について考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①正多面体の頂点の数，辺の数，面の数の間にあ
る関係や，見え方について考察しようとしてい
る。

○ ○ ○ 5

２
学
期

第１章　場合の数と確率　
第１節　場合の数
【知識及び技能】
①集合の要素の個数に関する基本的な
関係や和の法則、積の法則などの数え
上げの原則について理解している。
②具体的な事象を基に順列及び組合せ
の意味を理解し、順列の総数や組合せ
の総数を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】　
①事象の構造などに着目し、場合の数
を求める方法を多面的に考察すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①事象を場合の数や確率の考えを用い
て考察するよさを認識し、問題解決に
それらを活用しようとしたり、粘り強
く考え数学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりしようと
している。

・指導事項
１．集合の要素と個数
２．場合の数
３．順列
４．組合せ
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①部分集合，共通部分，和集合，空集合，全体集
合，補集合などの用語，記号を理解し，記号や図
を用いて表すことができる。
②集合の要素の個数に関する基本的な関係を理解
し，それらを利用して集合の要素の個数を求める
ことができる。
③和の法則，積の法則などの数え上げの原則につ
いて理解し，それらを用いて場合の数を求めるこ
とができる。
④順列の意味を理解し，その総数を求めることが
できる。
⑤重複順列について理解し，その総数を求めるこ
とができる。
⑥円順列について理解し，その総数を求めること
ができる。
⑦組合せの意味を理解し，その総数を求めること
ができる。
【思考・判断・表現】　
①2 つの数の集合の和集合の要素の個数を調べる
ことで，和集合の要素の個数について考察するこ
とができる。
②順列の考え方を利用して，いろいろな場合の数
を求めることができる。
③円順列の総数の求め方を，人が手をつないで輪
を作る場面を基にして考察することができる。
④順列と組合せを対比することによって，組合せ
の総数の求め方を順列の総数の求め方から考察す
ることができる。
⑤組合せの考え方を利用して，いろいろな場合の
数を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①2 つの数の集合の和集合の要素の個数を調べる
ことで，和集合の要素の個数について考察しよう
としている。
②順列の考え方を利用して，いろいろな場合の数
を求めようとしている。
③円順列の総数の求め方を，人が手をつないで輪
を作る場面を基にして考察しようとしている。
④順列について振り返り，順列と組合せを対比す
ることによって，組合せの総数の求め方を考察し
ようとしている。
⑤組合せの考え方を利用して，いろいろな場合の
数を求めようとしている。

〇 〇

第１章　場合の数と確率　
第２節　確率
【知識及び技能】
①確率の意味や基本的な法則について
の理解を深め、それらを用いて事象の
確率や期待値を求めることができる。
②独立な試行の意味を理解し、独立な
試行の確率を求めることができる。
③条件付き確率の意味を理解し、簡単
な場合について条件付き確率を求める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】　
①確率の性質や法則に着目し、確率を
求める方法を多面的に考察することが
できる。
②確率の性質などに基づいて事象の起
こりやすさを判断したり、期待値を意
思決定に活用したりすることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①事象を場合の数や確率の考えを用い
て考察するよさを認識し、問題解決に
それらを活用しようとしたり、粘り強
く考え数学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりしようと
している。

・指導事項
５．事象と確率
６．確率の基本性質
７．独立な試行と確率
８．条件付き確率
９．期待値
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①確率について理解し，場合の数を基に事象の確
率を求めることができる。
②いろいろな事象について，場合の数を基に，そ
の確率を求めることができる。
③確率の加法定理を用いて，和事象の確率を求め
ることができる。
④余事象の確率を利用して，確率を求めることが
できる。
⑤独立な試行の意味を理解し，その確率の公式を
利用して確率を求めることができる。
⑥反復試行の意味を理解し，その確率の公式を利
用して確率を求めることができる。
⑦条件付き確率の意味を理解し，具体的な事象に
ついてそれを求めることができる。
⑧確率の乗法定理を理解し，これを利用して積事
象の確率を求めることができる。
⑨期待値について理解し，いろいろな場合につい
て期待値を求めることができる。
【思考・判断・表現】　
①確率の性質に基づいて事象の起こりやすさを判
断することができる。
②具体的な事象を基に，確率の加法定理を考察す
ることができる。
③具体的な事象を基に，余事象の確率の公式を考
察することができる。
④具体的な事象を基に，積事象の確率を考察する
ことができる。
⑤期待値を意思決定に利用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①確率の性質を振り返って，事象の起こりやすさ
を判断しようとしている。
②具体的な事象を基に，確率の加法定理を考察し
ようとしている。
③具体的な事象を基に，余事象の確率の公式を考
察しようとしている。
④具体的な事象を基に，積事象の確率を考察しよ
うとしている。
⑤期待値を意思決定に利用しようとしている。

〇 〇 〇 13

〇 13

定期考査

１
学
期

定期考査
○ ○ 1

第２章　図形の性質
第２節　空間図形
【知識及び技能】
①空間図形に関する基本的な性質につ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】　
①図形の構成要素間の関係や既に学習
した図形の性質に着目し、図形の新た
な性質を見いだし、その性質について
論理的に考察したり説明したりするこ
とができる。
②コンピュータなどの情報機器を用い
て図形を表すなどして、図形の性質や
作図について統合的・発展的に考察す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①図形の性質に着目して解法に取り組
もうとする。



合計

70

定期考査

〇 〇 1

３
学
期

第３章　数学と人間の活動　
【知識及び技能】
①数量や図形に関する概念などと人間
の活動の関わりについて理解してい
る。
②数学史的な話題、数理的なゲームや
パズルなどを通して、数学と文化との
関わりについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】　
①数量や図形に関する概念などを、関
心に基づいて発展させ考察することが
できる。
②パズルなどに数学的な要素を見いだ
し、目的に応じて数学を活用して考察
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①人間の活動における数学のよさを認
識し、様々な場面で数学を活用しよう
としたり、粘り強く考え数学的論拠に
基づき判断しようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりしようと
している。

・指導事項
１．約数と倍数
２．素数と素因数分解
３．最大公約数・最小公倍数
４．整数の割り算
５．ユークリッドの互除法
６．１次不定法方程式
７．記数法
８．座標の考え方
９．ゲーム・パズルの中の数学
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①約数，倍数，素数，素因数分解などの整数に関
する基本的概念について理解している。
②約数，倍数を求めたり，素因数分解したりする
ことができる。
③素因数分解を利用して最大公約数，最小公倍数
を求めることができる。
④ユークリッドの互除法を理解し，これを用いて
2つの正の整数の最大公約数を求めることができ
る。
⑤１次不定方程式の意味を理解し、整数解の一つ
を求めることができる。
⑥n進法について理解し，その一例である 2 進法
については，10 進法との変換もできるようにす
る。
⑦平面上の点の位置を表す座標の考え方を理解し
ている。
⑧空間内の点の位置を表すことができる。
⑨ゲームやパズルの中に数学的要素が含まれてい
ることを理解している。　
【思考・判断・表現】　
①2 つの整数に対して互除法を行うと最大公約数
が求められることについて考察することができ
る。
②１次不定方程式整数解を求めることができる。
また、ユークリッドの互除法を利用して解法を導
くことができる。
③2進法，10進法の考えを一般化した 𝑛 進法につ
いて考察することができる。
④日常生活の例から，平面上の点の位置の表し方
について考察することができる。
⑤ゲームやパズルの中数学的要素を見出し、それ
らを活用して解法を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①2 つの整数に対して互除法を行った結果得られ
た数について考察しようとしている。
②１次不定方程式の整数会を導く過程で得られた
数の性質について考察しようとしている。
③2進法，10 進法の考えを一般化したn進法につ
いて考察しようとしている。
④平面上の座標の考えを拡張することで，空間内
の点の位置の示し方を考察しようとしている。
⑤ゲームやパズルの中数学的要素を通して、論理
的に考えることのよさを認識することができる。

〇 〇 〇 13



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

望月梨衣

大田桜台 数学 数学演習
数学 数学演習 2

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考えを数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の課程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性
の基礎を養う。

数学演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

なし

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身につけようとする。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力，
図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力，関
数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
る力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係などに着
目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題
を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し、入試問題演習に向け得た
数学の知識や技能を活用しようとする態度，粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○ ○ 7

定期考査

数学Ⅰ　第１章　数と式
第１節　数と式
【知識及び技能】
①指数法則や展開公式を理解し，複雑
な計算に用いることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①複雑な式の展開について，式の工夫
の仕方を判断して式を展開することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
①式の特徴に着目して複雑な式の因数
分解に取り組もうとする。

・指導事項
１．１年次の計算の復習
２．式の展開の工夫
３．いろいろな因数分解
・教材
プリント・教科書(１年時に使
用)・問題集(１年時に使用)・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
①１年時に学習した二次の乗法公式及び因数分解
の公式を用いた複雑な式の変形について理解を深
めることができる。
【思考・判断・表現】
①問題を解決するためにすでに学習した計算の方
法と関連付けて、式を多面的にとらえたり目的に
応じて適切に変形したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①整式の様々な整理の仕方に関心をもち，考察し
ようとする。

○ ○ ○ 6

１
学
期

数学Ⅰ　第１章　数と式
第１節　数と式
【知識及び技能】
①指数法則や展開公式を理解し，複雑
な計算に用いることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①複雑な式の展開について，式の工夫
の仕方を判断して式を展開することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
①式の特徴に着目して複雑な式の因数
分解に取り組もうとする。

・指導事項
３．いろいろな因数分解
４．入試問題演習
・教材
プリント・教科書(１年時に使
用)・問題集(１年時に使用)・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
①１年時に学習した二次の乗法公式及び因数分解
の公式を用いた複雑な式の変形について理解を深
めることができる。
【思考・判断・表現】
①問題を解決するためにすでに学習した計算の方
法と関連付けて、式を多面的にとらえたり目的に
応じて適切に変形したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①整式の様々な整理の仕方に関心をもち，考察し
ようとする。

○ ○ ○ 2

○ ○ 1

数学Ⅰ　第４章　図形と計量
第２節　正弦定理・余弦定理
【知識及び技能】
①正弦定理や余弦定理について三角形
の決定条件や三平方の定理と関係付け
て理解し、三角形の辺の長さや外接円
の半径、三角形の角の大きさ、面積な
どを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①図形の構成要素間の関係に着目し、
入試問題において事象を数学的に捉
え、問題を解決したり、解決の課程を
振り返って数学的な特徴や他の事象と
の関係を考察したりすることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①正弦定理と余弦定理の図形的意味を
考察し、活用しようとすることができ
る。
②入試問題においてなどに正弦定理や
余弦定理を活用しようとすることがで
きる。

・指導事項
１．１年次の計算の復習
２．正弦定理
３．余弦定理
４．三角形の面積
５．入試問題演習
・教材
プリント・教科書(１年時に使
用)・問題集(１年時に使用)・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
①正弦定理や余弦定理を用いて三角形の辺の長さ
や外接円の半径、角の大きさを求めることができ
る。
②2辺の長さとその間の角の大きさが与えられた
三角形の面積を求めることができる。
③三角比で得た知識を演習問題で活用できる。
【思考・判断・表現】
①条件に合わせて三角形の辺の長さや角の大き
さ、面積を求めるための解法への課程を考察する
ことができる。
②正弦定理や余弦定理を用いて，入試問題が解決
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①正弦定理や余弦定理、三角形の面積の公式の図
形的意味を考察する。
②入試問題において正弦定理や余弦定理を活用し
ようとする。

○



数学Ⅰ　第３章　２次関数
第２節　２次方程式と２次不等式
【知識及び技能】
①2次不等式の解と二次関数のグラフ
との関係について理解し、二次関数の
グラフを用いて二次不等式の解を求め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①二つの数量の関係に着目し、日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉
え、問題を解決したり、解決の過程を
振り返って事象の数学的な特徴やほか
の事象との関係を考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①2次関数のグラフを利用して，2次不
等式を解こうとすることができる。

・指導事項
３．2次不等式
４．2次不等式の利用
５．入試問題演習
・教材
プリント・教科書(１年時に使
用)・問題集(１年時に使用)・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
①2次関数のグラフを利用して，2次不等式を解く
方法を理解し，2次不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
①2次関数のグラフ，2次方程式，2次不等式を関
連づけて考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①入試問題を，2次方程式や2次不等式を用いて解
決しようとする。

〇 〇 〇 10

定期考査
○ ○

定期考査

・指導事項
１．2次方程式
２．2次関数のグラフとx軸の共有
点
・教材
プリント・教科書(１年時に使
用)・問題集(１年時に使用)・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
①因数分解、解の公式を用いて，2次方程式を解
くことができる。
【思考・判断・表現】
①2次方程式が実数解や重解をもつための条件を
式で示すことができる。
②2次関数のグラフとx軸の共有点の個数や位置関
係を，D=b^2-4acの値から考察できる。
③2次関数のグラフと2次方程式関連づけて考えら
れる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①2次方程式がどんな場合でも解けるように，解
の公式を得て，それを積極的に利用しようとす
る。
②身近な問題を，2次方程式を用いて解決しよう
とする。

〇 〇 〇 5

１
学
期

数学Ⅰ　第３章　２次関数
第２節　２次方程式と２次不等式
【知識及び技能】
①2次方程式の解と二次関数のグラフ
との関係性について理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
①二つの数量の関係に着目し、日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉
え、問題を解決したり、解決の過程を
振り返って事象の数学的な特徴やほか
の事象との関係を考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①2次方程式を因数分解や解の公式を
利用して積極的に解こうとすることが
できる。

1

○ ○ 1

２
学
期

6

数学Ⅰ　第３章　２次関数
第１節　２次関数とグラフ
【知識及び技能】
①二次関数の値の変化やグラフの特徴
について理解することができる。
②二次関数の最大値や最小値を求める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①二次関数の式とグラフとの関係につ
いて、コンピュータなどの情報機器を
用いてグラフを書く等の活動を通して
多面的に考察することができる
【学びに向かう力、人間性等】
①平行移動した二次関数のグラフを書
こうとすることができる。
②2次関数が最大値または最小値をも
つことを，グラフを使って，理解しよ
うとすることができる。

・指導事項
１．関数
２．関数とグラフ
３．       のグラフ
４．         のグラフ
５．            のグラフ
６．                のグラフ
７．               のグラフ
８．2次関数の最大・最小
９．2次関数の決定
１０．入試問題演習
・教材
プリント・教科書(１年時に使
用)・問題集(１年時に使用)・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
①xの関数yが与えられたとき，xの値に対するyの
値を求めることができる。
②y=ax^2+bx+cをy=a(x-p)^2+qの形に変形し，そ
のグラフをかくことができる。
③2次関数の最大値，最小値を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
①関数を表，式，グラフによって考察することが
できる。
②2次関数のグラフの平行移動は，頂点の移動を
考察すればよいことを理解している。
③2次関数の決定において，適した2次関数の式の
形を使うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①関数が与えられたとき，そのグラフをかこうと
する。
②入試問題を，2次関数の最大・最小の考えを活
用して解決しようとする。

〇 〇 〇 13

数学Ⅰ　第２章　集合と命題
【知識及び技能】
①集合と命題に関する基本的な概念を
理解することができる。
②命題の真偽を，集合や反例などを用
いて判定することができる。また、命
題とその対偶の真偽が一致することを
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①集合の考えを用いて論理的に考察
し、簡単な命題を証明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①条件を満たすものの集合の包含関係
が，命題の真偽に関連していることに
着目し，命題について調べようとする
態度を養う。

・指導事項
１．集合と部分集合
２．共通部分，和集合，補集合
３．命題と集合
４．命題と証明
・教材
プリント・教科書(１年時に使
用)・問題集(１年時に使用)・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
①真である命題の逆は，真であるとは限らないこ
とを理解している。
②必要条件，十分条件の意味を理解している。
③対偶や背理法を用いて証明することができる。
【思考・判断・表現】
①ベン図などを用いて，集合を視覚的に表現して
考察することができる。
②命題の真偽を，集合の包含関係に結び付けてと
らえることによって考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①集合について，それぞれの特徴や関係に合った
表現方法を考察しようとする。
②直接証明法では難しい命題も，対偶や背理法を
用いれば証明できることに興味・関心をもつ。

○ ○ ○

𝑦 = 𝑎𝑥2

𝑦 = 𝑎𝑥2+q
𝑦 = 𝑎(𝑥 − 𝑝)2

𝑦 = 𝑎(𝑥 − 𝑝)2+𝑞
𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐



・指導事項
１．入試問題演習
・教材
プリント・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
①事象を得た知識を活用し、数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりでき
る。
【思考・判断・表現】
①入試に備え、問題の特徴から表，式，グラフを
相互に関連付けて考察する力や適切な手法を選択
して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程
や結果を考察することができる。

〇 〇

3

定期考査
○ ○ 1

数学Ⅰ　第５章　データの分析
【知識及び技能】
①分散、標準偏差、散布図及び相関係
数の意味やその用い方を理解すること
ができる。
②コンピュータなどの情報機器を用い
て、データを表やグラフに整理した
り、分散や標準偏差などの基本的な統
計量を求めたりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①データの散らばり具合や傾向を数値
化する方法を考察することができる。
②目的に応じて複数の種類のデータを
収集し、適切な統計量やグラフ、手法
などを選択して分析を行い、データの
傾向を把握して事象の特徴を表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①データを整理して全体の傾向を考察
しようとすることができる。
②問題の解決や改善を図るために，現
状のデータの分布を望ましいと考える
方向に変えるための条件や改善策を，
コンピュータなどの情報機器を積極的
に用いるなどして探ろうとする。

・指導事項
１．データの整理
２．データの代表値
・教材
プリント・教科書(１年時に使
用)・問題集(１年時に使用)・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
①平均値や最頻値，中央値の定義や意味を理解
し，それらを求めることができる。
②データの分布と箱ひげ図の関係について理解
し、箱ひげ図をかくことができる。
③分散，標準偏差に関する公式を用いて，これら
を求めることができる。
【思考・判断・表現】
①データの分布の仕方によっては，代表値として
平均値を用いることが必ずしも適切ではないこと
を理解している。
②データの中のある値が外れ値であるかどうかを
考察できる。
③相関関係の大きさを数値化する方法を考察しよ
うとする。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身近な統計における代表値の意味について考察
しようとする。
②データの散らばり具合をどのように数値化する
かを考察しようとする。
③相関と因果関係について，興味・関心をもつ

〇 〇 〇

8

〇 〇

合計

70

〇 5

定期考査
〇 〇 1

数学Ⅰ入試問題対策

３
学
期

数学Ⅰ　第５章　データの分析
【知識及び技能】
①分散、標準偏差、散布図及び相関係
数の意味やその用い方を理解すること
ができる。
②コンピュータなどの情報機器を用い
て、データを表やグラフに整理した
り、分散や標準偏差などの基本的な統
計量を求めたりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①データの散らばり具合や傾向を数値
化する方法を考察することができる。
②目的に応じて複数の種類のデータを
収集し、適切な統計量やグラフ、手法
などを選択して分析を行い、データの
傾向を把握して事象の特徴を表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①データを整理して全体の傾向を考察
しようとすることができる。
②問題の解決や改善を図るために，現
状のデータの分布を望ましいと考える
方向に変えるための条件や改善策を，
コンピュータなどの情報機器を積極的
に用いるなどして探ろうとする。

・指導事項
３．データの散らばり
４．データの相関
５．相関係数
６．入試問題演習
・教材
プリント・教科書(１年時に使
用)・問題集(１年時に使用)・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
①平均値や最頻値，中央値の定義や意味を理解
し，それらを求めることができる。
②データの分布と箱ひげ図の関係について理解
し、箱ひげ図をかくことができる。
③分散，標準偏差に関する公式を用いて，これら
を求めることができる。
【思考・判断・表現】
①データの分布の仕方によっては，代表値として
平均値を用いることが必ずしも適切ではないこと
を理解している。
②データの中のある値が外れ値であるかどうかを
考察できる。
③相関関係の大きさを数値化する方法を考察しよ
うとする。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身近な統計における代表値の意味について考察
しようとする。
②データの散らばり具合をどのように数値化する
かを考察しようとする。
③相関と因果関係について，興味・関心をもつ

２
学
期



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 １組～ ５組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科
2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物質とそ
の変化について理解するとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験などに関する基本的
な技能を身につける。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

数研出版 『新編 化学基礎』

理科

理科の見方・考え方を働かせ、観察・実験などを行うことを通し、科学的に探究する能力と態度を育てる。

自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め、科学的な自然観を育成する。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

大田桜台

自然の事物・現象を探求するために必要な観察・実験などに関する知識・技能を育成する。

（５組：田中春菜）

物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

化学基礎

（１組：田中春菜） （２組：田中春菜）（３組：田中春菜） （４組：田中春菜）

理科

配当
時数

１
学
期

物質の構成
【知識及び技能】
　混合物を分離する操作の方法をあげる
ことができる。同素体をあげることがで
きる。元素の検出方法を知る。物質の状
態と熱運動の関係を知る。
【思考・判断・表現】
　分離する操作がどのようなものである
か説明することができる。単体と化合物
に分類することができる。同素体とは何
か説明できる。物質を加熱・冷却したと
きの温度変化をグラフに表すことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身の回りの物質について興味をもつこ
とができる。元素の概念に興味をもつこ
とができる。日常生活の状態変化につい
て興味をもつことができる。

・混合物・純物質
・同素体
・元素の検出
・物質の三態と熱運動
・単元に関わる実験
・教科書、プリント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　混合物を分離する操作の方法を適切に選択
している。同素体をあげている。元素につい
て検出方法を理解している。物質の状態と熱
運動の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
　分離する操作がどのようなものであるか説
明している。適切に単体と化合物に分類して
いる。同素体とは何か説明している。物質を
加熱・冷却したときの温度変化をグラフに表
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身の回りの物質について興味をもってい
る。元素の概念に興味をもっている。日常生
活の状態変化について興味をもっている。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

物質の構成粒子
【知識・技能】
　原子の構成粒子を理解することができ
る。単原子イオンの電子配置を示すこと
ができる。周期律と周期表について理解
することができる。
【思考・判断・表現】
どのような原子が安定であるか、電子配
置に基づいて説明できる。電子配置から
どのようなイオンになりやすいか判断で
きる。価電子の数と性質について説明で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
同じ原子でも粒子の構成が異なるものが
あることに興味をもつことができる。原
子とイオンの違いについて疑問をもつこ
とができる。元素の配列について興味を
もつことができる。

○

○ ○

○

8

定期考査

8

○ ○

定期考査
○ ○ 1

粒子の結合
【知識及び技能】
　イオン結晶の名称と組成式を書ける。
電子式・構造式が書ける。共有結合の結
晶の構造や性質を理解できる。金属の特
徴を理解できる。
【思考・判断・表現】
　イオン結晶の性質について説明でき
る。分子の構造を予想することができ
る。ダイヤモンドと黒鉛の違いを説明で
きる。自由電子で金属の特徴を説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身の回りにあるイオン結晶に興味をも
つ。身の回りの分子からなる物質に興味
をもつ。共有結合の結晶にはどのような
物質があるか興味をもつ。金属の性質に
ついて興味をもつことができる。

・イオン結合
・共有結合
・金属結合
・イオン結晶
・共有結合の結晶
・金属結晶
・単元に関する実験
・教科書、プリント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　イオン結晶の名称と組成式を書ける。電子
式・構造式が書ける。共有結合の結晶の構造
や性質を理解している。金属の特徴を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
　イオン結晶の性質について説明している。
分子の構造を予想している。ダイヤモンドと
黒鉛の違いを説明している。自由電子で金属
の特徴を説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身の回りにあるイオン結晶に興味をもって
いる。身の回りの分子からなる物質に興味を
もっている。共有結合の結晶にはどのような
物質があるか興味をもっている。金属の性質
について興味をもっている。

○

・原子の構成粒子
・電子配置
・周期律と周期表
・価電子の数
・イオン
・単元に関わる実験
・教科書、プリント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　原子の構成粒子を理解している。適切に単
原子イオンの電子配置を示している。周期律
と周期表について理解している。
【思考・判断・表現】
　どのような原子が安定であるか、電子配置
に基づいて説明している。電子配置からどの
ようなイオンになりやすいか判断している。
価電子の数と性質について説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　同じ原子でも粒子の構成が異なるものがあ
ることに興味をもっている。原子とイオンの
違いについて疑問をもっている。元素の配列
について興味をもっている。

○

化学基礎



11

○ 14

酸と塩基の反応
【知識及び技能】
酸・塩基の価数などの考え方を理解でき

る。H＋の濃度をｐHで表す方法を理解で
きる。中和反応を化学反応式で表すこと
ができる。中和の量的関係を理解でき
る。
【思考・判断・表現】
　酸と塩基見分けることができる。酸性
塩基性の強弱が判断できる。塩の水溶液
を酸性・中性・塩基性で判断することが
できる。中和の量的関係を計算できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸とは何か、塩基とは何かに関心をも
つ。水の電離について興味をもつことが

できる。中和反応がH＋とOHーの反応であ
ることに気づく。身近な酸・塩基につい
て中和滴定によって濃度が求められるこ
とに気づくことができる。

・酸・塩基の定義
・酸・塩基の強弱

・H＋濃度とｐH
・中和
・中和反応と量的関係
・単元に関わる実験
・教科書、プリント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　酸・塩基の価数などの考え方を理解してい

る。H＋の濃度をｐHで表す方法を理解してい
る。中和反応を化学反応式で適切に表してい
る。中和の量的関係を理解している。
【思考・判断・表現】
　酸と塩基見分けている。酸性塩基性の強弱
を判断している。塩の水溶液を酸性・中性・
塩基性で判断している。中和の量的関係を正
確に計算している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸とは何か、塩基とは何かに関心をもつ。
水の電離について興味をもっている。中和反

応がH＋とOHーの反応であることに気づいてい
る。身近な酸・塩基について中和滴定によっ
て濃度が求められることに気づいている。

○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○ 1

定期考査
○ ○

○

物質量と化学反応式
【知識及び技能】
　原子量・分子量・式量の定義を示すこ
とができる。物質量について理解する。
反応式を用いて量的な計算を行うことが
できる。
【思考・判断・表現】
　相対質量を表す方法を見出すことがで
きる。モル質量やモル体積を用いて粒子
の数などに関する計算ができる。化学反
応式が表すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　原子１個がいかに小さなものであるか
を実感できる。物質量の概念に興味をも
つ。量的関係をつかむことができる。

・原子量・分子量・式量
・相対質量
・物質量
・化学反応式と量的関係
・単元に関わる実験
・教科書、プリント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　原子量・分子量・式量の定義を示してい
る。物質量について理解している。反応式を
用いて量的な計算を行っている。
【思考・判断・表現】
　相対質量を表す方法を見出している。モル
質量やモル体積を用いて粒子の数などに関す
る計算をしている。化学反応式がを適切に表
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　原子１個がいかに小さなものであるかを実
感している。物質量の概念に興味をもってい
る。量的関係をつかんでいる。

○ ○

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

３
学
期

酸化還元反応
【知識及び技能】
　電子の授受により、酸化還元反応が説
明できる。酸化還元反応の量的関係を計
算により求めることができる。イオン化
傾向を理解する。簡単な電池をつくるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
酸化数を求めることができる。酸化剤・
還元剤のはたらきを電子の授受で説明で
きる。金属の性質をイオン化傾向で説明
できる。電池のしくみについて電子の授
受に着目して説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
酸化と還元は同時に起こることに気づく
ことができる。金属樹について興味をも
つ。電池の構造や反応のしくみに興味を
もつことができる。

・酸化還元反応
・酸化数
・酸化剤・還元剤
・イオン化傾向
・電池
・単元に関わる実験
・教科書、プリント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　電子の授受により、酸化還元反応を説明し
ている。酸化還元反応の量的関係を計算によ
り適切に求めている。イオン化傾向を理解し
ている。簡単な電池をつくっている。
【思考・判断・表現】
酸化数を適切に求めている。酸化剤・還元剤
のはたらきを電子の授受で説明している。金
属の性質をイオン化傾向で説明している。電
池のしくみについて電子の授受に着目して説
明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
酸化と還元は同時に起こることに気づいてい
る。金属樹について興味をもっている。電池
の構造や反応のしくみに興味をもっている。

○ ○

合計

70

1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：（　１～５組：　　後藤良宏、押元亜希子、茂呂真史、糸井謙　　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

１
学
期

２
学
期

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

大田桜台

指導事項
・クロール、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライの4
泳法
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法など
について理解している。
【思考・判断・表現】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け
止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、自己の
責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようすることなどをしたり、水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保したり
している。

B 単元　体つくり運動
【知識及び技能】
体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動
を継続する意義、体の構造、運動の原則など
を理解するとともに、健康の保持増進や体力
の向上を目指し、目的に適した運動の計画を
立て取り組むこと。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
体つくり運動に自主的に取り組むとともに、
互いに助け合い教え合おうとすること、一人
一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
とすること，話合いに貢献しようとすること
などや、健康・安全を確保すること。

C 単元　水泳
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などを理解するとともに、効率的に
泳ぐこと。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の考えたことを他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に
しようとすること、自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや、水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど健康・

安全を確保すること。

各種の運動の特性に応じた技能及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組
む，互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育

指導事項
・体ほぐし運動
・実生活に生かす運動の計画
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
運動を継続する意義、体の構造、運動の原則などについて
理解している。
【思考・判断・表現】
自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて、運動
の取り組み方工夫するとともに、自己の考えたことを他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け合
い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にしようとすること、話し合いに貢献しようとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保したりすること。

E　単元　球技(ベースボール型)
【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開すること。
・ベースボール型では、安定したバット操作
と走塁での攻撃、ボール操作と連携した守備
などによって攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦など
についての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること、互いに助け合い教え合お
うとすることなどや、健康・安全を確保する
こと。

指導事項
・ソフトボール
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・ベースボール型では安定したバット操作と走塁での攻
撃、ボール操作と連携した守備などによって攻防すること
ができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に
向けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアプレイを大切に
しようとすること、作戦などについて話し合いに貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようすることなどをしたり、互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり、健康・安全を確保したりして
いる。

〇 〇 〇 10

9

○ ○ ○ 9

○○ ○

配当
時数

A 単元　陸上競技
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などを理解するとともに、各種目特
有の技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の考えたことを他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大
切にしようとすること、自己の責任を果たそ
うとすること、一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや、健

康・安全を確保すること。

指導事項
・短距離走
・スポーツテスト
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・短距離走・リレーでは、中間走へのつなぎを滑らかにし
て速く走ることやバトンの受け渡しで次走者のスピードを
十分に高めることができる。
・長距離走では、自己に適したペースを維持して走ること
ができる。
【思考・判断・表現】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて、運動の取り組み方工夫するとともに、自己の考えた
ことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に
受け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、自
己の責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようすることなどをしたり、健康・
安全を確保したりしている。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜
びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性
について理解するとともに、それらの技能を身に付けるよ
うにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

現代高等保健体育(大修館書店）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】



２
学
期

３
学
期

D　単元　球技(ゴール型)
【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開すること。
・安定したボール操作と空間を作りだすなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦など
についての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること、互いに助け合い教え合お
うとすることなどや、健康・安全を確保する
こと。
　単元　ダンス【知識及び技能】
・感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊った
り、自己や仲間の課題を解決したりするなど
の多様な楽しさや喜びを味わい、ダンスの名
称や用語、文化的背景と表現の仕方、交流や
発表の仕方、課題解決の方法、体力の高め方
などを理解するとともに、それぞれ特有の表
現や踊りを身に付けて交流や発表をするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
・自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに、互いに
共感し高め合おうとすること、一人一人の違
いに応じた表現や役割を大切にしようとする
ことなどや、健康・安全を確保すること。

F　単元　陸上競技(長距離走)
【知識及び技能】
A 単元　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法などを理解するとともに、各種
目特有の技能を身に付けること。
・長距離走では、自己に適したペースを維持
して走ること。
【思考力、判断力、表現力等】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えること。
【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝
敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを
大切にしようとすること、自己の責任を果た
そうとすること、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなどや、
健康・安全を確保すること。

指導事項
・タイム走
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・長距離走では、自己に適したペースを維持して走ること
ができる。
【思考・判断・表現】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に
向けて、運動の取り組み方工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静
に受け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、
自己の責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようすることなどをしたり、健
康・安全を確保したりしている。

指導事項
・サッカー(男子）
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

・ダンス（女子）
・技能、技術習得のために適宜活用
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

　

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによっ
てゴール前への侵入などから攻防することができる。
【思考・判断・表現】
攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアプレイを大切に
しようとすること、作戦などについて話し合いに貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようすることなどをしたり、互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり、健康・安全を確保したりして
いる。

【知識・技能】
・ダンスの技術や用語、踊りの特徴と表現の仕方、交流や
発表の仕方、運動観察の方法、体力の高め方などについて
理解している。
【思考・判断・表現】
表現等の自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組み態度】
ダンスに自主的に取り組むとともに、互いに助け合い教え
合おうとすること、作品や発表などの話し合いに貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとすること。

〇 〇

〇〇 〇

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・ネット型では、役割に応じたボール操作や安定した用具
の操作と連携した動きによって空いた場所をめぐる攻防を
することができる。
【思考・判断・表現】
攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアプレイを大切に
しようとすること、作戦などについて話し合いに貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようすることなどをしたり、互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり、健康・安全を確保したりして
いる。

〇 〇 〇 9

合計

70

14

〇 9

E　単元　球技(ネット型)
【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開すること。
・ネット型では、役割に応じたボール操作や
安定した用具の操作と連携した動きによって
空いた場所をめぐる攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦など
についての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること、互いに助け合い教え合お
うとすることなどや、健康・安全を確保する
こと。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

２
学
期

大田桜台 保健体育 保健
保健体育 保健 1

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

（１組：押元亜希子） （２組：茂呂真史） （３組：押元亜希子）　（４組：押元亜希子　）（５組：茂呂真史）　　　　

現代高等保健体育(大修館書店）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】個人及び社会生活に技能及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

知 思

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

態
配当
時数

○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

A 単元　(2)安全な社会生活
　　　　(3)生涯を通じる健康
【知識及び技能】
事故の現状と発生要因を知り、安全な社会の形
成を目指し、個人の取組・地域の連携などが必
要であることを理解できるようにする。応急手
当の意義を理解し、日常的な応急手当及び心肺
蘇生法の技術を習得する。思春期における性意
識を理解し、それぞれの性を尊重し互いに認め
合う態度を身に付ける。結婚生活におけるそれ
ぞれの役割を理解し、計画的な妊娠・出産と避
妊法を理解する。人工妊娠中絶が心身に及ばす
影響について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会生活に関わる事象や情報から課題を
発見し、危険を回避したり傷害の悪化を防止し
たりする方法を関連付けて考え、適切な方法を
選択し、それらを説明することができるように
する。思春期と健康について習得した知識をも
とに、心身の発達や性的成熟に伴う健康課題を
解決するために情報を適切に整理する。
【学びに向かう力、人間性等】
安全な社会生活、応急手当の意義、互いの性の
尊重・理解などについて自他の健康の保持増進
や回復及び健康な社会づくりについて主体的な
学びに向き合う、力を身に付ける。

指導事項
・事故の現状と発生要因
・安全な社会の形成
・交通における安全
・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当
・心肺蘇生法
・ライフステージと健康
・思春期と健康
・性意識と性行動の選択
・妊娠、出産と健康
・避妊法と人工妊娠中絶
・結婚生活と健康

教材
・教科書・保健ノート・単元プリント
一人１台端末の適宜活用
・ICTを活用したアンケートの実施

【知識・技能】
・日常的な応急手当、心肺蘇生法の用語や手順を理解し、技
術を習得している。
・それぞれの性を尊重し互いに認め合う態度を身に付ける。
結婚生活におけるそれぞれの役割を理解し、計画的な妊娠・
出産と避妊法を理解する。人工妊娠中絶が心身に及ばす影響
について理解している。
【思考・判断・表現】
安全な社会生活や生涯を通じる健康に関わる事象や情報から
課題を発見し、危険を回避したり傷害の悪化を防止したり、
健康の質の向上、健康を支える環境づくりなどと解決方法を
関連付けて思考し判断しているとともに、それらを表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全な社会生活と生涯を通じる健康についての学習に主体的
に取り組もうとしている。 ○ ○

１
学
期

C 単元　(３)生涯を通じる健康
　　　　(４)健康を支える環境づくり
【知識及び技能】
健康を支える環境づくりについて、自他や社会
の課題を発見し、労働災害や働く人の健康の保
持増進を理解する。ストレスに対する気付きへ
の援助、メンタルヘルスケアの重要性を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
労働災害と健康について健康管理や食品安全管
理に関わる取り組みを整理し、自他や社会の課
題を発見している。
健康を支える環境づくりに関する情報から課題
を発見し健康に関する原則や概念に着目して解
決の方法を思考し、判断するとともにそれらを
表現する方法を選択し、それらを説明すること
ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
働くことと労働災害の関係を知り、健康的な職
業生活を送ることや食品安全衛生について考え
る力を身に付ける。環境問題に対して身近でで
きることや社会全体を通してできる主体性を身
に付ける。

指導事項
・中高年期と健康
・働くことと健康
・労働災害と健康
・健康的な職業生活
・大気汚染と健康
・水質汚濁、土壌汚染と健康
・環境と健康に関わる対策
・ごみの処理と上下水道の整備
・食品の安全性
・食品衛生に関わる活動
教材
・教科書・保健ノート・単元プリント
一人１台端末の適宜活用
・ICTを活用したアンケートの実施

【知識・技能】
労働災害の種類や原因について例を挙げて説明することがで
き、防止するために必要なことをあげることができる。地球
規模の健康問題や複合的な環境汚染の発生の仕組みについて
説明できる。
【思考・判断・表現】
労働災害と健康について健康管理や安全管理に関わる取り組
みを整理し、自他や社会の課題を発見している。
健康を支える環境づくりに関する情報から課題を発見し健康
に関する原則や概念に着目して解決の方法を思考し、判断す
るとともにそれらを表現する方法を選択し、それらを説明す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯を通じる健康と健康を支える環境づくりの学習に主体的
に取り組もうとしている。 〇 〇

合計

〇

〇 15

３
学
期

E　単元　(４)健康を支える環境づくり
【知識及び技能】
保健行政の役割や医療保健の仕組みについて理
解し説明することができる。
医薬品の正しい使用方法や安全性を守る取り組
みについて理解することができる。
健康の保持増進のための環境づくりへ向けた自
分を含めた世界の人びとの健康の保持増進に繋
がることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
健康を支える環境づくりについて、課題の解決
方法等をノートなどに記述するなどして道筋を
立てられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
わが国や地域のの保健・医療の活用について理
解を深めていく。また、健康を支えるためのさ
まざまな保健活動や社会的対策を知り、一人一
人が主体的に社会参加できる力を身に付ける。

指導事項
・保健サービスとその活用
・医療サービスとその活用
・医薬品の制度とその活用
・さまざまな保健活動や社会的対策
・健康に関する環境づくりと社会参加
教材
・教科書・保健ノート・単元プリント
一人１台端末の適宜活用
・ICTを活用したアンケートの実施

【知識・技能】
・保健行政の役割や医療保健の仕組みについて理解し説明す
ることができる。
・医薬品の正しい使用方法や安全性を守る取り組みについて
理解し、説明することができる。
・健康の保持増進のための環境づくりへ向けた自分を含めた
世界の人びとの健康の保持増進に繋がることを理解し説明す
ることができる。
【思考・判断・表現】
健康を支える環境づくりについて、課題の解決方法等をノー
トなどに記述するなどして道筋を立てて説明することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康を支える環境づくりについての学習に主体的に取り組も
うとしている。

〇

35

〇 7



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：（12組：三添、岸本、落合） （34組：三添、岸本、寺尾）（5組：三添、岸本）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

大田桜台

知

【学びに向かう力、人間性等】

B Lesson 1
【知識及び技能】
助動詞、受動態、第３文型を用いた文の
形・意味・用法を理解している。また、
この理解を基に、必要な情報、相手の意
図、概要、要点、詳細を目的に応じて捉
えたり、題材について　多様な語句や文
を用いて、情報や自分の考えなどを詳し
く伝える技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
日本や海外でのストリートピアノと
人々・社会とのかかわりについて、必要
な情報、相手の意図、概要や要点、詳細
を捉えたり、聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら、情報や自分の考えなど
を詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本や海外でのストリートピアノと
人々・社会とのかかわりについて、必要
な情報、相手の意図、概要や要点、詳細
を捉えたり、聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら、情報や自分の考えなど
を詳しく伝えようとする。

・指導事項
助動詞、受動態、第３文型

・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

定期考査

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

基本的な語句や文の形・意味・用法を理解すること
ができる。また、理解した語句や文を用いて情報や
考え気持などを伝え合うやり取りができる。

日常的・社会的な話題について必要な情報を読み
とったり聞き取ったりして情報の意図を把握する
ことができる。また把握した情報を活用しなが
ら、設問に答えたり、自分の考えなどを話したり
書いたりできる。

Power On English Communication Ⅱ　東京書籍

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要
や要点、詳細、意図を的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを
図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ

C Lesson 2
【知識及び技能】
第３文型、使役動詞、知覚動詞を用いた
文の形・意味・用法を理解している。ま
た、この理解を基に、必要な情報、相手
の意図、概要、要点、詳細を目的に応じ
て捉えたり、題材について　多様な語句
や文を用いて、情報や自分の考えなどを
詳しく伝える技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
ファストファッションの背後にある問題
やエシカルファッションについて、必要
な情報、相手の意図、概要や要点、詳細
を捉えたり、聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら、情報や自分の考えなど
を詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
ファストファッションの背後にある問題
やエシカルファッションについて、必要
な情報、相手の意図、概要や要点、詳細
を捉えたり、聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら、情報や自分の考えなど
を詳しく伝えようとする。

・指導事項
第３文型、使役動詞、知覚動詞

・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

〇

思 態

○

【 知　識　及　び　技　能 】
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深め、これらの知識を実際のコミュニケーションにおいて、目的や
場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付ける。

A多読
【知識及び技能】
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の
働きなどの理解を深め、情報の要点を的
確につかみ、適切に伝えることができる
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
日常的な話題について、外国語で情報や
考えなどの概要や要点的確に理解した
り、これらを活用して適切に表現したり
伝え合ったりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
英語の背景にある文化に対する理解を深
める。また、新しい表現を文脈から推測
したり、相手に応じて言い換えて伝えよ
うとする。

・指導事項
多読オリエンテーション(2年)
ALTによる読み聞かせ／Q and A

・教材
多読読書本
多読多聴記録手帳

・一人１台端末の活用　等 ○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

〇 1○

○

○

〇 〇

日常的・社会的な話題について背景にある文化
に理解を深めようとしている。自律的、主体的
に英語を用いて課題に取り組んだり、授業内で
コミュニケーションを図ろうしている。

〇

〇

〇

○

外国語

26

7

7

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

A多読
【知識及び技能】
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働
きなどの理解を深め、情報の要点を的確に
つかみ、適切に伝えることができる技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
日常的な話題について、外国語で情報や考
えなどの概要や要点的確に理解したり、こ
れらを活用して適切に表現したり伝え合っ
たりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
英語の背景にある文化に対する理解を深め
る。また、新しい表現を文脈から推測した
り、相手に応じて言い換えて伝えようとし
ている。

B Lesson 1
【知識及び技能】
助動詞、受動態、第３文型を用いた文の
形・意味・用法を理解している。また、こ
の理解を基に、必要な情報、相手の意図、
概要、要点、詳細を目的に応じて捉えた
り、題材について　多様な語句や文を用い
て、情報や自分の考えなどを詳しく伝える
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
日本や海外でのストリートピアノと人々・
社会とのかかわりについて、必要な情報、
相手の意図、概要や要点、詳細を捉えた
り、聞いたり読んだりしたことを活用しな
がら、情報や自分の考えなどを詳しく伝え
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本や海外でのストリートピアノと人々・
社会とのかかわりについて、必要な情報、
相手の意図、概要や要点、詳細を捉えた
り、聞いたり読んだりしたことを活用しな
がら、情報や自分の考えなどを詳しく伝え
ようとしている。

C Lesson 2
【知識及び技能】
第３文型、使役動詞、知覚動詞を用いた文
の形・意味・用法を理解している。また、
この理解を基に、必要な情報、相手の意
図、概要、要点、詳細を目的に応じて捉え
たり、題材について　多様な語句や文を用
いて、情報や自分の考えなどを詳しく伝え
る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ファストファッションの背後にある問題や
エシカルファッションについて、必要な情
報、相手の意図、概要や要点、詳細を捉え
たり、聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら、情報や自分の考えなどを詳しく伝
えている。
【学びに向かう力、人間性等】
ファストファッションの背後にある問題や
エシカルファッションについて、必要な情
報、相手の意図、概要や要点、詳細を捉え
たり、聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら、情報や自分の考えなどを詳しく伝
えようとしている。

配
当
時
数

英語コミュニケーションⅡ

１
学
期



定期考査
〇 〇 ○

D Lesson 3
【知識及び技能】
現在完了形、過去完了形、仮定法過去の
if節を用いた文の形・意味・用法を理解
している。また、この理解を基に、必要
な情報、相手の意図、概要、要点、詳細
を目的に応じて捉えたり、題材について
多様な語句や文を用いて、情報や自分の
考えなどを詳しく伝える技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ラグビー選手のマイケル・リーチ選手に
ついて、必要な情報、相手の意図、概要
や要点、詳細を捉えたり、聞いたり読ん
だりしたことを活用しながら、情報や自
分の考えなどを詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
ラグビー選手のマイケル・リーチ選手に
ついて、必要な情報、相手の意図、概要
や要点、詳細を捉えたり、聞いたり読ん
だりしたことを活用しながら、情報や自
分の考えなどを詳しく伝えようとする。

・指導事項
現在完了形、過去完了形、仮定法過
去のif節を用いた文

・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇 〇

D Lesson 3
【知識及び技能】
現在完了形、過去完了形、仮定法過去のif
節を用いた文の形・意味・用法を理解して
いる。また、この理解を基に、必要な情
報、相手の意図、概要、要点、詳細を目的
に応じて捉えたり、題材について　多様な
語句や文を用いて、情報や自分の考えなど
を詳しく伝える技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ラグビー選手のマイケル・リーチ選手につ
いて、必要な情報、相手の意図、概要や要
点、詳細を捉えたり、聞いたり読んだりし
たことを活用しながら、情報や自分の考え
などを詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
ラグビー選手のマイケル・リーチ選手につ
いて、必要な情報、相手の意図、概要や要
点、詳細を捉えたり、聞いたり読んだりし
たことを活用しながら、情報や自分の考え
などを詳しく伝えようとしている。

○

E Lesson 4【知識及び技能】
関係代名詞の主格、目的格、日制限用法
を用いた文の形・意味・用法を理解して
いる。また、この理解を基に、必要な情
報、相手の意図、概要、要点、詳細を目
的に応じて捉えたり、題材について　多
様な語句や文を用いて、情報や自分の考
えなどを詳しく伝える技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日本と海外の自動販売機について、必要
な情報、相手の意図、概要や要点、詳細
を捉えたり、聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら、情報や自分の考えなど
を詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本と海外の自動販売機について、必要
な情報、相手の意図、概要や要点、詳細
を捉えたり、聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら、情報や自分の考えなど
を詳しく伝えようとする。

・指導事項
現在完了形、過去完了形、仮定法過
去のif節を用いた文

・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇 〇

E Lesson 4【知識及び技能】
関係代名詞の主格、目的格、日制限用法を
用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。また、この理解を基に、必要な情報、
相手の意図、概要、要点、詳細を目的に応
じて捉えたり、題材について　多様な語句
や文を用いて、情報や自分の考えなどを詳
しく伝える技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
日本と海外の自動販売機について、必要な
情報、相手の意図、概要や要点、詳細を捉
えたり、聞いたり読んだりしたことを活用
しながら、情報や自分の考えなどを詳しく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本と海外の自動販売機について、必要な
情報、相手の意図、概要や要点、詳細を捉
えたり、聞いたり読んだりしたことを活用
しながら、情報や自分の考えなどを詳しく
伝えようとしてする。

○

7

○ 1

○ ○ 7

○ ○

１
学
期



○ 28

２
学
期

F Lesson 5【知識及び技能】
助動詞＋受動態、SVC[分詞]、SVO[if節]
を用いた文の形・意味・用法を理解して
いる。また、この理解を基に、必要な情
報、相手の意図、概要、要点、詳細を目
的に応じて捉えたり、題材について　多
様な語句や文を用いて、情報や自分の考
えなどを詳しく伝える技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ブレイルノイエについて、必要な情報、
相手の意図、概要や要点、詳細を捉えた
り、聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら、情報や自分の考えなどを詳しく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
ブレイルノイエについて、必要な情報、
相手の意図、概要や要点、詳細を捉えた
り、聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら、情報や自分の考えなどを詳しく
伝えようとする。

・指導事項
助動詞＋受動態、SVC[分詞]、
SVO[if節]のif節を用いた文

・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

○ 〇

G Lesson 6
【知識及び技能】
It is said that, 形式目的語itとthat
節、形式目的語itとto不定詞、助動詞
+have+過去分詞を用いた文の形・意味・
用法を理解している。また、この理解を
基に、必要な情報、相手の意図、概要、
要点、詳細を目的に応じて捉えたり、題
材について　多様な語句や文を用いて、
情報や自分の考えなどを詳しく伝える技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
新紙幣とキャッシュレス社会について、
必要な情報、相手の意図、概要や要点、
詳細を捉えたり、聞いたり読んだりした
ことを活用しながら、情報や自分の考え
などを詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
新紙幣とキャッシュレス社会について、
必要な情報、相手の意図、概要や要点、
詳細を捉えたり、聞いたり読んだりした
ことを活用しながら、情報や自分の考え
などを詳しく伝えようとする。

・指導事項
It is said that, 形式目的語itと
that節、形式目的語itとto不定詞、
助動詞+have+過去分詞
・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

H Lesson 7【知識及び技能】
関係代名詞(所有格)、同格のthat、前置
詞+関係代名詞,関係副詞whereの非制限
用法を用いた文の形・意味・用法を理解
している。また、この理解を基に、必要
な情報、相手の意図、概要、要点、詳細
を目的に応じて捉えたり、題材について
多様な語句や文を用いて、情報や自分の
考えなどを詳しく伝える技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
色の心理的効果について、必要な情報、
相手の意図、概要や要点、詳細を捉えた
り、聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら、情報や自分の考えなどを詳しく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
色の心理的効果について、必要な情報、
相手の意図、概要や要点、詳細を捉えた
り、聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら、情報や自分の考えなどを詳しく
伝えようとする。

・指導事項
関係代名詞(所有格)、同格のthat、
前置詞+関係代名詞,関係副詞where
の非制限用法を用いた文

・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

○

定期考査 〇

7

〇

G Lesson 6
【知識及び技能】
It is said that, 形式目的語itとthat
節、形式目的語itとto不定詞、助動詞
+have+過去分詞を用いた文の形・意味・用
法を理解している。また、この理解を基
に、必要な情報、相手の意図、概要、要
点、詳細を目的に応じて捉えたり、題材に
ついて　多様な語句や文を用いて、情報や
自分の考えなどを詳しく伝える技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
新紙幣とキャッシュレス社会について、必
要な情報、相手の意図、概要や要点、詳細
を捉えたり、聞いたり読んだりしたことを
活用しながら、情報や自分の考えなどを詳
しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
新紙幣とキャッシュレス社会について、必
要な情報、相手の意図、概要や要点、詳細
を捉えたり、聞いたり読んだりしたことを
活用しながら、情報や自分の考えなどを詳
しく伝えようとしている。

○ ○ ○

7

○○ ○

F Lesson 5
【知識及び技能】
助動詞＋受動態、SVC[分詞]、SVO[if節]を
用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。また、この理解を基に、必要な情報、
相手の意図、概要、要点、詳細を目的に応
じて捉えたり、題材について　多様な語句
や文を用いて、情報や自分の考えなどを詳
しく伝える技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ブレイルノイエについて、必要な情報、相
手の意図、概要や要点、詳細を捉えたり、
聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら、情報や自分の考えなどを詳しく伝えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
ブレイルノイエについて、必要な情報、相
手の意図、概要や要点、詳細を捉えたり、
聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら、情報や自分の考えなどを詳しく伝えよ
うとしている。

○

○ ○

○

〇 〇

〇 〇 〇

F Lesson 7
【知識及び技能】
関係代名詞(所有格)、同格のthat、前置詞
+関係代名詞,関係副詞whereの非制限用法
を用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。また、この理解を基に、必要な情報、
相手の意図、概要、要点、詳細を目的に応
じて捉えたり、題材について　多様な語句
や文を用いて、情報や自分の考えなどを詳
しく伝える技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
色の心理的効果について、必要な情報、相
手の意図、概要や要点、詳細を捉えたり、
聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら、情報や自分の考えなどを詳しく伝えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
色の心理的効果について、必要な情報、相
手の意図、概要や要点、詳細を捉えたり、
聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら、情報や自分の考えなどを詳しく伝えよ
うとしている。

○ ○

A多読
【知識及び技能】
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の
働きなどの理解を深め、情報の要点を的
確につかみ、適切に伝えることができる
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
日常的な話題について、外国語で情報や
考えなどの概要や要点的確に理解した
り、これらを活用して適切に表現したり
伝え合ったりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
英語の背景にある文化に対する理解を深
める。また、新しい表現を文脈から推測
したり、相手に応じて言い換えて伝えよ
うとする。

・指導事項
多読オリエンテーション(2年)
ALTによる読み聞かせ／Q and A

・教材
多読読書本
多読多聴記録手帳

・一人１台端末の活用　等
○ 〇 〇 〇

A多読
【知識及び技能】
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働
きなどの理解を深め、情報の要点を的確に
つかみ、適切に伝えることができる技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
日常的な話題について、外国語で情報や考
えなどの概要や要点的確に理解したり、こ
れらを活用して適切に表現したり伝え合っ
たりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
英語の背景にある文化に対する理解を深め
る。また、新しい表現を文脈から推測した
り、相手に応じて言い換えて伝えようとし
ている。

7

〇 ○ 1



合
計

140

３
学
期

I Lesson 9
【知識及び技能】
譲歩を表す副詞節、no matter
how[where],仮定法過去完了、分詞構文
（過去分詞）を用いた文の形・意味・用
法を理解している。また、この理解を基
に、必要な情報、相手の意図、概要、要
点、詳細を目的に応じて捉えたり、題材
について　多様な語句や文を用いて、情
報や自分の考えなどを詳しく伝える技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
黒人女性初のパイロットの人物像、夢に
ついて、必要な情報、相手の意図、概要
や要点、詳細を捉えたり、聞いたり読ん
だりしたことを活用しながら、情報や自
分の考えなどを詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
黒人女性初のパイロットの人物像、夢に
ついて、必要な情報、相手の意図、概要
や要点、詳細を捉えたり、聞いたり読ん
だりしたことを活用しながら、情報や自
分の考えなどを詳しく伝えようとする。

・指導事項
譲歩を表す副詞節、no matter
how[where],仮定法過去完了、分詞
構文（過去分詞）
・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

２
学
期

6○

I Lesson 9
【知識及び技能】
譲歩を表す副詞節、no matter
how[where],仮定法過去完了、分詞構文
（過去分詞）を用いた文の形・意味・用法
を理解している。また、この理解を基に、
必要な情報、相手の意図、概要、要点、詳
細を目的に応じて捉えたり、題材について
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考
えなどを詳しく伝える技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
黒人女性初のパイロットの人物像、夢につ
いて、必要な情報、相手の意図、概要や要
点、詳細を捉えたり、聞いたり読んだりし
たことを活用しながら、情報や自分の考え
などを詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
黒人女性初のパイロットの人物像、夢につ
いて、必要な情報、相手の意図、概要や要
点、詳細を捉えたり、聞いたり読んだりし
たことを活用しながら、情報や自分の考え
などを詳しく伝えようとしている。

○ ○

○ ○

○ ○

〇

○ 〇 〇 〇

J Lesson 10
【知識及び技能】
過去完了進行形、be to 不定詞、未来完了
形、insist that SVを用いた文の形・意
味・用法を理解している。また、この理解
を基に、必要な情報、相手の意図、概要、
要点、詳細を目的に応じて捉えたり、題材
について　多様な語句や文を用いて、情報
や自分の考えなどを詳しく伝える技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ロボットの労働内容の変化について、必要
な情報、相手の意図、概要や要点、詳細を
捉えたり、聞いたり読んだりしたことを活
用しながら、情報や自分の考えなどを詳し
く伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
ロボットの労働内容の変化について、必要
な情報、相手の意図、概要や要点、詳細を
捉えたり、聞いたり読んだりしたことを活
用しながら、情報や自分の考えなどを詳し
く伝えようとしている。

○

7

定期考査
〇 〇 ○ ○ 1

I Lesson 8
【知識及び技能】
強調構文、強調の助動詞do、文を先行詞
とする関係代名詞which、to+have+過去
分詞を用いた文の形・意味・用法を理解
している。また、この理解を基に、必要
な情報、相手の意図、概要、要点、詳細
を目的に応じて捉えたり、題材について
多様な語句や文を用いて、情報や自分の
考えなどを詳しく伝える技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
納豆パウダーの開発の経緯と汚水を浄化
する仕組みについて、必要な情報、相手
の意図、概要や要点、詳細を捉えたり、
聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら、情報や自分の考えなどを詳しく伝え
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
納豆パウダーの開発の経緯と汚水を浄化
する仕組みについて、必要な情報、相手
の意図、概要や要点、詳細を捉えたり、
聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら、情報や自分の考えなどを詳しく伝え
ようとする。

・指導事項
強調構文、強調の助動詞do、文を先
行詞とする関係代名詞which、
to+have+過去分詞
・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

○ 〇

6

定期考査
〇 〇 ○ ○ 1

J Lesson 10
【知識及び技能】
過去完了進行形、be to 不定詞、未来完
了形、insist that SVを用いた文の形・
意味・用法を理解している。また、この
理解を基に、必要な情報、相手の意図、
概要、要点、詳細を目的に応じて捉えた
り、題材について　多様な語句や文を用
いて、情報や自分の考えなどを詳しく伝
える技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
ロボットの労働内容の変化について、必
要な情報、相手の意図、概要や要点、詳
細を捉えたり、聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら、情報や自分の考えな
どを詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
ロボットの労働内容の変化について、必
要な情報、相手の意図、概要や要点、詳
細を捉えたり、聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら、情報や自分の考えな
どを詳しく伝えようとする。

・指導事項
過去完了進行形、be to 不定詞、未
来完了形、insist that SV
・教材
授業用自作ワークシート
自習課題

・一人１台端末の活用　等

A多読
【知識及び技能】
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の
働きなどの理解を深め、情報の要点を的
確につかみ、適切に伝えることができる
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
日常的な話題について、外国語で情報や
考えなどの概要や要点的確に理解した
り、これらを活用して適切に表現したり
伝え合ったりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
英語の背景にある文化に対する理解を深
める。また、新しい表現を文脈から推測
したり、相手に応じて言い換えて伝えよ
うとする。

・指導事項
多読オリエンテーション(2年)
ALTによる読み聞かせ／Q and A

・教材
多読読書本
多読多聴記録手帳

・一人１台端末の活用　等
○ 〇 〇 〇

A多読
【知識及び技能】
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働
きなどの理解を深め、情報の要点を的確に
つかみ、適切に伝えることができる技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
日常的な話題について、外国語で情報や考
えなどの概要や要点的確に理解したり、こ
れらを活用して適切に表現したり伝え合っ
たりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
英語の背景にある文化に対する理解を深め
る。また、新しい表現を文脈から推測した
り、相手に応じて言い換えて伝えようとし
ている。

○ ○ ○ 13

〇 〇

I Lesson 8
【知識及び技能】
強調構文、強調の助動詞do、文を先行詞と
する関係代名詞which、to+have+過去分詞
を用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。また、この理解を基に、必要な情報、
相手の意図、概要、要点、詳細を目的に応
じて捉えたり、題材について　多様な語句
や文を用いて、情報や自分の考えなどを詳
しく伝える技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
納豆パウダーの開発の経緯と汚水を浄化す
る仕組みについて、必要な情報、相手の意
図、概要や要点、詳細を捉えたり、聞いた
り読んだりしたことを活用しながら、情報
や自分の考えなどを詳しく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
納豆パウダーの開発の経緯と汚水を浄化す
る仕組みについて、必要な情報、相手の意
図、概要や要点、詳細を捉えたり、聞いた
り読んだりしたことを活用しながら、情報
や自分の考えなどを詳しく伝えようとして
いる。

○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

文法
【知識及び技能】
　英語で受け身を表現でき、その表
現を用いてコミュニケーションを図
る技能を身に付けさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な場面において、「be+過去
分詞」の形を用いて受け身を表現さ
せる
【学びに向かう力、人間性等】
　「be+過去分詞」の形を積極的に
用いてコミュニケーションをとらせ
る

・指導事項
　「be+過去分詞」で受け身を表す
ことを理解させる
・教材
　配布プリント
・一人1台端末の活用　等
　端末を用いて、現地の人々と
様々なやり取りをする 〇 ○ ○ ○

【知識及び技能】
　英語で受け身を表現でき、その表現を用
いてコミュニケーションを図ることができ
る
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な場面において、学習した表現を利
用してコミュニケーションをとることがで
きる
【学びに向かう力、人間性等】
　適切な場面において、学習した表現を利
用して積極的に他者とコミュニケーション
を図ろうとしている

○

大田桜台
外国語 論理表現Ⅱ 3

My Best Spot in Tokyo
【知識及び技能】
　相手の情報をもとに、これまでに
既習した文法事項や語(句)などを使
用して、自分の伝えたいことを表現
できるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　これまで学習してきた事を用い、
相手に伝えたい内容を詳しく英語で
表現させる
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の情報を得るために、英語を
使って積極的にやり取りをし、伝え
たいことを表現させる

・指導事項
　昨年既習したスピーチの知識、
技術を使えるようにする
　プレゼンテーション資料の作成
及び発表準備を行う
・教材
　ワークシート(授業内配布)
・一人１台端末の活用　等
　適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語のきまりや特徴を単に知識として理解させ
るだけでなく、その培った知識を実際のコミュ
ニケーションにおいて活用することができる技
能が身につくようにする。

学校外や地域社会などの日常的、社会的な話題に
ついて、情報を整理しながら、自分の考えなどを
形成し、英語を使って文章にしたり、表現した
り、伝え合ったりすることができるようにする。

BIG DIPPER English Logic and Expression Ⅱ

外国語

学校外や地域社会などの日常的、社会的な話題
について、情報を整理しながら、自分の考えな
どを形成し、英語を使って積極的に表現した
り、伝え合ったりすることができるようにす
る。

【 知　識　及　び　技　能 】実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につける

外国語

10

配

当

時

数

（　　寺尾　　） （　　嵯峨野　　） （　　落合　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

多聴
【知識及び技能】
　既習済みの語彙力を活用して、多
聴用教材を聞かせる
【思考力、判断力、表現力等】
　物語の前後関係や、挿絵から意味
や内容を推測し、語彙力を高める
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に教材を聞き、英語を楽し
ませる

・指導事項
　多種多彩な情報を視覚や前後関
係から読み取る力を育てる
・教材
　ワークシート(授業内配布)
・一人１台端末の活用　等
　適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

〇 ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

オンライン英会話
【知識及び技能】
　既習済みの語彙力や会話スキルを
活かし、積極的に双方向のやり取り
をさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　話の流れを理解、推測し、自分の
考えを伝えたり、相手の言いたいこ
とを理解できるようにする
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に会話し、英語で会話する
ことを楽しませる

領域

１

学

期

２

学

期

世界のイベントを紹介しよう
【知識及び技能】
　情報をもとに、これまでに既習し
た文法事項や語(句)などを使用し
て、調べたことや自分の伝えたいこ
とを表現できるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　これまで学習してきた事を用い、
調べたことや相手に伝えたい内容を
詳しく英語で表現させる
【学びに向かう力、人間性等】
　情報を得るために、英語を使って
積極的にやり取りをし、伝えたいこ
とを表現させる

・指導事項
　昨年既習したスピーチの知識、
技術を使えるようにする
　プレゼンテーション資料の作成
及び発表準備を行う
・教材
　ワークシート(授業内配布)
・一人１台端末の活用　等
　適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○ ○

多聴
【知識及び技能】
　既習済みの語彙力を活用して、多
聴用教材を聞かせる
【思考力、判断力、表現力等】
　物語の前後関係や、挿絵から意味
や内容を推測し、語彙力を高める
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に教材を聞き、英語を楽し
ませる

・指導事項
　多種多彩な情報を視覚や前後関
係から読み取る力を育てる
・教材
　ワークシート(授業内配布)
・一人１台端末の活用　等
　適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

〇 ○

多読
【知識及び技能】
　既習済みの語彙力を活用して、多
読教材を読ませる
【思考力、判断力、表現力等】
　文の前後関係や、挿絵から意味や
内容を推測し、語彙力を高める
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に教材を読み、英語を楽し
ませる

・指導事項
　多種多彩な情報を視覚や前後関
係から読み取る力を育てる
・教材
　多読用図書
・一人１台端末の活用　等
　適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

文法
【知識及び技能】
　英語で比較を表現でき、その表現
を用いてコミュニケーションを図る
技能を身に付けさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な場面において、様々な比較
の形を用いて表現させる
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な比較の形を積極的に用いて
コミュニケーションをとらせる

・指導事項
　様々な比較の形を学習し、表現
することを理解させる
・教材
　配布プリント
・一人1台端末の活用　等
　端末を用いて、現地の人々と
様々なやり取りをする 〇 ○

〇

○

オンライン英会話
【知識及び技能】
　既習済みの語彙力や会話スキルを
活かし、積極的に双方向のやり取り
をさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　話の流れを理解、推測し、自分の
考えを伝えたり、相手の言いたいこ
とを理解できるようにする
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に会話し、英語で会話する
ことを楽しませる

・指導事項
　自分の知っている語やフレーズ
を用いて、言いたいことを伝える
・教材
　配布プリント
・一人１台端末の活用　等
　端末を用いて、現地の人々と
様々なやり取りをする 〇 ○ ○

〇

【知識及び技能】
　既に知っている語彙力をもとに、物語を
聞くことができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も物語の前後関係から
推測し、聞くことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　多聴用教材を聞き、そこから新しい語彙
力を得たり、英語を楽しもうとしている

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
　既に知っている語彙力をもとに、物語を
読み進めることができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も文の前後関係から推
測し、物語を読み進めることができる
【学びに向かう力、人間性等】
　多くの多読用教材を読み、そこから新し
い語彙力を得たり、英語を楽しもうとして
いる

○ ○ ○ 5

論理表現Ⅱ

○

目的や場面、状況などに応じて話し手や書き手の意図などを的確に理解し、表現したり、伝え合ったりすることができる

日常的、社会的話題について、相手に配慮しながら工夫して、主体的にコミュニケーションを図ろうとする

論理表現Ⅱ

・指導事項
　自分の知っている語やフレーズ
を用いて、言いたいことを伝える
・教材
　配布プリント
・一人１台端末の活用　等
　端末を用いて、現地の人々と
様々なやり取りをする 〇 ○ ○

多読
【知識及び技能】
　既習済みの語彙力を活用して、多
読教材を読ませる
【思考力、判断力、表現力等】
　文の前後関係や、挿絵から意味や
内容を推測し、語彙力を高める
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に教材を読み、英語を楽し
ませる

・指導事項
　多種多彩な情報を視覚や前後関
係から読み取る力を育てる
・教材
　多読用図書
・一人１台端末の活用　等
　適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○

○

〇

〇

○

○

○ ○

思

○ ○

○

態評価規準

【知識及び技能】
正しい文法を用い、情報や考え、気持ちな
どを適切な理由とともに書くことができる
【思考力、判断力、表現力等】
状況や場面に応じ、相手の情報等をふま
え、情報や考え、気持ちなどを適切に伝え
られている
【学びに向かう力、人間性等】
状況や場面に応じ、相手の情報等をふま
え、情報や考え、気持ちなどを積極的に伝
えようとしている

【知識及び技能】
　既に知っている語彙力をもとに、物語を
聞くことができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も物語の前後関係から
推測し、聞くことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　多聴用教材を聞き、そこから新しい語彙
力を得たり、英語を楽しもうとしている

【知識及び技能】
　既に知っている語彙力をもとに、物語を
読み進めることができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も文の前後関係から推
測し、物語を読み進めることができる
【学びに向かう力、人間性等】
　多くの多読用教材を読み、そこから新し
い語彙力を得たり、英語を楽しもうとして
いる

10

○ ○ 8

○ ○ ○

【知識及び技能】
正しい文法を用い、情報や考え、気持ちな
どを適切な理由とともに書くことができる
【思考力、判断力、表現力等】
状況や場面に応じ、相手の情報等をふま
え、情報や考え、気持ちなどを適切に伝え
られている
【学びに向かう力、人間性等】
状況や場面に応じ、相手の情報等をふま
え、情報や考え、気持ちなどを積極的に伝
えようとしている

【知識及び技能】
　既に知っている知識をもとに、双方向の
会話ができる
【思考力、判断力、表現力等】
　話の流れを理解し、自分の考えを伝えた
り、相手の気持ちや意図をくみ取ることが
できる
【学びに向かう力、人間性等】
　双方向の会話を積極的に行い、英語を楽
しもうとしている

8○ ○ ○

5

5

8

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
　英語で受け身を表現でき、その表現を用
いてコミュニケーションを図ることができ
る
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な場面において、学習した表現を利
用してコミュニケーションをとることがで
きる
【学びに向かう力、人間性等】
　適切な場面において、学習した表現を利
用して積極的に他者とコミュニケーション
を図ろうとしている

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
　既に知っている知識をもとに、双方向の
会話ができる
【思考力、判断力、表現力等】
　話の流れを理解し、自分の考えを伝えた
り、相手の気持ちや意図をくみ取ることが
できる
【学びに向かう力、人間性等】
　双方向の会話を積極的に行い、英語を楽
しもうとしている



多聴
【知識及び技能】
　既習済みの語彙力を活用して、多
聴用教材を聞かせる
【思考力、判断力、表現力等】
　物語の前後関係や、挿絵から意味
や内容を推測し、語彙力を高める
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に教材を聞き、英語を楽し
ませる

・指導事項
　多種多彩な情報を視覚や前後関
係から読み取る力を育てる
・教材
　ワークシート(授業内配布)
・一人１台端末の活用　等
　適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

〇 ○

○

物語を作ろう
【知識及び技能】
　これまでに既習した文法事項や語
(句)などを使用して、物語を作成で
きるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　これまで学習してきた事を用い、
伝えたい内容を詳しく英語で表現さ
せる
【学びに向かう力、人間性等】
　英語を使って積極的にやり取りを
し、伝えたいことを表現させる

・指導事項
　昨年既習したスピーチの知識、
技術を使えるようにする
　プレゼンテーション資料の作成
及び発表準備を行う
・教材
　ワークシート(授業内配布)
・一人１台端末の活用　等
　適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○ ○ ○

【知識及び技能】
　既に知っている語彙力をもとに、物語を
聞くことができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も物語の前後関係から
推測し、聞くことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　多聴用教材を聞き、そこから新しい語彙
力を得たり、英語を楽しもうとしている

○

○○

○ ○

〇

○ 5

○ ○ 10○

3

学

期

8

多読
【知識及び技能】
　既習済みの語彙力を活用して、多
読教材を読ませる
【思考力、判断力、表現力等】
　文の前後関係や、挿絵から意味や
内容を推測し、語彙力を高める
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に教材を読み、英語を楽し
ませる

・指導事項
　多種多彩な情報を視覚や前後関
係から読み取る力を育てる
・教材
　多読用図書
・一人１台端末の活用　等
　適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

〇

【知識及び技能】
　既に知っている語彙力をもとに、物語を
読み進めることができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も文の前後関係から推
測し、物語を読み進めることができる
【学びに向かう力、人間性等】
　多くの多読用教材を読み、そこから新し
い語彙力を得たり、英語を楽しもうとして
いる

○ ○ ○ 5

オンライン英会話
【知識及び技能】
　既習済みの語彙力や会話スキルを
活かし、積極的に双方向のやり取り
をさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　話の流れを理解、推測し、自分の
考えを伝えたり、相手の言いたいこ
とを理解できるようにする
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に会話し、英語で会話する
ことを楽しませる

・指導事項
　自分の知っている語やフレーズ
を用いて、言いたいことを伝える
・教材
　配布プリント
・一人１台端末の活用　等
　端末を用いて、現地の人々と
様々なやり取りをする 〇 ○ ○ ○

【知識及び技能】
　既に知っている知識をもとに、双方向の
会話ができる
【思考力、判断力、表現力等】
　話の流れを理解し、自分の考えを伝えた
り、相手の気持ちや意図をくみ取ることが
できる
【学びに向かう力、人間性等】
　双方向の会話を積極的に行い、英語を楽
しもうとしている

文法
【知識及び技能】
　関係代名詞を用いてコミュニケー
ションを図る技能を身に付けさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な場面において、関係代名詞
の形を用いて表現させる
【学びに向かう力、人間性等】
　関係代名詞を積極的に用いてコ
ミュニケーションをとらせる

・指導事項
　関係代名詞を学習し、表現する
ことを理解させる
・教材
　配布プリント
・一人1台端末の活用　等
　端末を用いて、現地の人々と
様々なやり取りをする 〇 ○ ○ ○

【知識及び技能】
　関係代名詞を用いてコミュニケーション
を図ることができる
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な場面において、学習した表現を利
用してコミュニケーションをとることがで
きる
【学びに向かう力、人間性等】
　適切な場面において、学習した表現を利
用して積極的に他者とコミュニケーション
を図ろうとしている

○ ○ ○ 8

○

【知識及び技能】
正しい文法を用い、情報や考え、気持ちな
どを適切な理由とともに書くことができる
【思考力、判断力、表現力等】
状況や場面に応じ、相手の情報等をふま
え、情報や考え、気持ちなどを適切に伝え
られている
【学びに向かう力、人間性等】
状況や場面に応じ、相手の情報等をふま
え、情報や考え、気持ちなどを積極的に伝
えようとしている
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年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：（　選A：　落合　　　）（　選B：　五十嵐　　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

1〇 〇 〇 〇 〇

外国語

7

17

○

○○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
　学習したことをもとに、問題を解くこ
とができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も文の前後関係から
推測し、問題に取り組むことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　過去問等を用い、そこから新しい語彙
力を得たり、検定を取得しようとしてい
る

【知識及び技能】
　文法や単語等、学習したことを使って
問題を解くことができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も文の前後関係から
推測し、問題に取り組むことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　検定を取得に向けて、積極的に取り組
もうとしている

配

当

時

数

実用英語

なし

外国語

目的や場面、状況などに応じて話し手や書き手の意図などを的確に理解し、表現したり、伝え合ったりすることができる

日常的、社会的話題について、相手に配慮しながら工夫して、主体的にコミュニケーションを図ろうとする

実用英語

【 知　識　及　び　技　能 】実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につける

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

〇

〇

○

○〇

〇

【知識及び技能】
　学習したことをもとに、問題を解くこ
とができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も文の前後関係から
推測し、問題に取り組むことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　過去問等を用い、そこから新しい語彙
力を得たり、検定を取得しようとしてい
る

○ ○

【知識及び技能】
　学習したことをもとに、問題を解くこ
とができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も文の前後関係から
推測し、問題に取り組むことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　過去問等を用い、そこから新しい語彙
力を得たり、検定を取得しようとしてい
る

思

○

○ ○

日常的、社会的な話題について、情報を整理し
ながら、自分の考えなどを形成し、英語を使っ
て積極的に表現したりすることができるように
する。

〇

〇

〇

態

領域

〇

○ 6

【知識及び技能】
　文法や単語等、学習したことを使って
問題を解くことができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も文の前後関係から
推測し、問題に取り組むことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　検定を取得に向けて、積極的に取り組
もうとしている

○ ○

定期考査 〇 〇

〇 1

7

1

13

○ ○

○

○ 〇

【知識及び技能】
　文法や単語等、学習したことを使って
問題を解くことができる
【思考力、判断力、表現力等】
　わからない単語等も文の前後関係から
推測し、問題に取り組むことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　検定を取得に向けて、積極的に取り組
もうとしている

○ ○ ○ 17

〇

２
学
期

単語テスト
【知識及び技能】
　毎時間テストをすることで、基
本的な語彙力を付けていく
【思考力、判断力、表現力等】
　学習した語・語句の意味から問
題文を解いていく力を身に付ける
【学びに向かう力、人間性等】
　自学自習をすることで、検定や
試験に向かう力を養う

・指導事項
　試験範囲をきちんと学習してく
るように伝える
・教材
　出る単準２級・配布プリント
・一人１台端末の活用　等

〇

検定対策
【知識及び技能】
　過去問を解き、着実に点数を取
れる力を付けていく
【思考力、判断力、表現力等】
　学習した内容・事項をもとに、
問題文を読んだり、推測したりす
る力を身に付ける
【学びに向かう力、人間性等】
　自学自習や家庭学習を定着さ
せ、積極的に検定を受ける力を付
ける

・指導事項
　英検をはじめとした各種検定に
対応できるよう文法項目を復習さ
せる
・教材
　配布プリント
・一人１台端末の活用　等 〇

単語テスト
【知識及び技能】
　毎時間テストをすることで、基
本的な語彙力を付けていく
【思考力、判断力、表現力等】
　学習した語・語句の意味から問
題文を解いていく力を身に付ける
【学びに向かう力、人間性等】
　自学自習をすることで、検定や
試験に向かう力を養う

・指導事項
　試験範囲をきちんと学習してく
るように伝える
・教材
　出る単準２級・配布プリント
・一人１台端末の活用　等

３
学
期

定期考査

検定対策
【知識及び技能】
　過去問を解き、着実に点数を取
れる力を付けていく
【思考力、判断力、表現力等】
　学習した内容・事項をもとに、
問題文を読んだり、推測したりす
る力を身に付ける
【学びに向かう力、人間性等】
　自学自習や家庭学習を定着さ
せ、積極的に検定を受ける力を付
ける

・指導事項
　英検をはじめとした各種検定に
対応できるよう文法項目を復習さ
せる
・教材
　配布プリント
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

・指導事項
　試験範囲をきちんと学習してく
るように伝える
・教材
　出る単準２級・配布プリント
・一人１台端末の活用　等

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語のきまりや特徴を単に知識として理解させ
るだけでなく、その培った知識を実際の検定等
において活用することができる技能が身につく
ようにする。

日常的、社会的な話題について、情報を整理しな
がら、自分の考えなどを形成し、英語を使って文
章にしたり、表現したりすることができるように
する。

大田桜台
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知

【学びに向かう力、人間性等】

検定対策
【知識及び技能】
　過去問を解き、着実に点数を取
れる力を付けていく
【思考力、判断力、表現力等】
　学習した内容・事項をもとに、
問題文を読んだり、推測したりす
る力を身に付ける
【学びに向かう力、人間性等】
　自学自習や家庭学習を定着さ
せ、積極的に検定を受ける力を付
ける

・指導事項
　英検をはじめとした各種検定に
対応できるよう文法項目を復習さ
せる
・教材
　配布プリント
・一人１台端末の活用　等 〇 ○

定期考査

外国語 実用英語 2

単語テスト
【知識及び技能】
　毎時間テストをすることで、基
本的な語彙力を付けていく
【思考力、判断力、表現力等】
　学習した語・語句の意味から問
題文を解いていく力を身に付ける
【学びに向かう力、人間性等】
　自学自習をすることで、検定や
試験に向かう力を養う



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用)教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

外国語の理解を深め、その知識を実際の目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技術を身に付ける。

目的や場面、状況などに応じて話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、表現したり伝え合ったりできる。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら主体的にコミュニケーションする態度を養う。

○ ○ ○ 11

11○ ○ ○

【知識・技能】
トピックに関して理解できるようになって
いる。
【思考・判断・表現】
トピックに関して必要な情報、概要や要点
を捉えることができるようになっている。
情報に基づいて自分の考えを伝えられるよ
うになっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
トピックについて読んだり調べたりした情
報や自分の考えと比べて文化的背景への理
解を深め、相手に配慮しながら話して伝え
ようとしている。

○

Topic 2 : WAR
Russia Starts War in Ukraine
ロシアのウクライナ侵攻
【知識及び技能】
トピックに関して理解できるように
なる。
【思考力、判断力、表現力等】
トピックに関して必要な情報、概要
や要点を捉えることができるように
なる。情報に基づいて自分の考えを
伝えられるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
トピックについて読んだり調べたり
した情報や自分の考えと比べて文化
的背景への理解を深め、相手に配慮
しながら話して伝えようとする。

（指導事項）
・プレゼンテーションの知識、技
術を身に付けるようにする。
・プレゼンテーション資料の作成
及び発表準備を行わせる。
（教材）
・ワークシート
（一人１台端末の活用）
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる。

【知識・技能】
トピックに関して理解できるようになって
いる。
【思考・判断・表現】
トピックに関して必要な情報、概要や要点
を捉えることができるようになっている。
情報に基づいて自分の考えを伝えられるよ
うになっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
トピックについて読んだり調べたりした情
報や自分の考えと比べて文化的背景への理
解を深め、相手に配慮しながら話して伝え
ようとしている。

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

〇

国際理解

〇

思

○

○

○

〇 〇

Topic 1 : SPORTS
Sasaki's Perfect Game
佐々木朗希選手
【知識及び技能】
トピックに関して理解できるように
なる。
【思考力、判断力、表現力等】
トピックに関して必要な情報、概要
や要点を捉えることができるように
なる。情報に基づいて自分の考えを
伝えられるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
トピックについて読んだり調べたり
した情報や自分の考えと比べて文化
的背景への理解を深め、相手に配慮
しながら話して伝えようとする。

（指導事項）
・プレゼンテーションの知識、技
術を身に付けるようにする。
・プレゼンテーション資料の作成
及び発表準備を行わせる。
（教材）
・ワークシート
（一人１台端末の活用）
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる。

外国語 国際理解 2

授業内考査
〇 〇

授業内考査

【 知　識　及　び　技　能 】

評価規準

他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しなが
ら、外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して、自分の意
見や考えなどを話したり書いたりして表現しようとしている。
言語やその背景にある文化に対する関心を持って、自律的、主
体的に、外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしてい
る。

〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語の4技能（聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと）に
ついて、実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・
技能を身に付けている。
外国語の学習を通じて、言語の働きや役割などを理解してい
る。

時事問題や社会問題、SDGs等の幅広い話題について、情報や考
えなどを外国語で的確に理解したり適切に伝え合ったりしてい
る。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して、自分の意見や考え
などを話したり書いたりして表現している。

1〇

1○

大田桜台

（　長谷部　満喜　）
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【学びに向かう力、人間性等】

外国語

配
当
時
数

態
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外国語

国際理解



○ ○

○ ○ 〇 1

Topic 5 : HEALTH
New Rules for Junk Food
Advertising
ジャンクフードの広告規制
Topic 6 : PEOPLE
Churles Schulz's 100th Birthday
チャールズ・シュルツ生誕100年
【知識及び技能】
トピックに関して理解できるように
なる。
【思考力、判断力、表現力等】
トピックに関して必要な情報、概要
や要点を捉えることができるように
なる。情報に基づいて自分の考えを
伝えられるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
トピックについて読んだり調べたり
した情報や自分の考えと比べて文化
的背景への理解を深め、相手に配慮
しながら話して伝えようとする。

（指導事項）
・プレゼンテーションの知識、技
術を身に付けるようにする。
・プレゼンテーション資料の作成
及び発表準備を行わせる。
（教材）
・ワークシート
（一人１台端末の活用）
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる。

○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
トピックに関して理解できるようになって
いる。
【思考・判断・表現】
トピックに関して必要な情報、概要や要点
を捉えることができるようになっている。
情報に基づいて自分の考えを伝えられるよ
うになっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
トピックについて読んだり調べたりした情
報や自分の考えと比べて文化的背景への理
解を深め、相手に配慮しながら話して伝え
ようとしている。

○

授業内考査
〇 〇

2
学
期

3
学
期

15

15

13

○ ○ ○

○

〇 〇 〇 ○

〇

1

○ ○

【知識・技能】
トピックに関して理解できるようになって
いる。
【思考・判断・表現】
トピックに関して必要な情報、概要や要点
を捉えることができるようになっている。
情報に基づいて自分の考えを伝えられるよ
うになっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
トピックについて読んだり調べたりした情
報や自分の考えと比べて文化的背景への理
解を深め、相手に配慮しながら話して伝え
ようとしている。

Topic 3 : SOCIETY
The SDGs: For the Future of Our
World
SDGsについて
【知識及び技能】
トピックに関して理解できるように
なる。
【思考力、判断力、表現力等】
トピックに関して必要な情報、概要
や要点を捉えることができるように
なる。情報に基づいて自分の考えを
伝えられるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
トピックについて読んだり調べたり
した情報や自分の考えと比べて文化
的背景への理解を深め、相手に配慮
しながら話して伝えようとする。

（指導事項）
・プレゼンテーションの知識、技
術を身に付けるようにする。
・プレゼンテーション資料の作成
及び発表準備を行わせる。
（教材）
・ワークシート
（一人１台端末の活用）
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる。 ○ ○

授業内考査
○ 〇

○ ○

〇 ○ ○ 〇 1

○ ○ ○

【知識・技能】
トピックに関して理解できるようになって
いる。
【思考・判断・表現】
トピックに関して必要な情報、概要や要点
を捉えることができるようになっている。
情報に基づいて自分の考えを伝えられるよ
うになっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
トピックについて読んだり調べたりした情
報や自分の考えと比べて文化的背景への理
解を深め、相手に配慮しながら話して伝え
ようとしている。

授業内考査

Topic 4 :  SOCIETY
Japan Lowers Age of Adulthood
成人年齢引き下げ
【知識及び技能】
トピックに関して理解できるように
なる。
【思考力、判断力、表現力等】
トピックに関して必要な情報、概要
や要点を捉えることができるように
なる。情報に基づいて自分の考えを
伝えられるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
トピックについて読んだり調べたり
した情報や自分の考えと比べて文化
的背景への理解を深め、相手に配慮
しながら話して伝えようとする。

（指導事項）
・プレゼンテーションの知識、技
術を身に付けるようにする。
・プレゼンテーション資料の作成
及び発表準備を行わせる。
（教材）
・ワークシート
（一人１台端末の活用）
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる。 ○ ○ ○

〇 〇
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の理解を深め、その知識を実際の目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技術を身に着ける。

外国語

1

評価規準

スペイン語圏諸国の文化や日本とスペイン語諸
国の関係についての知識を深めようとしてい
る。自律的、主体的にスペイン語を用いて課題
に取り組んだり、授業内でコミュニケーション
を図ろうとしている。

外国語 スペイン語Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

配
当
時
数

態

11

スペイン語Ⅰ

思

○○〇 〇 〇

〇〇 ○ 1○

【知識及び技能】
lección2で扱う語彙・文法事項を理解し発
音できるようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
lección2で扱う会話(Conversación)・コ
ミュニケーション練習(Actividades
comunicativas)において読み取り、聞き取
りができている。また設定された状況に基
づいて応答したり自身の考えを伝えられる
ようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・Ejericicios/Comprensión auditiva等の
課題の提出をしている。
スペイン語圏の国や文化について、読んだ
り調べたりした情報や、自分の考えと比べ
て文化的背景への理解を深めようとしてい
る。(ワークシート)

○ ○ ○ 11

Lección 2
【知識及び技能】
lección1で扱う新出語彙・文法事項
を理解し発音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
lección2で扱う会話(Conversació
n)・コミュニケーション練習
(Actividades comunicativas)にお
いて読み取り、聞き取ることができ
る。設定された状況に基づいて応答
したり自身の考えを伝えられるよう
になる。
【学びに向かう力、人間性等】
スペイン語圏の国や文化について、
読んだり調べたりした情報や、自分
の考えと比べて文化的背景への理解
を深めようとする。

（語彙）
・SustantivosⅠ/人・モノ
・Loa días de la semana/曜日
Términos de parentesco y
profesiones/ 親族名称・職業
（文法事項）
・Sustantivos
・Número de los sustantivos
・Artículos

・Ejericicios/Comprensión
auditiva(一人１台端末で課題の配
布・提出)

・スペイン語圏の国、文化の紹介
②③（ワークシート・視聴覚資料
等）

〇 ○ 〇 〇 〇

〇

目的や場面、状況に応じて話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、表現したり伝え合ったりできる。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら主体的にコミュニケーションする態度を養う。

スペイン語Ⅰ

orientación
Lección 1
【知識及び技能】
lección1で扱う語彙・文法事項を理
解し発音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
lección1で扱う会話(Conversació
n)・コミュニケーション練習
(Actividades comunicativas)読み
取り、聞き取ることができる。設定
され状況に基づいて応答したり自身
の考えを伝えられるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
スペイン語圏の国や文化について、
読んだり調べたりした情報や、自分
の考えと比べて文化的背景への理解
を深めようとする。

（語彙）
・Saludos/あいさつ
・Números/数字
（文法事項）
・Alfabeto
・Pronunciación/Acento

・Ejericicios/Comprensión
auditiva(一人１台端末で課題の配
布・提出)

・スペイン語圏の国、文化の紹介
①（ワークシート・視聴覚資料
等）

○ ○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
lección1で扱う語彙・文法事項を理解し発
音できるようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
lección1で扱う会話(Conversación)・コ
ミュニケーション練習(Actividades
comunicativas)での読み取り、聞き取りが
できている。また設定され状況に基づいて
応答したり自身の考えを伝えられるように
なっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・Ejericicios/Comprensión auditiva等の
課題の提出をしている。
スペイン語圏の国や文化について、読んだ
り調べたりした情報や、自分の考えと比べ
て文化的背景への理解を深めようとしてい
る。(ワークシート)

○ ○ ○

lección1で扱う新出単語・文法事
項について

授業内考査

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

大田桜台

（　組：　　　　）（A：米沢・三添） （B：米沢・岸本） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

授業内考査 lección2で扱う新出単語・文法事
項について

スペイン語の基礎的運用能力を、話す・聞く・
読む・書くの４技能にわたって習得する。

日常的な話題について必要な情報を読み取った
り聞き取ったりして情報を把握することができ
る。また把握した情報を活用しながら、設問に
答えたり、会話したり、書いたりできる。

Español Colorido（彩りスペイン語） / Editorial ASAHI（朝日出版社）

外国語



〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

【知識及び技能】
lección5で扱う語彙・文法事項を理解し発
音できるようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
lección5で扱う会話(Conversación)・コ
ミュニケーション練習(Actividades
comunicativas)において読み取り、聞き取
りができている。また設定された状況に基
づいて応答したり自身の考えを伝えられる
ようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・Ejericicios/Comprensión auditiva等の
課題の提出をしている。
スペイン語圏の国や文化について、読んだ
り調べたりした情報や、自分の考えと比べ
て文化的背景への理解を深めようとしてい
る。(ワークシート)

〇 〇

【知識及び技能】
lección3で扱う語彙・文法事項を理解し発
音できるようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
lección3で扱う会話(Conversación)・コ
ミュニケーション練習(Actividades
comunicativas)において読み取り、聞き取
りができている。また設定された状況に基
づいて応答したり自身の考えを伝えられる
ようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・Ejericicios/Comprensión auditiva等の
課題の提出をしている。
スペイン語圏の国や文化について、読んだ
り調べたりした情報や、自分の考えと比べ
て文化的背景への理解を深めようとしてい
る。(ワークシート)

15

13

【知識及び技能】
lección4で扱う語彙・文法事項を理解し発
音できるようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
lección4で扱う会話(Conversación)・コ
ミュニケーション練習(Actividades
comunicativas)において読み取り、聞き取
りができている。また設定された状況に基
づいて応答したり自身の考えを伝えられる
ようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・Ejericicios/Comprensión auditiva等の
課題の提出をしている。
スペイン語圏の国や文化について、読んだ
り調べたりした情報や、自分の考えと比べ
て文化的背景への理解を深めようとしてい
る。(ワークシート)

○ 1

15

○ 1

３
学
期

Lección 5
【知識及び技能】
lección5で扱う新出語彙・文法事項
を理解し発音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
lección5で扱う会話(Conversació
n)・コミュニケーション練習
(Actividades comunicativas)にお
いて読み取り、聞き取ることができ
る。設定された状況に基づいて応答
したり自身の考えを伝えられるよう
になる。
【学びに向かう力、人間性等】
スペイン語圏の国や文化について、
読んだり調べたりした情報や、自分
の考えと比べて文化的背景への理解
を深めようとする。

（語彙）
・SustantivosⅡ/Ⅱ
・Meses/月
・Números ordinales/序数

（文法事項）
・Demostrativos
・Posesivos
・Expresiones de los dìas de la
semana,de la fecha, de las
horas(1)

・Ejericicios/Comprensión
auditiva(一人１台端末で課題の配
布・提出)
・スペイン語圏の国、文化の紹介
⑩⑪⑫（ワークシート・視聴覚資
料等）

〇 〇 〇

２
学
期

Lección 3
【知識及び技能】
lección3で扱う新出語彙・文法事項
を理解し発音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
lección3で扱う会話(Conversació
n)・コミュニケーション練習
(Actividades comunicativas)にお
いて読み取り、聞き取ることができ
る。設定された状況に基づいて応答
したり自身の考えを伝えられるよう
になる。
【学びに向かう力、人間性等】
スペイン語圏の国や文化について、
読んだり調べたりした情報や、自分
の考えと比べて文化的背景への理解
を深めようとする。

（語彙）
・AdjetivosⅠ/形容詞Ⅰ
（文法事項）
・Adjetivos
・Pronombres personales de
sujeto
・ser（動詞）
・Oraciones negativas e
interrogativas
・InterrogativosⅠ(疑問詞)

・Ejericicios/Comprensión
auditiva(一人１台端末で課題の配
布・提出)

・スペイン語圏の国、文化の紹介
④⑤⑥（ワークシート・視聴覚資
料等）

〇 〇

Lección 4
【知識及び技能】
lección4で扱う新出語彙・文法事項
を理解し発音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
lección4で扱う会話(Conversació
n)・コミュニケーション練習
(Actividades comunicativas)にお
いて読み取り、聞き取ることができ
る。設定された状況に基づいて応答
したり自身の考えを伝えられるよう
になる。
【学びに向かう力、人間性等】
スペイン語圏の国や文化について、
読んだり調べたりした情報や、自分
の考えと比べて文化的背景への理解
を深めようとする。

（語彙）
・Vervos regulares/規則動詞
・NúmeroⅡ/数字Ⅱ
・Expresiones de frecuencia/ 頻
度表現

（文法事項）
・Presente de indicativo de los
vervos regulares
・InterrogativosⅡ
・Conjunciones

・Ejericicios/Comprensión
auditiva(一人１台端末で課題の配
布・提出)

・スペイン語圏の国、文化の紹介
⑦⑧⑨（ワークシート・視聴覚資
料等）

〇 〇 〇

1

合
計

70

授業内考査 lección5で扱う新出単語・文法事
項について

〇 〇

授業内考査 lección3で扱う新出単語・文法事
項について

〇 〇 〇 ○

授業内考査 lección4で扱う新出単語・文法事
項について

〇 〇 〇 ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

【知識及び技能】
3で扱う語彙・文法事項を理解し発音でき
るようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
3で扱う会話・コミュニケーション練習に
おいて読み取り、聞き取りができている。
また設定された状況に基づいて応答したり
自身の考えを伝えられるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・プリント等の課題の提出をしている。
中国語圏の国や文化について、読んだり調
べたりした情報や、自分の考えと比べて文
化的背景への理解を深めようとしている。
(ワークシート)

15

1

〇

○

〇

○

〇

２
学
期

○ 1

 3
【知識及び技能】
3で扱う新出語彙・文法事項を理解
し発音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
3で扱う会話・コミュニケーション
練習において読み取り、聞き取るこ
とができる。設定された状況に基づ
いて応答したり自身の考えを伝えら
れるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
中国語圏の国や文化について、読ん
だり調べたりした情報や、自分の考
えと比べて文化的背景への理解を深
めようとする。

（語彙）
・人物
（文法事項）
・数詞
・疑問詞
・中国語圏の国、文化の紹介④⑤
⑥（ワークシート・視聴覚資料
等）

授業内考査 3で扱う新出単語・文法事項につい
て

〇

１
学
期

○ ○ 〇 〇 〇

〇 〇

○ ○ 11

○ ○ 1

○ ○ ○ 11

○

1
【知識及び技能】
1で扱う語彙・文法事項を理解し発
音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
1で扱う会話・コミュニケーション
練習、読み取り、聞き取ることがで
きる。設定され状況に基づいて応答
したり自身の考えを伝えられるよう
になる。
【学びに向かう力、人間性等】
中国語圏の国や文化について、読ん
だり調べたりした情報や、自分の考
えと比べて文化的背景への理解を深
めようとする。

（語彙）
・あいさつ
・数字
（文法事項）
・ピンイン
・四声
・中国語圏の国、文化の紹介①
（ワークシート・視聴覚資料等）

授業内考査 1で扱う新出単語・文法事項につい
て

2
【知識及び技能】
1で扱う新出語彙・文法事項を理解
し発音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
2で扱う会話・コミュニケーション
練習において読み取り、聞き取るこ
とができる。設定された状況に基づ
いて応答したり自身の考えを伝えら
れるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
中国語圏の国や文化について、読ん
だり調べたりした情報や、自分の考
えと比べて文化的背景への理解を深
めようとする。

（語彙）
・人・モノ
・曜日
 親族名称・職業
（文法事項）
・ＳＶＣ
・否定文
・疑問文

・中国語圏の国、文化の紹介②③
（ワークシート・視聴覚資料等）

授業内考査 2で扱う新出単語・文法事項につい
て

【知識及び技能】
1で扱う語彙・文法事項を理解し発音でき
るようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
1で扱う会話・コミュニケーション練習で
の読み取り、聞き取りができている。また
設定され状況に基づいて応答したり自身の
考えを伝えられるようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・プリント等の課題の提出をしている。
中国語圏の国や文化について、読んだり調
べたりした情報や、自分の考えと比べて文
化的背景への理解を深めようとしている。
(ワークシート)

【知識及び技能】
2で扱う語彙・文法事項を理解し発音でき
るようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
2で扱う会話・コミュニケーション練習に
おいて読み取り、聞き取りができている。
また設定された状況に基づいて応答したり
自身の考えを伝えられるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・プリント等の課題の提出をしている。
中国語圏の国や文化について、読んだり調
べたりした情報や、自分の考えと比べて文
化的背景への理解を深めようとしている。
(ワークシート)

〇

〇 ○ 〇 〇 〇

〇 〇 〇 ○

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の理解を深め、その知識を実際の目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技術を身に着ける。

外国語

評価規準

配
当
時
数

態

中国語圏諸国の文化や日本と中国語諸国の関係
についての知識を深めようとしている。自律
的、主体的に中国語を用いて課題に取り組んだ
り、授業内でコミュニケーションを図ろうとし
ている。

中国語Ⅰ

思

外国語 中国語Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

中国語の基礎的運用能力を、話す・聞く・読
む・書くの４技能にわたって習得する。

日常的な話題について必要な情報を読み取った
り聞き取ったりして情報を把握することができ
る。また把握した情報を活用しながら、設問に
答えたり、会話したり、書いたりできる。

はじめての中国語　すくすく/朝日出版社

外国語

目的や場面、状況に応じて話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、表現したり伝え合ったりできる。

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら主体的にコミュニケーションする態度を養う。

中国語Ⅰ

大田桜台

（　組：　　　　）（　Ａ組：曹敏・青柳）（　Ｂ組：曹敏・青柳　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）



○

3
学
期

4で扱う新出単語・文法事項につい
て

〇 〇 〇 〇 〇

15

1

13

70

授業内考査 1

合
計

〇 〇 〇

 ５
【知識及び技能】
5で扱う新出語彙・文法事項を理解
し発音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
5で扱う会話・コミュニケーション
練習において読み取り、聞き取るこ
とができる。設定された状況に基づ
いて応答したり自身の考えを伝えら
れるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
中国語圏の国や文化について、読ん
だり調べたりした情報や、自分の考
えと比べて文化的背景への理解を深
めようとする。

（語彙）
・時期を表す言葉

（文法事項）
・年齢を尋ねる
・中国語圏の国、文化の紹介⑦⑧
⑨（ワークシート・視聴覚資料
等）

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
5で扱う語彙・文法事項を理解し発音でき
るようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
5で扱う会話・コミュニケーション練習に
おいて読み取り、聞き取りができている。
また設定された状況に基づいて応答したり
自身の考えを伝えられるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・プリント等の課題の提出をしている。
中国語圏の国や文化について、読んだり調
べたりした情報や、自分の考えと比べて文
化的背景への理解を深めようとしている。
(ワークシート)

○ ○

〇

○

〇

○

〇

授業内考査 4で扱う新出単語・文法事項につい
て

２
学
期

【知識及び技能】
4で扱う語彙・文法事項を理解し発音でき
るようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
4で扱う会話・コミュニケーション練習に
おいて読み取り、聞き取りができている。
また設定された状況に基づいて応答したり
自身の考えを伝えられるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・プリント等の課題の提出をしている。
中国語圏の国や文化について、読んだり調
べたりした情報や、自分の考えと比べて文
化的背景への理解を深めようとしている。
(ワークシート)

 ４
【知識及び技能】
4で扱う新出語彙・文法事項を理解
し発音できる。
【思考力、判断力、表現力等】
4で扱う会話・コミュニケーション
練習において読み取り、聞き取るこ
とができる。設定された状況に基づ
いて応答したり自身の考えを伝えら
れるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
中国語圏の国や文化について、読ん
だり調べたりした情報や、自分の考
えと比べて文化的背景への理解を深
めようとする。

（語彙）
・指示語

（文法事項）
・指示代名詞
・中国語圏の国、文化の紹介⑦⑧
⑨（ワークシート・視聴覚資料
等）

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

①自立と共生
②ライフキャリア
③共に生きる家族
④家族に関する法律
・法律クイズ（一人一台端末）
・図表の読み解き
・小テスト

1

第９章　消費行動を考える
【知識及び技能】
・契約や現代の消費生活の課題につ
い学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
・問題商法等について正しく資料を
収集・活用し解決策を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・消費者としての自覚を持ち、自ら
の消費行動と環境の関わり等につい
て考えようとする態度を養う。

①消費行動と意思決定
②契約と消費者問題
③消費者の権利と責任
④ライフスタイルと環境
・映像資料
・調べ学習（一人一台端末）
・小テスト

大田桜台

①子どもとは
②子どもと発達
③子どもの生活
④子どもと福祉
・映像資料
・新聞読み解き
・小テスト
・クイズ（一人一台端末）

【知識及び技能】
・子どもの身体的特徴や発達等について理解
している
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの発達をめぐる社会的課題について
図表を判断できる
【学びに向かう力、人間性等】
・子育ては社会全体でするものと捉え、関わ
ろうとしている

○ ○

定期考査

○ ○ 8

7

【知識及び技能】
・家族構成の変化、家族に関する法律につい
て理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・家族構成や家族観の変化について図表を通
して判断できる
【学びに向かう力、人間性等】
・家族構成の変化や家族観の変化が自分の人
生にどのように影響するか考えようとしてい
る

配当
時数

１
学
期

第１章　これからの人生について考
えてみよう
【知識及び技能】
・各ライフステージと発達課題につ
いて学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・各ライフステージの特徴について
考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・自分自身の人生に置き換えて考え
ようとする態度を養う

①ライフステージと発達課題
・各ライフステージの特徴まとめ
・小テスト

【知識及び技能】
・各ライフステージと発達課題について理解
している
【思考力、判断力、表現力等】
・各ライフステージの特徴について考えてい
る
【学びに向かう力、人間性等】
・自分自身の人生に置き換えて考えようとし
ている

○ ○ ○ 2

第2章　自分らしい生き方と家族
【知識及び技能】
・家族構成の変化、家族に関する法
律について学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・家族構成や家族観の変化について
図表を通して考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・家族構成の変化や家族観の変化が
自分の人生にどのように影響するか
考えようとする態度を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第３章　子どもとかかわる
【知識及び技能】
・子どもの身体的特徴や発達等につ
いて学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの発達をめぐる社会的課題
について図表を通し考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・子育ては社会全体でするものと捉
え、関わろうとする態度を養う

○

【知識及び技能】
・契約や現代の消費生活の課題について正し
く理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・問題商法等について正しく資料を収集・活
用し解決策を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・消費者としての自覚を持ち、自らの消費行
動と環境の関わり等について考えようとして
いる。

○ ○ ○

8

○

生活の主体者として自らの生活を良くしていくための知識・技能を身に付ける。

（５組：西條奈津）

様々な人々と協働し，地域社会に参画しようと
するとともに，自分や家庭，地域の生活を主体
的に創造しようとする実践的な態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭 家庭基礎

（１組：西條奈津） （２組：西條奈津） （３組：西條奈津） （４組：西條奈津）

家庭 家庭基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的
に捉え，家族・家庭，衣食住，消費や環境な
ど，生活を主体的に営むために必要な基礎的な
理解を図るとともに，それらに係る技能を身に
付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題
を見いだして課題を設定，解決策を構想・実
践，考察するなど，生涯を見通して生活の課題
を解決する力を養う。

教科書「家基705家庭基礎　気づく力 築く未来」

家庭

生活改善のために適切に情報を収集し、それを活用して判断し問題を解決する力を養う。

生活を見直し、家族や周囲の人と協力しながら改善しようとする態度を養う。

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】



○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1

第６章　食生活をつくる
【知識及び技能】
・こんにちの食生活の課題について
学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の体格を適切に判断する力を
養う
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の食生活に関心を持ち、改善
しようとする態度を養う

①私たちの食生活
②これからの食生活を考える
・調理実習（一人一台端末）
・BMI計算
・レポート（一人一台端末）
・小テスト

第６章　食生活をつくる
【知識及び技能】
・こんにちの食生活の課題について理解して
いる
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の体格を適切に判断できる
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の食生活に関心を持ち、改善しようと
している

○ 9

定期考査
○ ○ 1

第４章　高齢者と関わる
【知識及び技能】
・高齢者の特徴、高齢社会を支える
福祉の仕組みを学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・資料を通し高齢化が家族や社会に
及ぼす影響を考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・自らが高齢者やその支援者になる
ことを想像し、課題解決の方法を考
えようとする態度を養う

①高齢期を知る
②高齢者の自立を支える
③高齢社会を支える仕組み
・映像資料
・新聞読み解き
・小テスト

【知識及び技能】
・高齢者の特徴、高齢社会を支える福祉の仕
組みを理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・資料を通し高齢化が家族や社会に及ぼす影
響を考えている
【学びに向かう力、人間性等】
・自らが高齢者やその支援者になることを想
像し、課題解決の方法を考えようとしている

○ ○

３
学
期

第８章　住生活をつくる
【知識及び技能】
・住まいの役割と日本の住居の特徴
について学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・ライフステージに合わせた住まい
方や住環境の整え方について考える
【学びに向かう力、人間性等】
・自らの住環境をよくすることに取
り組む。

①人間と住まい
②住まいを計画する
③健康と室内環境
・生活空間のの計画（シミュレー
ションアプリ活用）
・小テスト

【知識及び技能】
・住まいの役割と日本の住居の特徴について
理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・ライフステージに合わせた住まい方や住環
境の整え方を考え、判断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自らの住環境をよくしようとしている。

○ ○

２
学
期

第７章　衣生活をつくる
【知識及び技能】
・衣服の素材や形状と性能について
正しく理解し、適切に手入れについ
て学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
・気候に合わせた着装、衣服材料に
合わせた手入れに考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・季節や場面に合わせた着こなしに
ついて考えようとする態度を養う。

①人と衣服の関わり
②衣服の素材と特徴
③衣服の選択と管理
④持続可能な衣生活をつくる
・制服の素材調べ
・制服の表示調べ（一人一台端
末）
・小テスト

【知識及び技能】
・衣服の素材や形状と性能について正しく理
解し、適切に手入れをすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・気候に合わせた着装、衣服材料に合わせた
手入れについて判断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・季節や場面に合わせた着こなしについて考
えようとしている。

○ ○

○ 6

○ 7

第６章　食生活をつくる
【知識及び技能】
・栄養素とその働き、「和食」の特
徴について学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・各年齢層の栄養の特徴を踏まえ、
自分にふさわしい食べ方を考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の食生活に関心を持ち、改善
しようとする態度を養う

①日本の食文化の形成
②健康と栄養素
③食事の計画と調理
・調理実習（一人一台端末）
・献立作成演習（一人一台端末）
・レポート（一人一台端末）
・小テスト

第６章　食生活をつくる
【知識及び技能】
・栄養素とその働き、「和食」の特徴につい
て理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・各年齢層の栄養の特徴を踏まえ、自分にふ
さわしい食べ方を考えている
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の食生活に関心を持ち、改善しようと
している

○ ○ ○ 12

合計

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 選択科目

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

生活の主体者として自らの生活を良くしていくための知識・技能を身に付ける。

○ 8

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

14

（3）子どもの健やかな発達を目指して学び，保
育に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭 保育基礎

（西條　奈津）

家庭 保育基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

保育の意義や方法，子どもの発達や生活の特徴
及び子供の福祉と文化などについて体系的・系
統的に理解するとともに，関連する技術を身に
付けるようにする。

子どもを取り巻く課題を発見し，保育を担う職
業人として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

保育基礎　ようこそ，ともに育ち合う保育の世界へ（教育図書）

家庭

生活改善のために適切に情報を収集し、それを活用して判断し問題を解決する力を養う。

生活を見直し、家族や周囲の人と協力しながら改善しようとする態度を養う。

保育基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

大田桜台

○ 6

第２章　子どもの発達
【知識及び技能】
・子どもの発達の特性について学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・保育者としての月齢に応じた働き
かけの方法を考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・子どもの心身の発達を促し、子ど
もの気持ちに寄り添う態度を養う

第３章　子どもの生活
【知識及び技能】
・乳幼児期の食生活の特徴を学び、
保育に必要な技能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
・生活習慣の習得のために保育者と
してどう関わればよいか考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・食育等に関心を持ち、情報収集す
る。

○

1

12

①子どもの発達の特性
②乳幼児の発育と発達
・映像教材

【知識及び技能】
・子どもの発達の特性について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・保育者としての月齢に応じた働きかけの方
法を考えている
【学びに向かう力、人間性等】
・子どもの心身の発達を促し、子どもの気持
ちに寄り添って関わろうとしている

○ ○

第５章　子どもの文化
【知識及び技能】
・子どもの発達における遊びの意義
を学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの好奇心を刺激する働きか
けの方法を考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・伝承遊び等に関心を持ち、伝えよ
うとする態度を養う

①子どもの文化
②子どもと遊び
・おもちゃ作り
・レポート

第５章　子どもの文化
【知識及び技能】
・子どもの発達における遊びの意義を理解し
ている
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの好奇心を刺激する働きかけの方法
を考えている
【学びに向かう力、人間性等】
・伝承遊び等に関心を持ち、伝えようとして
いる

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○ 1

13

第３章　子どもの生活
【知識及び技能】
・乳幼児期の衣生活の特徴を学び、
保育に必要な技能を身に付ける
・子どもの健康観察の重要さやその
方法を学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの特性に応じ危険から子ど
もを守る方法を考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・保育者として、子どもの安全を守
る立場で考える態度を養う

④子どもの衣服
⑤子どもの健康と安全
・おむつ替え実習
・簡単な衣服の製作
・沐浴実習
・「危険なもの・場所」探し
・レポート

第３章　子どもの生活
【知識及び技能】
・乳幼児期の衣生活の特徴を学び、保育に必
要な技能を身に付ける
・子どもの健康観察の重要さやその方法を理
解している
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの特性に応じ危険から子どもを守る
方法を考えようとしている
【学びに向かう力、人間性等】
・保育者として、子どもの安全を守る立場で
考えようとしている

①子どもの養護
②生活習慣の獲得
③子どもの食事
・調理実習
・調乳実習
・レポート

【知識及び技能】
・乳幼児期の食生活の特徴を理解し、保育に
必要な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・生活習慣の習得のために保育者としてどう
関わればよいかを考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・食育等に関心を持ち、情報収集しようとし
ている。

１
学
期

１章　子どもの保育
【知識及び技能】
・保育の重要性、家庭保育と集団保
育、それぞれの意義について学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・集団保育に求められることについ
て考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・保育・教育施設について関心を持
ち情報収集しようとする態度を養う

①保育の意義
②保育の環境
③さまざまな保育施設
・映像教材

１章　子どもの保育
【知識及び技能】
・保育の重要性、家庭保育と集団保育、それ
ぞれの意義について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・集団保育に求められることについて考えて
いる
【学びに向かう力、人間性等】
・保育・教育施設について関心を持ち情報収
集しようとしている

○ ○



定期考査
○ ○

6

8

合計

70

1

第４章　子どもの福祉
【知識及び技能】
・児童観の歴史や子どもの権利につ
いて学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの権利や福祉の必要性につ
いて考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・子どもや保護者を支える方法を考
えようとする態度を養う

①児童観の変遷
②児童福祉の法規と制度
・「子どもの権利条約を読もう」
・レポート

３
学
期

第５章　子どもの文化
【知識及び技能】
・子どもの発達における表現活動の
意義を学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの意欲を引き出す働きかけ
について考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・表現活動について関心を持ち、積
極的に体験しようと尾する態度を養
う

③子どもの表現活動
・読み聞かせ演習
・手遊び・歌遊び演習
・造形活動演習
・レポート

第５章　子どもの文化
【知識及び技能】
・子どもの発達における表現活動の意義を理
解している
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの意欲を引き出す働きかけについて
考えている
【学びに向かう力、人間性等】
・表現活動について関心を持ち、積極的に体
験しようとしている

第４章　子どもの福祉
【知識及び技能】
・児童観の歴史や子どもの権利について理解
している
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもの権利や福祉の必要性について考え
ている
【学びに向かう力、人間性等】
・子どもや保護者を支える方法を考えようと
している



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

35

２
学
期

３
学
期

１
学
期

13

A 単元
【知識及び技能】
　産業別にトピックを取扱い、東京
の産業を区部別に特色をとらえてい
く。
　キャリア教育の一環として、実力
判定テストを行い、事後指導を実施
あする
【思考力、判断力、表現力等】
　小論文のための書き方を講演いた
だき、小論文を書き添削指導を行
う。
【学びに向かう力、人間性等】
　東京の経済で扱った産業からト
ピックを選び、2月以降各自プレゼ
ンテーションを実施する。そのため
のガイダンスを行う。

・指導事項
雇用と就業
アニメーション産業
実力判定テスト
小論文事前指導
小論文指導
プレゼンテーション準備
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　日本経済の中心である東京を数値を中心に
特徴を確認し、知識をつける
【思考・判断・表現】
　日本経済の中心である東京を数値を中心に
特徴を確認し、データを判断する
【主体的に学習に取り組む態度】
　日本経済の中心である東京を数値を中心に
特徴を確認し、興味関心に合わせて、さらに
各自の調査研究を進める。 ○ ○ ○ 12

合計

大田桜台

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　日本経済の中心である東京を数値を中心に特徴を確認し、知識をつける

（　５組：馬場　　　　）（　組：　　　　）

　日本経済の中心である東京を数値を中心に特
徴を確認し、興味関心に合わせて、さらに各自
の調査研究を進める。

ビジネス 東京の経済

（　１組：山本　　　　）（　２組：伊藤　　　　）（　３組：高石　　　　）（　４組：木下　　　　）

ビジネス 東京の経済 1

○ ○ ○ 10

○ ○ ○

A 単元
【知識及び技能】
　産業別にトピックを取扱い、東京
の産業を区部別に特色をとらえてい
く。
【思考力、判断力、表現力等】
　キャリア教育として、オープン
キャンパスの事前指導を行い、大学
調査を実施する。
【学びに向かう力、人間性等】
　高大連携を行っている専修大学へ
一日体験入学を行い、大学のキャン
パスを実感し進路への関心を高め
る。

・指導事項
産業１：ものづくり
産業２：商業
産業３：情報通信業
オープンキャンパス事前指導
オープンキャンパス調べ
専修大学一日体験入学
夢ナビへの参加

・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　日本経済の中心である東京を数値を中心に
特徴を確認し、知識をつける
【思考・判断・表現】
　日本経済の中心である東京を数値を中心に
特徴を確認し、データを判断する
【主体的に学習に取り組む態度】
　日本経済の中心である東京を数値を中心に
特徴を確認し、興味関心に合わせて、さらに
各自の調査研究を進める。

A 単元
【知識及び技能】
　1年次学校設定科目「キャリアデ
ザイン」を継承し、進路指導・進路
行事に関する内容を授業に盛り込む
【思考力、判断力、表現力等】
　東京の概況を知る。日本経済の中
心である東京を数値を中心に特徴を
確認する。
【学びに向かう力、人間性等】
　東京の現在の雇用情勢や産業、東
京の事業所や企業、地域の特性など
トピックをおさえる。

・指導事項
スタディサポート
東京の概況１
東京の概況２
社会経済基盤１
社会経済基盤２
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　日本経済の中心である東京を数値を中心に
特徴を確認し、知識をつける
【思考・判断・表現】
　日本経済の中心である東京を数値を中心に
特徴を確認し、データを判断する
【主体的に学習に取り組む態度】
　日本経済の中心である東京を数値を中心に
特徴を確認し、興味関心に合わせて、さらに
各自の調査研究を進める。

　日本経済の中心である東京を数値を中心に特
徴を確認し、知識をつける

　日本経済の中心である東京を数値を中心に特
徴を確認し、データを判断する

ビジネス

　日本経済の中心である東京を数値を中心に特徴を確認し、データを判断する

　日本経済の中心である東京を数値を中心に特徴を確認し、興味関心に合わせて、さらに各自の調査研究を進める。

東京の経済

【 知　識　及　び　技　能 】

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

第３章　市場調査
【知識及び技能】
　市場調査について理解し，関連す
る技術を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
　市場調査に関する課題を発見し，
科学的な根拠に基づく調査計画を立
案して実施し，評価・改善するとと
もに，市場調査で得られた情報を科
学的に分析する。
【学びに向かう力、人間性等】　市
場調査について自ら学び，マーケ
ティングに必要な情報の収集と分析
に積極的に取り組む。

・指導事項
第３章　市場調査
１．市場調査の概要
２．市場調査の手順
３．仮説検証の手順
４．実態調査の方法
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　市場調査について企業における事例と関連
付けて理解するとともに，関連する技術を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
　市場調査に関する課題を発見し，それを踏
まえ，科学的な根拠に基づいて，調査計画を
立案して実施し，評価・改善するとともに，
市場調査で得られた情報を科学的に分析する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　市場調査について自ら学び，マーケティン
グに必要な情報の収集と分析に主体的かつ協
働的に取り組んでいる。

○ ○ 1

・指導事項
第４章　STP
１．セグメンテーション
２．ターゲティング
３．ポジショニング
第５章　製品政策
１．製品政策の概要
２．新製品開発
３．販売計画と生産計画
４．製品政策の動向
第６章　価格政策
１．価格政策の概要
２．価格の設定方法
３．価格政策の動向
第７章　チャネル政策
１．チャネル政策の概要
２．チャネルの選択と管理
３．チャネル政策の動向
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　STP分析について企業における事例と関連付
けて理解するとともに，関連する技術を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
　製品政策について企業における事例と関連
付けて理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　チャネル政策について企業における事例と
関連付けて理解している。

○ ○ ○ 15

大田桜台

企業における事例など実際のマーケティングと関連付けられ，ビジネスの様々な場面で役に立つマーケティングに関する知識と技
術を身に付けている。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

　マーケティングについて学ぶ態度及び組織の一員として
自己の役割を認識して当事者としての意識をもち，他者と
信頼関係を構築して積極的に関わり，市場調査の実施と情
報の分析，製品政策，価格政策，チャネル政策，プロモー
ション政策の企画と実施などに責任をもって取り組んでい
る。

【学びに向かう力、人間性等】

ビジネス マーケティング

（　組：　伊藤　　　）（　組：　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

ビジネス マーケティング 2

マーケティング（実教出版）

ビジネス

マーケティングをはじめとした様々な知識，技術などを活用し，マーケティングに関する課題を発見するとともに，科学的な根拠
に基づいて工夫してよりよく解決することについて考えている。
ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して当事者としての意識をもち，他者と信頼関係を構築して積極的に関わり，企画と実
施などに責任をもって取り組んでいる。

マーケティング

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【思考力、判断力、表現力等】

　企業における事例など実際のマーケティング
と関連付けられ，ビジネスの様々な場面で役に
立つマーケティングに関する知識と技術を身に
付けている。

　マーケティングに関する課題を発見するとともに，企業
活動が社会に及ぼす影響を踏まえ，顧客についての理解，
市場の動向，マーケティングに関する理論，データ，成功
事例や改善を要する事例など科学的な根拠に基づいて工夫
してよりよく解決することについて考えている。

１
学
期 【知識・技能】

　マーケティング計画の立案に必要な消費者
行動について理解している。
【思考・判断・表現】
　購買意思決定までの過程について，消費者
の心理と消費者行動に影響を与える要因を関
連付けて見いだすことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　消費者行動の理解について自ら学び，主体
的かつ協働的に取り組んでいる。

定期考査

定期考査

【知識及び技能】

第４章　STP
第５章　製品政策
第６章　価格政策
第７章　チャネル政策
【知識及び技能】
　STP分析を理解し，関連する技術
を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
　製品政策について企業における事
例と関連付けて理解する。
製品政策に関する課題を発見し，そ
れを踏まえ，科学的な根拠に基づい
て，製品政策を立案して実施し，評
価・改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
　チャネル政策について企業におけ
る事例と関連付けて理解する。

・指導事項
第１章　マーケティングの概要
１．マーケティングの歴史と発展
２．現代の市場とマーケティング
３．マーケティング環境の分析
４．マーケティング・マネジメン
ト
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
マーケティングを学ぶ意義を理解している。
【思考・判断・表現】
現代市場におけるマーケティングについて自
ら学び，経済や消費者の動向などを踏まえ，
マーケティングに主体的かつ協働的に取り組
んでいる。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代市場におけるマーケティングについて自
ら学び，経済や消費者の動向などを踏まえ，
マーケティングに主体的かつ協働的に取り組
んでいる。

・指導事項
第２章　消費者行動の理解
１．消費者の心理と行動の関係
２．購買意思決定過程
３．消費者行動に影響を与える要
因
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

第１章　マーケティングの概要
【知識及び技能】
　マーケティングを学ぶ意義を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代市場における消費者保護や環
境問題，法令遵守，企業の社会的責
任などの重要性について理解を深め
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　マーケティングの意義や一連の流
れを学ぶ。

第２章　消費者行動の理解
【知識及び技能】
　マーケティング計画の立案に必要
な消費者行動について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
　消費者の心理や購買意思決定まで
の過程、消費者行動に影響を与える
要因について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　消費者行動について自ら学び，主
体的かつ協働的に取り組む。

定期考査

２
学
期

○ ○ ○ 15

○ ○ ○ 10

○ ○ 15○

1

1

○○

○ ○



1

70

合計

第８章　プロモーション政策
第９章　マーケティングのひろがり
【知識及び技能】
　プロモーション政策について企業
における事例と関連付けて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　マーケティングの広がりについて
企業における事例と関連付けて理解
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　マーケティングの広がりについて
自ら学び，主体的かつ協働的に取り
組む。

○ ○ 10

定期考査
○ ○

・指導事項
第８章　プロモーション政策
１．プロモーション政策の概要
２．プロモーションの種類
３．プロモーション政策の動向
第９章　マーケティングのひろが
り
１．さまざまなマーケティング戦
略
２．サービス・マーケティング
３．小売マーケティング
４．観光地マーケティング
５．グローバル・マーケティング
６．ソーシャル・マーケティング
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　プロモーション政策について企業における
事例と関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
　マーケティングの広がりについて企業にお
ける事例と関連付けて理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　マーケティングの広がりについて自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○

３
学
期



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者： （３・４組：渡辺孝慈） （５組：渡辺孝慈）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

105

30３
学
期

定期考査（学年末考査）
○ ○ 1

合計

事例研究
【知識及び技能】
ロングセラー商品「ねるねるねるね」（クラシエ
フーズ）の商品開発を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
同商品（知育菓子）から派生し誕生した服薬補助
食品と先行する競合商品について比較、考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
同商品の改良、ターゲット層を変えた新商品の開
発について興味を持つことができる。

事例研究

・自作プリント「商品研究ノート」

【知識・技能】
知育菓子の独自性と現在に至る商品改良についてその狙い、
目的を理解している。
【思考・判断・表現】
同商品の「味の改良」の背景と、「大人層」をターゲットに
した新商品の開発についてその狙いを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
同商品の「家ナカ需要」「インバウンド需要」について意見
交換し、自分の意見を述べることができる。

定期考査（期末考査）
○ ○ 1

事例研究
【知識及び技能】
 水性ジェルインクボールペン『サラサドラ
イ』（ゼブラ）の商品開発を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
「左利き」が市場開拓のカギになる可能性につ
いて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
国内のボールペン市場と商品開発に興味を持つ
ことができる。

事例研究

・自作プリント「商品研究ノート」

【知識・技能】
国内ボールペン市場と水性ジェルインクボールペンの可能性
について理解している。
【思考・判断・表現】
国内で先行する『サラサ』のブランド力と「サラサドライ」
のターゲット設定について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
発売された同商品が「左利き」の人たちから高く評価される
理由について意見交換し、自分の考えを述べることができ
る。

○ ○ ○

15

1定期考査（中間考査）

25

○ ○ 20

○ ○ ○ 10

商品開発と流通について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら商品
開発と流通について学ぶ態度及び組織の一員として自己
の役割を認識して当事者としての意識をもち，他者と信
頼関係を構築して積極的に関わり，商品開発と流通に関
する学習活動に責任をもって取り組もうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

思 態

1○

ビジネス 商品開発と流通

ビジネス 商品開発と流通 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
商品開発と流通について実務に即して体系的・系統的に理
解し，商品の企画からプロモーションまでの様々な場面で
役に立つ商品開発に関する知識と，流通の立場から捉えた
取引対象としての商品に関する知識を身に付けている。

商品開発と流通をはじめとした様々な知識や情報などを
活用し，商品開発と流通の動向や課題を発見するととも
に，ビジネスに関わる様々な立場に立って，妥当性と課
題などの視点から，科学的な根拠に基づいて商品開発と
流通に関する計画を立案したり，提案したりしている。

実教出版『商品開発と流通』

ビジネス

商品開発と流通に関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，商品開発と流通に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

商品開発と流通

【 知　識　及　び　技　能 】

（１・２組：渡辺孝慈）

・1章 商品開発と流通の概要
  1 私たちの生活と商品
  2 商品開発の意義と手順
  3 商品と流通との関わり

・教科書
・自作プリント「商品開発ノート」

【知識・技能】
「商品」（有形財、無形財）、企業の資産と第５の資産とし
ての「ブランド」を理解している。
【思考・判断・表現】
「消費者にとっての商品」と「企業にとっての商品」につい
て説明できる。
「商品の分類」：商品を分類し、その具体例を挙げることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
について興味をもっている。

事例研究
【知識及び技能】
「成熟期」のシャープペンシル市場の現状と商
品開発を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
同市場拡大の要因について説明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
シャープペンシルのヒット商品に関する商品開
発に興味をもつことができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

商品の企画
【知識及び技能】
商品開発の内容や方向性を具体化する商品の企
画について知る。
【思考力、判断力、表現力等】
企業の事例を取り上げて、身近な例を題材にし
て思考させる。
【学びに向かう力、人間性等】
商品コンセプトを考察し，具体的に商品企画書
の各項目をまとめる。

事例研究

・自作プリント「商品研究ノート」

【知識・技能】
多様化するシニア層の中心層である「アクティブシニア」に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
「アクティブシニア」には通常の『カップヌードル』よりも
ワンランク上のものが響くという結論に至るまでを考察し、
その特性と併せて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
シニア層と対極にあるＺ世代に向けた新商品について意見交
換できる。

定期考査（中間考査） ○

【知識・技能】
少子化、デジタル化、ペーパーレス化が進む中で、なぜ
シャープペンシル市場が拡大傾向なのかを知る。
【思考・判断・表現】
データ上、シャープペンシル市場では「売上数量」は減少傾
向なのに「売上単価」は増加傾向にある減少について考察
し、説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
「シャープペンシル市場」の上記傾向について、グループ内
で意見交換し、協力して結論に結び付ける態度。

○

1

事例研究
【知識及び技能】
 シニア層をターゲットにしたカップヌードル
『カップヌードルリッチ』（日清食品）商品開
発を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
「一括りにできないシニア層」を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
ロングセラーブランドに関する商品開発に興味
をもつことができる。

大田桜台

商品の開発
【知識及び技能】
商品仕様と詳細設計について，企業における事
例と関連付けて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
商品デザインの技法について，具体的な事例と
関連付けて分析する。
【学びに向かう力、人間性等】
偽ブランドや偽キャラクター商品等の知的財産
権の侵害について，興味を持つことができる。

4章 商品の開発
1 商品仕様と詳細設計
2 プロトタイプ
3 商品とデザイン

・教科書
・自作プリント「商品開発ノート」

【知識・技能】
知的財産権の侵害について，科学的な根拠に基づいて，
具体的な事例について分析，考察ができている。
【思考・判断・表現】
市場調査の実例から商品の企画に関する課題を発見す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
知的財産権の侵害について，意見交換し、自分の考えを
述べることができる。

２
学
期

事業計画の立案
【知識及び技能】
商品開発と流通における事業計画について，その
目的や手順について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
事業計画書を作成し、作成した事業計画書を基に
プレゼンを行い，評価，改善を行う。
【学びに向かう力、人間性等】
事業計画の各項目について自ら学び，経済や消費
者の動向などを踏まえ，事業計画書を主体的かつ
協働的に作成させる。

３章 事業計画の立案
1 事業計画の概要
2 価格計画
3 流通計画
4 プロモーション計画
5 事業計画書の作成

・教科書
・自作プリント「商品開発ノート」

【知識・技能】
事業計画の目的に合わせて，一連の流れを理解してい
る。価格の設定方法を理解している。
【思考・判断・表現】
科学的な根拠に基づいて事業の展開に必要な項目をまと
め，事業計画書を立案できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
事業計画の各項目について自ら学び，経済や消費者の動
向などを踏まえ，事業計画書を主体的かつ協働的に作成
している。

2章 商品の企画
1 環境分析と意思決定の準備
2 市場調査
3 商品コンセプトの策定
4 商品企画の提案

・教科書
・自作プリント「商品開発ノート」

【知識・技能】
「マクロ分析」「ミクロ分析」「商品ライフサイクル」
「ＳＴＰ」について理解している。
【思考・判断・表現】
市場調査から商品の企画に関する課題を発見し、アイ
ディアの創出が行えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
商品の企画について自ら学び，経済や消費者の動向など
を踏まえ，商品の企画に主体的かつ協働的に取り組んで
いる。

定期考査（期末考査）
○ ○

事例研究

・自作プリント「商品研究ノート」

１
学
期

商品開発と流通の概要
【知識及び技能】
「なぜ商品開発と流通は行われるのか」を知る
【思考力、判断力、表現力等】
「商品」とな何か、「技術革新と商品」「商品
の分類」について説明することができる
【学びに向かう力、人間性等】
「商品」について、その成り立ちについて興味
をもつことができる。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

グローバル経済（実教出版）

ビジネス

経済のグローバル化の様々な知識などを活用し，ビジネスに関する成功事例や改善を要する事例など科学的な根拠に基づいて工夫
してよりよく解決することについて考えている。

ビジネス グローバル経済

（　１組：伊藤　　　　）（　４組：伊藤　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）

ビジネス グローバル経済 3

大田桜台

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して、経済社会の動向を踏まえて経済のグローバル化に対応したビジネスの展開に責任
をもって取り組もうとしている。

グローバル経済

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査 ○ ○ 1

企業における経済のグローバル化への対応など実務と関連付けられ，経済に関する知識を身に付ける。

自ら経済について学ぶ態度及び当事者としての意識を
もち，他者と信頼関係を構築して積極的に関わり，経
済社会の動向を踏まえて経済のグローバル化に対応し
たビジネスの展開に責任をもって取り組もうとしてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】

態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

企業における経済のグローバル化への対応など
実務と関連付けられ，ビジネスの様々な場面で
役に立つ経済に関する知識を身に付けている。

経済のグローバル化をはじめとした様々な知識などを
活用し，経済社会の動向，経済に関する理論やデー
タ，ビジネスに関する成功事例や改善を要する事例な
ど科学的な根拠に基づいて工夫してよりよく解決する
ことについて考えている。

定期考査
○ ○ 1

配当
時数

第1章　グローバル化が進展する社
会
【知識及び技能】
　グローバル化と国際化の違いにつ
いて理解し，グローバル化する現在
の社会について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　金融，企業，社会の多様性とグ
ローバル化の関連について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
　グローバル化による問題点につい
て考え，対応方法について検討す
る。

・指導事項
第1章　グローバル化が進展する社
会
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
企業における経済のグローバル化への対応な
ど実務と関連付けられ，ビジネスの様々な場
面で役に立つ経済に関する知識を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
経済のグローバル化をはじめとした様々な知
識などを活用し，企業における経済のグロー
バル化への対応に関する課題を発見するとと
もに，企業活動が社会に及ぼす影響を踏ま
え，経済社会の動向，経済に関する理論や
データ，ビジネスに関する成功事例や改善を
要する事例など科学的な根拠に基づいて工夫
してよりよく解決することについて考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら経済について学ぶ態度及び組織の一員
として自己の役割を認識して当事者としての
意識をもち，他者と信頼関係を構築して積極
的に関わり，経済社会の動向を踏まえて経済
のグローバル化に対応したビジネスの展開に
責任をもって取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

第2章経営のグローバル化
【知識及び技能】
　多国籍企業のグローバル経営につ
いて理解し，企業がグローバル化す
る理由について考える。
【思考力、判断力、表現力等】
　企業が海外進出するにあたっての
方法や難しさなどを学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　マザー工場システムや海外拠点の
役割について理解し，グローバル化
の問題点について学ぶ。

○ ○ ○ 20

１
学
期 ・指導事項

第2章経営のグローバル化
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
企業における経済のグローバル化への対応な
ど実務と関連付けられ，ビジネスの様々な場
面で役に立つ経済に関する知識を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
経済のグローバル化をはじめとした様々な知
識などを活用し，企業における経済のグロー
バル化への対応に関する課題を発見するとと
もに，企業活動が社会に及ぼす影響を踏ま
え，経済社会の動向，経済に関する理論や
データ，ビジネスに関する成功事例や改善を
要する事例など科学的な根拠に基づいて工夫
してよりよく解決することについて考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら経済について学ぶ態度及び組織の一員
として自己の役割を認識して当事者としての
意識をもち，他者と信頼関係を構築して積極
的に関わり，経済社会の動向を踏まえて経済
のグローバル化に対応したビジネスの展開に
責任をもって取り組もうとしている。

○ ○ ○ 10



定期考査 ○ ○ 1

第3章　経済のグローバル化
【知識及び技能】
　グローバル経営を進めるにあたっ
て求められる企業の社会的責任につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　経済のグローバル化における人材
（ヒト）の状況を外国人労働者や賃
金の観点を含めて理解する。
【学びに向かう力、人間性等】　自
由貿易と国際分業の観点をもとに，
経済のグローバル化における財（モ
ノ）のやり取りに関して，二国間協
定や地域経済統合の意義を学ぶ。

２
学
期

定期考査
○

第4章　市場と経済
【知識及び技能】
　金融の役割や形態，金融商品，金
融機関等について学び，日本におけ
る金融の現状と外国為替に関する知
識を学び，金融（カネ）のグローバ
ル化について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報通信技術の発達と個人情報の
あり方についての視点から，情報の
グローバル化について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　需要と供給に着目した市場に関す
る理論について理解し，現実の社会
における市場の役割と課題について
学ぶ。

○ 25

○ ○ ○ 15

３
学
期

第4章　市場と経済
【知識及び技能】
　ＧＤＰについて理解し，マクロ的
な視点から経済成長について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
　景気循環のしくみについて理解
し，その弊害について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　経済政策における政府の役割につ
いて学び，現状と問題点について理
解する。

定期考査
○ ○

合計

105

・指導事項
第3章　経済のグローバル化
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
企業における経済のグローバル化への対応な
ど実務と関連付けられ，ビジネスの様々な場
面で役に立つ経済に関する知識を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
経済のグローバル化をはじめとした様々な知
識などを活用し，企業における経済のグロー
バル化への対応に関する課題を発見するとと
もに，企業活動が社会に及ぼす影響を踏ま
え，経済社会の動向，経済に関する理論や
データ，ビジネスに関する成功事例や改善を
要する事例など科学的な根拠に基づいて工夫
してよりよく解決することについて考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら経済について学ぶ態度及び組織の一員
として自己の役割を認識して当事者としての
意識をもち，他者と信頼関係を構築して積極
的に関わり，経済社会の動向を踏まえて経済
のグローバル化に対応したビジネスの展開に
責任をもって取り組もうとしている。

・指導事項
第4章　市場と経済
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

【【知識・技能】
企業における経済のグローバル化への対応な
ど実務と関連付けられ，ビジネスの様々な場
面で役に立つ経済に関する知識を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
経済のグローバル化をはじめとした様々な知
識などを活用し，企業における経済のグロー
バル化への対応に関する課題を発見するとと
もに，企業活動が社会に及ぼす影響を踏ま
え，経済社会の動向，経済に関する理論や
データ，ビジネスに関する成功事例や改善を
要する事例など科学的な根拠に基づいて工夫
してよりよく解決することについて考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら経済について学ぶ態度及び組織の一員
として自己の役割を認識して当事者としての
意識をもち，他者と信頼関係を構築して積極
的に関わり，経済社会の動向を踏まえて経済
のグローバル化に対応したビジネスの展開に
責任をもって取り組もうとしている。

・指導事項
第4章　市場と経済
・教材：教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
企業における経済のグローバル化への対応な
ど実務と関連付けられ，ビジネスの様々な場
面で役に立つ経済に関する知識を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
経済のグローバル化をはじめとした様々な知
識などを活用し，企業における経済のグロー
バル化への対応に関する課題を発見するとと
もに，企業活動が社会に及ぼす影響を踏ま
え，経済社会の動向，経済に関する理論や
データ，ビジネスに関する成功事例や改善を
要する事例など科学的な根拠に基づいて工夫
してよりよく解決することについて考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら経済について学ぶ態度及び組織の一員
として自己の役割を認識して当事者としての
意識をもち，他者と信頼関係を構築して積極
的に関わり，経済社会の動向を踏まえて経済
のグローバル化に対応したビジネスの展開に
責任をもって取り組もうとしている。

○ 1

1

○ ○ ○ 30

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 3 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

態

会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学
び，適切な会計情報の提供と効果的な活用に主
体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

財務会計について実務に即して体系的・系統的
に理解するとともに，関連する技術を身に付け
るようにする。

企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方法の
妥当性と課題を見いだし，ビジネスに携わる者とし
て科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応する
とともに，会計的側面から企業を分析する力を養
う。

新財務会計Ⅰ　実教出版

ビジネス

財務会計Ⅰ（選択A・選択B）

１
学
期

第1章　企業と会計
【知識・技能】
　・会計の意味や機能について正し
く理解する。
【思考・判断・表現】
・会計公準がなぜ必要か説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・財務会計の役割について，自ら進
んで実際の事例を調べる。

・指導事項
第1章　企業と会計
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　・会計の意味や機能について正しく理解してい
るか。
【思考・判断・表現】
・会計公準がなぜ必要か説明できるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・財務会計の役割について，自ら進んで実際の事
例を調べようとしているか。

○ ○ ○ 4

ビジネス 財務会計Ⅰ（選択A・選択B）

（髙石みどり）

ビジネス 財務会計Ⅰ（選択A・選択B） 4

大田桜台

第2章　企業会計制度と会計法規
【知識及び技能】
・会計法規の種類や目的について，
どのようなものか正しく理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・会計法規の役割を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・企業会計原則の適用例について，
自ら進んで実際の事例から調べる。

・指導事項
第2章　企業会計制度と会計法規
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付るようにする。

ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

第3章　貸借対照表のあらまし
【知識及び技能】
・貸借対照表の役割と区分・様式に
ついて，正しく理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・貸借対照表の区分はなぜ必要か説
明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・貸借対照表の区分について，自ら
進んで学習する。

・指導事項
第3章　貸借対照表のあらまし
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・貸借対照表の役割と区分・様式について，正し
く理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・貸借対照表の区分はなぜ必要か説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・貸借対照表の区分について，自ら進んで学習す
る態度を示しているか。

○ ○ ○ 2

【知識及び技能】
・会計法規の種類や目的について，どのようなも
のか正しく理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・会計法規の役割を説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・企業会計原則の適用例について，自ら進んで実
際の事例から調べようとしているか。

○ ○ ○ 2

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

第５章　流動資産PART１当座資産第
2章　企業会計制度と会計法規
【知識及び技能】
・当座資産の意味を理解し，適切な
会計処理ができる。
・銀行勘定調整表の意味を理解し，
作成することができる。
・当座資産の期末評価について正し
く理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・当座資産とはどのようなものか説
明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組
む。

・指導事項
第５章　流動資産PART１当座資産
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・当座資産の意味を理解し，適切な会計処理がで
きるか。
・銀行勘定調整表の意味を理解し，作成すること
ができるか。
・当座資産の期末評価について正しく理解してい
るか。
【思考力、判断力、表現力等】
・当座資産とはどのようなものか説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 6

第４章　資産の意味・分類・評価
【知識及び技能】
・貸借対照表の役割と区分・様式に
ついて，正しく理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・貸借対照表の区分はなぜ必要か説
明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・貸借対照表の区分について，自ら
進んで学習する。

・指導事項
第４章　資産の意味・分類・評価第
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・貸借対照表の役割と区分・様式について，正し
く理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・貸借対照表の区分はなぜ必要か説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・貸借対照表の区分について，自ら進んで学習す
る態度を示しているか。

○ ○ ○ 4



1

第７章　固定資産PART１有形固定資
産
【知識及び技能】
・有形固定資産の意味を理解し，適
切な会計処理ができる。
・有形固定資産の取得原価と費用配
分の原則について正しく理解してい
る。
・資本的支出と収益的支出を理解
し，適切な会計処理ができる。
・リース取引の概略について説明で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・減価償却を行う理由と，計算方法
の違いについて説明できる。
・リース取引の概略について説明で
きるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組
む。

○

１
学
期

○

9

定期考査 ○

第８章　固定資産PART２無形固定資
産
【知識及び技能】
・無形固定資産の意味を理解し，適
切な会計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・無形固定資産とはどのようなもの
か説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組
む。

・指導事項
第８章　固定資産PART２無形固定資
産
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・無形固定資産の意味を理解し，適切な会計処理
ができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・無形固定資産とはどのようなものか説明できる
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 9

第10章　負債の意味と分類
【知識及び技能】
・負債とはどのようなものか正しく
理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・負債の分類の仕方について，営業
循環基準と1年基準を用いて説明で
きるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・負債の分類の仕方について，営業
循環基準と1年基準を用いて説明で
きるか。

・指導事項
第10章　負債の意味と分類
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・負債とはどのようなものか正しく理解している
か。
【思考力、判断力、表現力等】
・負債の分類の仕方について，営業循環基準と1
年基準を用いて説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・負債の分類の仕方について，営業循環基準と1
年基準を用いて説明できるか。

○ ○ ○ 4

・指導事項
第７章　固定資産PART１有形固定資
産
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・有形固定資産の意味を理解し，適切な会計処理
ができるか。
・有形固定資産の取得原価と費用配分の原則につ
いて正しく理解しているか。
・資本的支出と収益的支出を理解し，適切な会計
処理ができるか。
・リース取引の概略について説明できるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・減価償却を行う理由と，計算方法の違いについ
て説明できるか。
・リース取引の概略について説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○

第６章　流動資産PART２棚卸資産・
その他の流動資産
【知識及び技能】
・棚卸資産とその他の流動資産の意
味を理解し，適切な会計処理ができ
る。
・棚卸資産の払出価額と期末棚卸高
の計算方法を正しく理解している。
・売価還元法の計算方法を正しく理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・棚卸資産の期末評価の種類と方法
について，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組
む。

・指導事項
第６章　流動資産PART２棚卸資産・
その他の流動資産
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・棚卸資産とその他の流動資産の意味を理解し，
適切な会計処理ができるか。
・棚卸資産の払出価額と期末棚卸高の計算方法を
正しく理解しているか。
・売価還元法の計算方法を正しく理解している
か。
【思考力、判断力、表現力等】
・棚卸資産の期末評価の種類と方法について，説
明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

・

○ ○ ○ 6

○ 4

第11章　流動負債
【知識及び技能】
・流動負債の意味を理解し，適切な
会計処理ができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・未払金と未払費用，前受金と前受
収益の違いを説明できるか。
・引当金の性質と種類について説明
できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組も
うとしているか。

・指導事項
第11章　流動負債
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・流動負債の意味を理解し，適切な会計処理がで
きるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・未払金と未払費用，前受金と前受収益の違いを
説明できるか。
・引当金の性質と種類について説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 4

第９章　固定資産PART３投資その他
の資産
【知識及び技能】
・投資その他の資産の意味を理解
し，適切な会計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・投資その他の資産の期末評価の方
法について説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組
む。

・指導事項
第９章　固定資産PART３投資その他
の資産
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・投資その他の資産の意味を理解し，適切な会計
処理ができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・投資その他の資産の期末評価の方法について説
明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○



１
学
期

○ 2

1

・指導事項
第12章　固定負債
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・固定負債の意味を理解し，適切な会計処理がで
きるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・固定負債がどのようなものか説明できるか。
・長期借入金とリース債務の表示区分について，
正確な判断ができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 4

２
学
期

第13章　純資産の意味と分類
【知識及び技能】
・純資産とはどのようなものか，正
しく理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・純資産の分類について説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・純資産の分類について，そのあら
ましを自ら進んで学習する。

・指導事項
第13章　純資産の意味と分類
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・純資産とはどのようなものか，正しく理解して
いるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・純資産の分類について説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・純資産の分類について，そのあらましを自ら進
んで学習する態度を示しているか。

○ ○

定期考査
○ ○

第12章　固定負債
【知識及び技能】
・固定負債の意味を理解し，適切な
会計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・固定負債がどのようなものか説明
できる。
・長期借入金とリース債務の表示区
分について，正確な判断ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組
む。

○ 2

第15章　資本剰余金
【知識及び技能】
・資本金の意味を理解し，適切な会
計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・資本金の増加・減少とはどのよう
なものか，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組
む。

・指導事項
第15章　資本剰余金
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・資本金の意味を理解し，適切な会計処理ができ
るか。
【思考力、判断力、表現力等】
・資本金の増加・減少とはどのようなものか，説
明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 4

第14章　資本金
【知識及び技能】
・資本金の意味を理解し，適切な会
計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・資本金の増加・減少とはどのよう
なものか，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組も
うとしている。

・指導事項
第14章　資本金
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・資本金の意味を理解し，適切な会計処理ができ
るか。
【思考力、判断力、表現力等】
・資本金の増加・減少とはどのようなものか，説
明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○

第16章　利益剰余金
【知識及び技能】
・利益剰余金の意味を理解し，適切
な会計処理ができる。
・剰余金の配当の意味を理解し，適
切な会計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・繰越利益剰余金の増加・減少につ
いて，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組
む。

・指導事項
第16章　利益剰余金
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・利益剰余金の意味を理解し，適切な会計処理が
できるか。
・剰余金の配当の意味を理解し，適切な会計処理
ができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・繰越利益剰余金の増加・減少について，説明で
きるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 5

第17章　自己株式
【知識及び技能】
・自己株式の意味を理解し，適切な
会計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自己株式とはどのようなものか，
説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組も
うとしている・

・指導事項
第17章　自己株式
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・自己株式の意味を理解し，適切な会計処理がで
きるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・自己株式とはどのようなものか，説明できる
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 5

第18章　新株予約権
【知識及び技能】
・新株予約権の意味を理解し，適切
な会計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・新株予約権とはどのようなもの
か，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで貸借対照表の作成に取り組
む。

・指導事項
第18章　新株予約権
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・新株予約権の意味を理解し，適切な会計処理が
できるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・新株予約権とはどのようなものか，説明できる
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで貸借対
照表の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 5
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第19章　貸借対照表の作成
【知識及び技能】
・報告式の貸借対照表の作成方法に
ついて，正しく理解している。
・貸借対照表に関する注記を正しく
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・貸借対照表を作成するために必要
な原則について，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・第２編で学んだことを活かし，自
ら進んで貸借対照表の作成問題に取
り組む。

・指導事項
第19章　貸借対照表の作成
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・報告式の貸借対照表の作成方法について，正し
く理解しているか。
・貸借対照表に関する注記を正しく理解している
か。
【思考力、判断力、表現力等】
・貸借対照表を作成するために必要な原則につい
て，説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・第２編で学んだことを活かし，自ら進んで貸借
対照表の作成問題に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

第20章　損益計算書のあらまし
【知識及び技能】
・損益計算書の役割と区分・様式を
正しく理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・損益計算書の区分はなぜ必要か，
説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・損益計算書の区分について，自ら
進んで学習する。

・指導事項
第20章　損益計算書のあらまし
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・損益計算書の役割と区分・様式を正しく理解し
ているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・損益計算書の区分はなぜ必要か，説明できる
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・損益計算書の区分について，自ら進んで学習す
る態度を示しているか。

○ ○ ○ 6

第21章　損益計算の意味と基準
【知識及び技能】
・損益計算の意味と基準について，
正しく理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・収益・費用の認識基準について，
説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・損益計算の意味と基準について，
自ら進んで学習する。

・指導事項
第21章　損益計算の意味と基準
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・損益計算の意味と基準について，正しく理解し
ているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・収益・費用の認識基準について，説明できる
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・損益計算の意味と基準について，自ら進んで学
習する態度を示しているか。

○ ○ ○ 3

第22章　売上高
【知識及び技能】
・売上高の意味を理解し，適切な会
計処理ができる。
・工事収益の計上基準と計算方法に
ついて，正しく理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・出荷基準・引渡基準・検収基準の
違いについて説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで損益計算書の作成に取り組
む。

・指導事項
第22章　売上高
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・売上高の意味を理解し，適切な会計処理ができ
るか。
・工事収益の計上基準と計算方法について，正し
く理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・出荷基準・引渡基準・検収基準の違いについて
説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで損益計
算書の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 3

第23章　売上原価，販売費及び一般
管理費
【知識及び技能】
・売上原価と販売費及び一般管理費
の意味を理解し，適切な会計処理が
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・売上原価と販売費及び一般管理費
の意味を理解し，適切な会計処理が
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで損益計算書の作成に取り組
む。

・指導事項
第23章　売上原価，販売費及び一般
管理費
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・売上原価と販売費及び一般管理費の意味を理解
し，適切な会計処理ができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・売上原価と販売費及び一般管理費の意味を理解
し，適切な会計処理ができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで損益計
算書の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 4

第24章　営業外費用・営業外収益
【知識及び技能】
・営業外収益と営業外費用の意味を
理解し，適切な会計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・営業外収益と営業外費用にはどの
ようなものがあるか，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで損益計算書の作成に取り組
む。

・指導事項
第24章　営業外費用・営業外収益
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・営業外収益と営業外費用の意味を理解し，適切
な会計処理ができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・営業外収益と営業外費用にはどのようなものが
あるか，説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで損益計
算書の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 3
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第29章　外貨建取引
【知識及び技能】
・外貨建取引の意味を理解し，適切
な会計処理ができる。
・円換算の意味を正しく理解してい
る。
・為替予約について，正しく理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・為替差損益の発生理由について説
明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習から，円安・円高の影
響が実際の企業の業績にどのような
影響を与えるかに興味を持ち，自ら
進んで調べる態度を示している。

・指導事項
第29章　外貨建取引
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・外貨建取引の意味を理解し，適切な会計処理が
できるか。
・円換算の意味を正しく理解しているか。
・為替予約について，正しく理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・為替差損益の発生理由について説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習から，円安・円高の影響が実際の企
業の業績にどのような影響を与えるかに興味を持
ち，自ら進んで調べる態度を示しているか。

○ ○

２
学
期

第25章　特別利益・特別損失
【知識及び技能】
・特別利益と特別損失の意味を理解
し，適切な会計処理ができる。
・当期純利益の概念を正しく理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・特別利益と特別損失にはどのよう
なものがあるか，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら
進んで損益計算書の作成に取り組も
うとしている。

・指導事項
第25章　特別利益・特別損失
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・特別利益と特別損失の意味を理解し，適切な会
計処理ができるか。
・当期純利益の概念を正しく理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・特別利益と特別損失にはどのようなものがある
か，説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだ内容を活かし，自ら進んで損益計
算書の作成に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 3

第26章　損益計算書の作成
【知識及び技能】
・報告式の損益計算書の作成方法に
ついて，正しく理解している。
・損益計算書に関する注記を正しく
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・損益計算書を作成するために必要
な原則について，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだことを活かし，自ら
進んで損益計算書の作成問題に取り
組む。

・指導事項
第26章　損益計算書の作成
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・報告式の損益計算書の作成方法について，正し
く理解しているか。
・損益計算書に関する注記を正しく理解している
か。
【思考力、判断力、表現力等】
・損益計算書を作成するために必要な原則につい
て，説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章で学んだことを活かし，自ら進んで損益計
算書の作成問題に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 3

第27章　その他の財務諸表
【知識及び技能】
・株主資本等変動計算書の意味を理
解し，その作成ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・貸借対照表と損益計算書以外の財
務諸表がなぜ必要か，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・実際の貸借対照表と損益計算書以
外の財務諸表を入手し，どのような
ことが記載されているか，自ら進ん
で調べる。

・指導事項
第27章　その他の財務諸表
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・株主資本等変動計算書の意味を理解し，その作
成ができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・貸借対照表と損益計算書以外の財務諸表がなぜ
必要か，説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・実際の貸借対照表と損益計算書以外の財務諸表
を入手し，どのようなことが記載されているか，
自ら進んで調べる態度を示しているか。

○ ○ ○ 3

第28章　役務収益・役務原価
【知識及び技能】
・役務収益と役務原価の意味を理解
し，適切な会計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・商品の販売とサービスの提供で
は，会計処理にどのような違いがあ
るか，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近なサービス業の企業を調べ，
どのようなサービスを提供し，どの
ように会計処理を行っているかに興
味を持ち，自ら進んで調べる態度を
示している。

・指導事項
第28章　役務収益・役務原価
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・役務収益と役務原価の意味を理解し，適切な会
計処理ができるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・商品の販売とサービスの提供では，会計処理に
どのような違いがあるか，説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近なサービス業の企業を調べ，どのような
サービスを提供し，どのように会計処理を行って
いるかに興味を持ち，自ら進んで調べる態度を示
しているか。

○ ○ ○ 3

定期考査
○ ○ 1

第30章　税効果会計
【知識及び技能】
・税効果会計の意味を理解し，適切
な会計処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・税効果会計が当期純利益に与える
影響と，その理由を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・企業会計上の収益・費用と課税所
得計算上の益金・損金に興味を持
ち,自ら進んでその違いを調べる。
・税効果会計に興味を持ち，さらに
進んだ会計処理について自ら進んで
学習する。

・指導事項
第30章　税効果会計
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・税効果会計の意味を理解し，適切な会計処理が
できるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・税効果会計が当期純利益に与える影響と，その
理由を説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・企業会計上の収益・費用と課税所得計算上の益
金・損金に興味を持ち,自ら進んでその違いを調
べる態度を示しているか。
・税効果会計に興味を持ち，さらに進んだ会計処
理について自ら進んで学習する態度を示している
か。

○ ○ ○ 3

○ 3
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第31章　財務諸表のディスクロー
ジャー
【知識及び技能】
・ディスクロージャーとはどのよう
なものか正しく理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・ディスクロージャーがなぜ必要
か，説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・実際に企業がどのようにディスク
ロージャーを行っているか興味を持
ち，自ら進んで調べる態度を示して
いるか。

・指導事項
第31章　財務諸表のディスクロー
ジャー
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・ディスクロージャーとはどのようなものか正し
く理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・ディスクロージャーがなぜ必要か，説明できる
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・実際に企業がどのようにディスクロージャーを
行っているか興味を持ち，自ら進んで調べる態度
を示しているか。

○ ○ ○ 3

第32章　財務諸表分析
【知識及び技能】
・財務諸表分析の意味と方法につい
て，正しく理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・財務諸表分析の方法と種類につい
て，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・財務諸表分析に興味を持ち，自ら
進んで実際の企業の財務諸表を入手
し，財務諸表分析を行う。

・指導事項
第32章　財務諸表分析
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・財務諸表分析の意味と方法について，正しく理
解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・財務諸表分析の方法と種類について，説明でき
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
・財務諸表分析に興味を持ち，自ら進んで実際の
企業の財務諸表を入手し，財務諸表分析を行う態
度を示しているか。

○ ○ ○

第34章　連結財務諸表の作成
【知識及び技能】
・連結財務諸表の作成方法を正しく
理解している。
・開始仕訳や連結修正仕訳を行うこ
とができる。
・連結精算表を作成できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・開始仕訳や連結修正仕訳がなぜ必
要か説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自ら進んで連結財務諸表の作成問
題に取り組む。

・指導事項
第34章　連結財務諸表の作成
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・連結財務諸表の作成方法を正しく理解している
か。
・開始仕訳や連結修正仕訳を行うことができる
か。
・連結精算表を作成できるか。
【思考力、判断力、表現力等】
・開始仕訳や連結修正仕訳がなぜ必要か説明でき
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
・自ら進んで連結財務諸表の作成問題に取り組む
態度を示しているか。

○ ○ ○ 3

第33章　連結財務諸表のあらまし
【知識及び技能】
・連結財務諸表とはどのようなもの
か正しく理解している。
・親会社と子会社の意味を正しく理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・連結財務諸表がなぜ必要か，説明
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・連結財務諸表に興味を持ち，自ら
進んで連結財務諸表を作成している
企業を調べる態度を示している。

・指導事項
第33章　連結財務諸表のあらまし
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

1

合計

140

【知識及び技能】
・連結財務諸表とはどのようなものか正しく理解
しているか。
・親会社と子会社の意味を正しく理解している
か。
【思考力、判断力、表現力等】
・連結財務諸表がなぜ必要か，説明できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・連結財務諸表に興味を持ち，自ら進んで連結財
務諸表を作成している企業を調べる態度を示して
いるか。

○ ○ ○ 3

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 7

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付るようにする。

ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

第３章　工業簿記—製造業における
簿記—
【知識及び技能】
・原価計算と工業簿記の関連，原価
計算表，仕訳，勘定記入等につい
て，その基礎的・基本的な知識・技
術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・製造直接費と製造間接費の区別の
必要性や，製造活動に関わる勘定の
特性について思考・判断し，それを
表現する仕方を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付ける。

・指導事項
第３章　工業簿記—製造業における
簿記—
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・原価計算と工業簿記の関連，原価計算表，
仕訳，勘定記入等について，その基礎的・基
本的な知識・技術を身に付けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・製造直接費と製造間接費の区別の必要性
や，製造活動に関わる勘定の特性について思
考・判断し，それを表現する仕方を身に付け
ているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○ ○ 6

1

○ ○ ○ 5

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

第４章　材料費の計算
【知識及び技能】
・材料費の分類，材料費の計算およ
び仕訳や勘定記入など材料費の記帳
に関する基礎的・基本的な知識・技
術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，予定価格を用いるのか，合
理的な記帳法はどのようなものかな
どについて思考・判断し，それを表
現する仕方を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付ける。

・指導事項
第４章　材料費の計算
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

第４章　材料費の計算
【知識及び技能】
・材料費の分類，材料費の計算および仕訳や
勘定記入など材料費の記帳に関する基礎的・
基本的な知識・技術を身に付けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，予定価格を用いるのか，合理的な記
帳法はどのようなものかなどについて思考・
判断し，それを表現する仕方を身に付けてい
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○

○ 2

第２章　原価計算のあらまし
【知識及び技能】
・原価要素の性格とその分類，原価
要素を集計する過程における原価計
算表の役割について，その知識・技
術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・製造直接費と製造間接費の区別
は，なぜ必要か，製造指図書番号の
役割は何か，製造活動を記録するた
めには，どのような勘定が必要かな
どについて，思考・判断し，それを
表現する仕方を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付ける。

定期考査
○ ○

・指導事項
第２章　原価計算のあらまし
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・原価要素の性格とその分類，原価要素を集
計する過程における原価計算表の役割につい
て，その知識・技術を身に付けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・製造直接費と製造間接費の区別は，なぜ必
要か，製造指図書番号の役割は何か，製造活
動を記録するためには，どのような勘定が必
要かなどについて，思考・判断し，それを表
現する仕方を身に付けているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

態

企業会計に関する法規と基準を適切に適用する
力及び適切な原価管理を行う力の向上を目指し
て自ら学び，適切な原価情報の提供と効果的な
活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

計算，原価計算に関する会計処理及び原価情報
の活用について実務に即して体系的・系統的に
理解するとともに，関連する技術を身に付ける
ようにする。

原価計算，原価計算に関する会計処理及び原価
情報を活用する方法の妥当性と課題を見いだ
し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に
基づいて創造的に課題に対応する力を養う。

原価計算　実教

ビジネス

原価計算（ビジネス選択）

【 知　識　及　び　技　能 】

ビジネス 原価計算（ビジネス選択）

（　髙石　みどり　　　）

ビジネス 原価計算（ビジネス選択） 3

大田桜台

評価規準 知 思

１
学
期

第１章　原価と原価計算
【知識及び技能】
　・製造業の特徴や原価の意味，原
価の基本的な内容について，その知
識・技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・製造業の特徴や原価の意味，原価
の基本的な内容について，思考・判
断し，それを表現する仕方を身に付
けている。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習に当たって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む。

・指導事項
第１章　原価と原価計算
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　・製造業の特徴や原価の意味，原価の基本
的な内容について，その知識・技術を身に付
けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・製造業の特徴や原価の意味，原価の基本的
な内容について，思考・判断し，それを表現
する仕方を身に付けているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習に当たって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○



2
学
期

第９章　総合原価計算
【知識及び技能】
・総合原価計算に関する基礎的・基
本的な技術を身に付けている。ま
た，各種原価計算の方法の特徴につ
いて理する。
【思考力、判断力、表現力等】
・個別原価計算と総合原価計算はど
う違うのか，等価係数とは何かにつ
いて思考・判断し，それを表現する
仕方を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・総合原価計算の学習に関心を持
ち，各種原価計算の処理を，自ら学
び主体的かつ協働的に取り組む。

・指導事項
第９章　総合原価計算
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・部門別個別原価計算に関する基礎的・基本
的な技術を身に付けている。また，部門費配
分に関する二つの方法の特徴について理解し
ているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，部門別計算を行うのかについて思
考・判断し，直接配賦法と相互配賦法それぞ
れの処理を表現することができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・部門別個別原価計算の学習に関心を持ち，
製造間接費を部門ごとの予定賦課・集計・差
異の処理を，自ら学び主体的かつ協働的に取
り組もうとしているか。

○ ○ ○ 10

第８章　部門別個別原価計算
【知識及び技能】
・部門別個別原価計算に関する基礎
的・基本的な技術を身に付けてい
る。また，部門費配分に関する二つ
の方法の特徴について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，部門別計算を行うのかにつ
いて思考・判断し，直接配賦法と相
互配賦法それぞれの処理を表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・部門別個別原価計算の学習に関心
を持ち，製造間接費を部門ごとの予
定賦課・集計・差異の処理を，自ら
学び主体的かつ協働的に取り組む。

・指導事項
第８章　部門別個別原価計算
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・部門別個別原価計算に関する基礎的・基本
的な技術を身に付けている。また，部門費配
分に関する二つの方法の特徴について理解し
ているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，部門別計算を行うのかについて思
考・判断し，直接配賦法と相互配賦法それぞ
れの処理を表現することができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・部門別個別原価計算の学習に関心を持ち，
製造間接費を部門ごとの予定賦課・集計・差
異の処理を，自ら学び主体的かつ協働的に取
り組もうとしているか。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

○ 6

6

第７章　個別原価計算
【知識及び技能】
・個別原価計算に関する基礎的・基
本的な技術を身に付けている。ま
た，製造間接費の予定配賦および差
異の処理について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，製造間接費は予定配賦する
のかについて考え，具体的に表現す
る仕方を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・個別原価計算を行うための一連の
手続きに関心を持ち，製造指図書へ
の賦課や製造間接費の処理の学習に
あたって，自ら学び主体的かつ協働
的に取り組む。

・指導事項
第７章　個別原価計算
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・個別原価計算に関する基礎的・基本的な技
術を身に付けている。また，製造間接費の予
定配賦および差異の処理について理解してい
るか。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，製造間接費は予定配賦するのかにつ
いて考え，具体的に表現する仕方を身に付け
ているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・個別原価計算を行うための一連の手続きに
関心を持ち，製造指図書への賦課や製造間接
費の処理の学習にあたって，自ら学び主体的
かつ協働的に取り組もうとしているか。

○ ○ ○ 10

○

○ ○ 1

【知識及び技能】
・経費の分類，経費の計算および仕訳や勘定
記入など経費の記帳に関する基礎的・基本的
な知識・技術を身に付けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・経費の消費高の計算において，なぜ3分類す
るのか，合理的な記帳法はどのようなものか
について思考・判断し，それを表現する仕方
を身に付けているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○

定期考査

第５章　労務費の計算
【知識及び技能】
・労務費の分類，労務費の計算およ
び仕訳や勘定記入など労務費の記帳
に関する基礎的・基本的な知識・技
術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，予定賃率を用いるのか，合
理的な記帳法はどのようなものかな
どについて思考・判断し，それを表
現する仕方を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付ける。

・指導事項
第５章　労務費の計算
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・労務費の分類，労務費の計算および仕訳や
勘定記入など労務費の記帳に関する基礎的・
基本的な知識・技術を身に付けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，予定賃率を用いるのか，合理的な記
帳法はどのようなものかなどについて思考・
判断し，それを表現する仕方を身に付けてい
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○

第６章　経費の計算
【知識及び技能】
・経費の分類，経費の計算および仕
訳や勘定記入など経費の記帳に関す
る基礎的・基本的な知識・技術を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・経費の消費高の計算において，な
ぜ3分類するのか，合理的な記帳法
はどのようなものかについて思考・
判断し，それを表現する仕方を身に
付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付ける。

・指導事項
第６章　経費の計算
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等



○ ○ ○ 6

第14章　標準原価計算（その１）
【知識及び技能】
・原価管理を行う意義と標準原価計
算の特色について理解し，標準原価
の基礎的・基本的な知識と計算技術
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・実際原価計算の限界や，標準原価
計算の原価管理における有用性につ
いて思考・判断し，それを表現する
仕方を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付ける。

・指導事項
第14章　標準原価計算（その１）
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・原価管理を行う意義と標準原価計算の特色
について理解し，標準原価の基礎的・基本的
な知識と計算技術を身に付けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・実際原価計算の限界や，標準原価計算の原
価管理における有用性について思考・判断
し，それを表現する仕方を身に付けている
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○ ○ 5

2
学
期

第10章　工程別総合原価計算
【知識及び技能】
・工程別総合原価計算に関する基礎
的・基本的な技術を身に付けてい
る。また，各種原価計算の方法の特
徴について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，工程別計算を行うのかにつ
いて考え，適切に判断して学習を進
める。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付ける。

・指導事項
第10章　工程別総合原価計算
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・工程別総合原価計算に関する基礎的・基本
的な技術を身に付けている。また，各種原価
計算の方法の特徴について理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ，工程別計算を行うのかについて考
え，適切に判断して学習を進めているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○ ○ 6

第11章　総合原価計算における減
損・仕損じなどの処理
【知識及び技能】
・減損の意味と，それが発生した場
合の処理方法について理解し，月末
仕掛品原価の計算ができる。また，
副産物，作業くず，仕損品の意味
と，それぞれが発生した場合の記帳
方法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・総合原価計算における減損・仕損
じなどはどのように処理するのかに
ついて考え，適切に判断して学習を
進める。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付ける。

・指導事項
第11章　総合原価計算における減
損・仕損じなどの処理
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・減損の意味と，それが発生した場合の処理
方法について理解し，月末仕掛品原価の計算
ができる。また，副産物，作業くず，仕損品
の意味と，それぞれが発生した場合の記帳方
法について理解すているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・総合原価計算における減損・仕損じなどは
どのように処理するのかについて考え，適切
に判断して学習を進めているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○ ○ 4

定期考査
○ ○ 1

第13章　決算と本社・工場間の取引
【知識及び技能】
・製造業の決算の特徴について理解
している。また，本社工場間の取引
に関する基礎的・基本的な知識を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・製造業の決算の特徴を商品売買業
の決算と比較して考えたり，本社工
場間の取引の記帳を本支店間の取引
と比較して考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・製造業の決算の特徴，本社工場間
の取引の記帳について関心を持ち，
自分から進んでまとめたり，問題演
習に取り組む。

・指導事項
第13章　決算と本社・工場間の取
引
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・製造業の決算の特徴について理解してい
る。また，本社工場間の取引に関する基礎
的・基本的な知識を身に付けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・製造業の決算の特徴を商品売買業の決算と
比較して考えたり，本社工場間の取引の記帳
を本支店間の取引と比較して考えているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・製造業の決算の特徴，本社工場間の取引の
記帳について関心を持ち，自分から進んでま
とめたり，問題演習に取り組もうとするか。

○ ○ ○ 5

第12章　製品の完成と販売
【知識及び技能】
・製品の完成と販売および決算に関
する基礎的・基本的な知識を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・個別原価計算と総合原価計算の計
算体系の違いをもとに，完成時の手
続きや処理法について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・製品の完成時および販売時の手続
きや処理法について関心を持ち，自
分から進んでまとめたり，問題演習
に取り組む。

・指導事項
第12章　製品の完成と販売
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・製品の完成と販売および決算に関する基礎
的・基本的な知識を身に付けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・個別原価計算と総合原価計算の計算体系の
違いをもとに，完成時の手続きや処理法につ
いて考えているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・製品の完成時および販売時の手続きや処理
法について関心を持ち，自分から進んでまと
めたり，問題演習に取り組もうとするか。

３
学
期



第15章　標準原価計算（その２）
【知識及び技能】
・原価差異の計算技術を身に付ける
とともに，それぞれの差異の意味に
ついて理解している。また，標準原
価計算における記帳方法を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・原価差異について分析し，その原
因や改善点について思考・判断する
ことができる。シングル・プランと
パーシャル・プランの違いについて
思考・判断し，それを表現する仕方
を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付ける。

・指導事項
第15章　標準原価計算（その２）
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・原価差異の計算技術を身に付けるととも
に，それぞれの差異の意味について理解して
いる。また，標準原価計算における記帳方法
を身に付けているか。
【思考力、判断力、表現力等】
・原価差異について分析し，その原因や改善
点について思考・判断することができる。シ
ングル・プランとパーシャル・プランの違い
について思考・判断し，それを表現する仕方
を身に付けているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○ ○ 5

第16章　直接原価計算（その１）
【知識及び技能】
・利益計画を行う意義と直接原価計
算の特色について理解し，直接原価
計算による損益計算書の基礎的・基
本的な知識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・全部原価計算の限界や，直接原価
計算の利益計画における有用性につ
いて思考・判断し，それを表現する
仕方を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付けている。

・指導事項
第16章　直接原価計算（その１）
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・利益計画を行う意義と直接原価計算の特色
について理解し，直接原価計算による損益計
算書の基礎的・基本的な知識を身に付けてい
るか。
【思考力、判断力、表現力等】
・全部原価計算の限界や，直接原価計算の利
益計画における有用性について思考・判断
し，それを表現する仕方を身に付けている
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている
か。

○ ○ ○ 4

○ 3

〇 〇

1

合計

105

定期考査

第17章　直接原価計算（その２）
【知識及び技能】
・CVP分析や損益分岐点売上高など
の計算について，その知識・技術を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・損益分岐図表の意味や利益計画，
サービス業におけるCVP分析につい
て，思考・判断し，それを表現する
仕方を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び
主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付けている。

・指導事項
第17章　直接原価計算（その２）
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・CVP分析や損益分岐点売上高などの計算につ
いて，その知識・技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・損益分岐図表の意味や利益計画，サービス
業におけるCVP分析について，思考・判断し，
それを表現する仕方を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
・本章の学習にあたって，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている。

３
学
期

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

大田桜台

３章　表計算ソフトウェアの活用
　１節　表計算ソフトウェアを用
いた情報の集計と分析
　２節　表計算ソフトウェアを用
いたオペレーションズ・リサーチ
　３節　手続きの自動化

・教材

【知識・技能】
　表計算ソフトウェアを利用した集計や分
析、自動化などの活用方法を司会できた。
【思考・判断・表現】
　課題の解決に向け、適切やデータ処理やリ
サーチを選択することができ、解決に向けた
一連の流れを説明することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができた。

○ ○

定期考査
○ ○

２章　情報通信ネットワークの活
用
　１節　情報通信ネットワークの
導入と運用
　２節　情報資産の保護

・教材

【知識・技能】
　ネットワークの導入や運用について理解で
き、管理や保護の仕組みも習得できた。
【思考・判断・表現】
　情報資産の保護に関して、必要性やリス
ク、情報流失による影響を思考したうえで、
適切な対応や解決策を提示することができ
た。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ネットワークや情報資産の保護について、
積極的に考える取り組みができた。

○

２
学
期

D データベースソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　データベースソフトを利用して、
フォームやレポートの作成ができる
とともに、自動化や構造の仕組みを
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題の解決に向けて必要となる、
データベースの構造やリレーション
シップ、正規化などを自ら考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

４章　データベースソフトウェア
の活用
　１節　ビジネスとデータベース
　２節　データベースの作成と操
作
　３節　手続きの自動化
　４節　データベースの構造

【知識及び技能】
　データベースソフトを利用して、フォーム
やレポートの作成ができ、自動化や構造の仕
組みを理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題の解決に向けて必要となる、データ
ベースの構造やリレーションシップ、正規化
などを自ら考えることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができた。

○ ○

定期考査 ○ ○

○ ○ ○ 10

○ 20

1

1

配当
時数

１
学
期

A 企業活動とソフトウェア活用
【知識及び技能】
　企業活動において、どのような目
的でソフトウェアが活用されている
のか理解するとともに、その技術の
仕組みを習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ソフトウェアを活用することで、
企業活動にどのような変化をもたら
すことができるかを思考するととも
に、課題を発見できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　ソフトウェアの活用方法につい
て、積極的に考える取組ができる。

１章　企業活動とソフトウェア活
用
　１節　ビジネスにおけるソフト
ウェアの活用
１章　企業活動とソフトウェア活
用
　１節　ビジネスにおけるソフト
ウェアの活用
　２節　ビジネスにおけるソフト
ウェアの進化

・教材

【知識・技能】
　企業活動において、どのような目的でソフ
トウェアが活用されているのか理解できたと
ともに、その技術の仕組みも習得することが
できた。
【思考・判断・表現】
　ソフトウェアを活用することで、企業活動
にどのような変化をもたらすことができるか
を思考でき、課題も発見できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ソフトウェアの活用方法について、積極的
に考える取組ができる。

○ ○ ○ 10

B 情報通信ネットワークの活用
【知識及び技能】
　ネットワークの導入や運用につい
て理解するとともに、管理や保護の
仕組みを習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報資産の保護に関して、必要性
やリスク、情報流失による影響を思
考し、適切な対応や解決策を提示で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　ネットワークや情報資産の保護に
ついて、積極的に考える取り組みが
できる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 表計算ソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　表計算ソフトウェアを利用した集
計や分析、自動化などの活用方法を
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題の解決に向け、適切やデータ
処理やリサーチを選択し、解決に向
けた一連の流れを説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

○ 20

定期考査 ○

企業活動でのソフトウェアの活用について、実務に即して体系的・系統的に理解し、関連する技術を習得できる。

　企業活動を改善する力の向上を目指して自ら
学び，企業活動におけるソフトウェアの活用に
主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

ビジネス ソフトウェア活用

工藤　大観

ビジネス ソフトウェア活用 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

企業活動におけるソフトウェアの活用について
実務に即して体系的・系統的に理解するととも
に，関連する技術を身に付けている。

　企業活動におけるソフトウェアの活用に関す
る課題を発見し，ビジネスに携わる者として科
学的な根拠に基づいて創造的に解決しようとし
ている。

ソフトウェア活用(実教出版 商業736)・全商情報処理検定模擬問題集ビジネス情報１級(実教出版)

ビジネス

業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決できる。

企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び、ソフトウェアの活用に主体的かつ協働的に取り組むことができる。

ソフトウェア活用

【 知　識　及　び　技　能 】



1

２
学
期

定期考査

F 業務処理用ソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　グループウェアや業務処理用ソフ
トウェアの概要を理解し、活用する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決に向て、グループウェア
や業務処理用ソフトウェアを導入す
るメリットやデメリットを考え、汎
用ソフトウェアとの比較をすること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

５章　業務処理用ソフトウェアの
活用
　１節　グループウェアの活用
　２節　販売管理ソフトウェアの
活用
　３節　給与計算ソフトウェアの
活用

【知識及び技能】
　グループウェアや業務処理用ソフトウェア
の概要を理解し、活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決に向て、グループウェアや業務処
理用ソフトウェアを導入するメリットやデメ
リットを考え、汎用ソフトウェアとの比較を
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができる。

○ ○

○ ○

1

合計

105

○ ○

３
学
期

G 業務処理用ソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　システム開発の流れを理解し、表
計算ソフトウェアやデータベースソ
フトウェアを利用したシステム開発
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決に向て、アルゴリズムを
考え、流れ図を用いて一連の処理を
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

６章　情報システムの開発
　１節　システム開発の基礎
　２節　アルゴリズムの基礎
　３節　情報システムの開発演習

【知識及び技能】
　システム開発の流れを理解したうえで、、
表計算ソフトウェアやデータベースソフト
ウェアを利用したシステム開発ができた。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決に向て、アルゴリズムを考たうえ
で、流れ図を用いて一連の処理を表現でき
た。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができた。

○ ○ ○ 20

E データベースソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　SQLの操作が理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に合ったSQLを選択し、適切
なデータ処理ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

４章　データベースソフトウェア
の活用
　５節　SQLの操作

【知識及び技能】
　SQLの操作が理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に合ったSQLを選択し、適切なデータ処
理ができた。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができた。

○ ○ ○ 8

○ 12

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

C ビジネス文書１
【知識及び技能】
　ビジネス文書の構成や要件につい
ての知識を理解する。ワープロソフ
トウェアの基本的な活用に関する技
能を習得する。
【思考力・判断力・表現力】
　ビジネス文書として、適切な表の
作成・編集、文書テーマに合致した
画像を選択し、挿入することができ
る。
【学びに向かう力、人間性】
　作成したデータのファイル管理を
適切にできる。分からない点を積極
的に質問できる。

・指導事項
　　ビジネス文書の構成
　　ビジネス文書の要件
　　ワープロソフトウェア

・教材
　　使用教科書(問題集)
　　検定過去問題
　　　　(ビジネス文書)

【知識・技能】
　ビジネス文書の構成や要件について実務に
即して理解するとともに、ワープロソフトを
活用する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　ビジネス文書の作成について、適切な表の
作成や図の挿入を行い、データを作成するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に参加するとともに、適切なファイル
管理を行い、作成したデータが保存できてい
る。

○ ○ ○ 12

定期考査
〇 〇 1

情報処理発展

B ＰＣの知識・表計算ソフト
【知識及び技能】
　ソフトウェアやハードウェアに関
する知識を習得する。表計算の基本
的な利用に関する技能を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　データを利用して、複数条件付き
の集計や適切なグラフを選択して資
料作成ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
作成したデータのファイル管理を適
切にできる。分からない点を積極的
に質問できる。

・指導事項
　　ハードウェア
　　ソフトウェア
　　表計算ソフトウェア

・教材
　　使用教科書(問題集)
　　検定過去問題(表計算)

【知識・技能】
　ハードウェアやソフトウェアに関する知識
をついて理解するとともに、ソフトウェア関
連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　表計算ソフトの関数や機能を利用して、適
切や表現を用いたデータ作成ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に参加するとともに、適切なファイル
管理を行い、作成したデータが保存できてい
る。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

A 通信関連・表計算ソフト
【知識及び技能】
　情報モラルとセキュリティに関す
る知識を習得する。表計算の基本的
な利用に関する技能を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　データを利用して、条件付きの集
計や複数項目を利用したグラフの作
成ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
作成したデータのファイル管理を適
切にできる。分からない点を積極的
に質問できる。

・指導事項
　　情報モラル
　　セキュリティ
　　表計算ソフトウェア

・教材
　　使用教科書(問題集)
　　検定過去問題(表計算)

【知識・技能】
　情報モラルとセキュリティに関する知識を
ついて理解するとともに、ソフトウェア関連
する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　集計やグラフの作成について、適切や表現
を用いてデータ処理ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に参加するとともに、適切なファイル
管理を行い、作成したデータが保存できてい
る。

○ ○ ○ 15

【 知　識　及　び　技　能 】

大田桜台

情報やビジネス文書に関する実務的な知識およびソフトウェアを活用できる技能を育成する。

課題に対して自ら積極的に取り組むことで、自
らの目標の達成に前向きに行動できる。作成し
たデータを適切に管理できる。また、自分の持
つ知識や技能を他者に指導できる力を身に付け
る。

【学びに向かう力、人間性等】

ビジネス 情報処理発展

工藤　大観

ビジネス 情報処理発展 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

ハードウェアやソフトウェア、通信ネットワー
ク、情報モラルやセキュリティ、ビジネス文書
に関する知識を習得する。表計算ソフトやワー
プロソフトを活用するための技能を習得する。

数値やデータ、課題などに関して、表計算ソフ
トやワープロソフトを活用することで、自らの
思考・判断し、資料として適切なデータ処理や
表現を行うことができる。

令和５年度版全商情報処理検定模擬問題集ビジネス情報２級（実教出版）

ビジネス

情報や数値データなどをソフトウェアを活用し、適切に処理する力や表現できる力を育成する。

授業及び課題に対して自ら取り組む姿勢を育成し、他者に対して支援できる素養を育成する。



３
学
期

E プログラミング
【知識及び技能】
　表計算・ワープロの操作について
の知識を理解し、適切な資料作成の
技能を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　与えられたデータをもとに、適切
な処理を行うための手順を考えて、
まとめることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　作成したデータのファイル管理を
適切にできる。分からない点を積極
的に質問できる。

・指導事項
　　表計算ソフトウェア
　　ワープロソフトウェア
　　アルゴリズム・流れ図

・教材
　　使用教科書(問題集)
　　検定過去問題
　　　　(ビジネス文書)

【知識・技能】
　表計算・ワープロソフトウェアの操作に関
して実務に即して理解するとともに、様々な
資料作成できる技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　データ処理に関して、その処理をアルゴリ
ズムとして表すとともに、流れ図を作成する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に参加するとともに、適切なファイル
管理を行い、作成したデータが保存できてい
る。

〇 〇 〇 13

定期考査
〇 〇 1

合計

70

【知識・技能】
　ビジネス文書の挨拶文や季語、ことばにつ
いて実務に即して理解するとともに、ワープ
ロソフトを活用する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　ビジネス文書の作成について、決められた
時間の中で適切な表の作成や図の挿入などの
編集作業を行い、データを作成することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に参加するとともに、適切なファイル
管理を行い、作成したデータが保存できてい
る。

〇 〇 〇 14

定期考査
〇 〇 1

２
学
期

D ビジネス文書２
【知識及び技能】
　ビジネス文書に必要となる挨拶文
や季語、ことばについての知識を理
解する。ワープロソフトウェアの基
本的な活用に関する技能を習得す
る。
【思考力・判断力・表現力】
　決められて時間の中で、ビジネス
文書として、適切な入力や編集がで
きる。
【学びに向かう力、人間性】
　作成したデータのファイル管理を
適切にできる。分からない点を積極
的に質問できる。

・指導事項
　　ビジネス文書の構成
　　ビジネス文書の要件
　　ワープロソフトウェア

・教材
　　使用教科書(問題集)
　　検定過去問題
　　　　(ビジネス文書)



年間授業計画　様式例

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組 選択者

教科担当者： 重石　三知恵　　渡辺　忠史

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70

【知識及び技能】
　イラストとは
　Illustratorの基本

【思考力、判断力、表現力等】
　ツールを使ってキャラクターを書
く
　図形・色・バランスなどに留意す
る
　コンセプトを明確にできる
　
【学びに向かう力、人間性等】
　出欠席
　授業態度
　意欲

１
学
期

２
学
期

〇 14

合計

３
学
期

【知識及び技能】
　IllustratorとPhotshopの融合

【思考力、判断力、表現力等】
　画像の合成、カット、複製などを
理解し、表現することができる
　
【学びに向かう力、人間性等】
　出欠席
　授業態度
　意欲

イチオシポスターの制作

　　本の選択
　　イチオシ文の作成
　　写真撮影
    ポスター制作

【知識及び技能】
　（自分たちで撮影した写真をPhotshopで加
工することができる）
　（加工した写真をもとに、Illustratorで、
ポスターを制作することができる）

【思考力、判断力、表現力等】
　画像の合成、カット、複製などを理解し、
表現することができる
　
【学びに向かう力、人間性等】
　出欠席
　授業態度
　意欲

〇 〇

○ 32

24

【知識及び技能】
　Illustratorの応用
　Photshopの基本

【思考力、判断力、表現力等】
　画像の合成、カット、複製などを
理解し、表現することができる
　
【学びに向かう力、人間性等】
　出欠席
　授業態度
　意欲

Photoshop基本操作
　　写真の加工
　　写真の合成

パッケージデザイン調査

パッケージデザイン制作
　　写真の合成など
　　Illustratorの応用

【知識及び技能】
　Illustratorの応用
　（ダイレクト選択ツールを使いこなす）
　（文字のアウトライン化を行い図形として
加工する）
　（市販化されている商品パッケージを調査
することができる）
　Photshopの基本
　（写真のトリミングができる）
　（マスク処理ができる）
　（合成ができる）

【思考力、判断力、表現力等】
　画像の合成、カット、複製などを理解し、
表現することができる
　
【学びに向かう力、人間性等】
　出欠席・授業態度・　意欲

○ ○

はじめてのIllustrator
　チャプター１～３基本操作

図形を使ったキャラクター制作

ロゴマーク制作

【知識及び技能】
　イラストとは
　Illustratorの基本操作ができる
（図形、線、ブラシ、選択ツールとダイレク
ト選択ツールの操作、色、太さ等）
（レイヤーの効果的な使い方）

【思考力、判断力、表現力等】
　ツールを使ってキャラクターを書く
　図形・色・バランスなどに留意する
　コンセプトを明確にできる
　
【学びに向かう力、人間性等】
　出欠席
　授業態度
　意欲

○ ○ ○

Illustratorのツールを活用することができる。
ツールを利用して、加工する技能を習得する。

与えられたテーマについて、コンセプトを設定
し、ロゴマークやポスターの形に具現化する思
考力や表現力を育成する。

自ら取り組もうとする力、分からないことや困
難なことにあきらめず取り組む力、授業に集中
できる力

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

デザインのコンセプトを設定し、ツールを使用し適切に表現や処理する力を育成する。

授業及び課題に対して自ら取り組む姿勢を育成し、他者に対して支援できる素養を育成する。

ビジネスデザイン

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】デザインに関する基礎的な知識およびツールを利用できる技能を育成する。

大田桜台 ビジネス ビジネスデザイン

ビジネス ビジネスデザイン 2

はじめてのIllustrator

ビジネス



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科
教　科： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

社会に役立つ喜びと意義を知る。社会に役立つための知識と能力を高める。

社会の様々な課題を知るとともに立ち向かう意
欲を高める。

【学びに向かう力、人間性等】

人間と社会
人間と社会 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

社会に役立つ喜びと意義を知る。
社会に役立つための知識と能力を高める。

様々な立場の人々と共に生きるための生き方を
学ぶ。
自分の活動を発表するとともに、友人の活動を
理解し共有する。

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」東京都教育委員会

人間と社会

様々な立場の人々と共に生きるための生き方を学ぶ。自分の活動を発表するとともに、友人の活動を理解し
共有する。
社会の様々な課題を知るとともに立ち向かう意欲を高める。

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】

石橋侑都・茂呂真史・後藤良宏・馬場美直・糸井謙・内田博子・工藤大観・関太清・田中春菜・市川はるみ・髙嶋さとり・嵯峨野知加子

大田桜台

配当
時数

１
学
期

ガイダンス・希望調査
講話「ボランティアを始めるにあ
たって」
講義　教科書「はじめに」
体験活動

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を知る。社
会に役立つための知識と能力を高め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるため
の生き方を学ぶ。自分の活動を発表
するとともに、友人の活動を理解し
共有する。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立
ち向かう意欲を高める。

・指導事項
　ボランティアを始めるにあたっ
て。

・教材
　「はじめに」

【体験活動】（以下より選択）
・学校周辺を清掃するとともに、
作物・土壌作りを行う。
・多摩川周辺の清掃活動を行う。
・児童館で地域児童と活動できる
ことを考え、行う。
・特別支援学校が必要とする支援
品を作る。
・こらぼ大森での施設の手伝いや
環境整備などを行う。
・特養老人ホームでの手伝いや環
境整備などを行う。

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を理解している。社
会に役立つための知識と能力を高めている。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるための生き方
を学んでいる。自分の活動を発表するととも
に、友人の活動を理解し共有している。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立ち向かう
意欲を高めている。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

講義　教科書「序章」
講義　第２章「学ぶことの意義」
講義　第６章「スマートフォン時代
のコミュニケーション」
体験活動

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を知る。社
会に役立つための知識と能力を高め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるため
の生き方を学ぶ。自分の活動を発表
するとともに、友人の活動を理解し
共有する。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立
ち向かう意欲を高める。

○ 9

中間考査なし

・指導事項
　教科書「序章」を活用し、「大
切にしたいこと」および「その理
由」について考える。

・教材
　「序章」
　「学ぶことの意義」
　「スマートフォン時代のコミュ
ニケーション」

・一人１台端末の活用
　それぞれの体験活動のために必
要な情報等を調べる。また、発表
に向けての資料等を作成する。

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を理解している。社
会に役立つための知識と能力を高めている。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるための生き方
を学んでいる。自分の活動を発表するととも
に、友人の活動を理解し共有している。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立ち向かう
意欲を高めている。

○ ○

期末考査なし



期末考査なし

講義　第８章「チームを動かす力」
体験活動のまとめ
体験活動別発表会
講義　「最終章」・「おわりに」
体験活動

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を知る。社
会に役立つための知識と能力を高め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるため
の生き方を学ぶ。自分の活動を発表
するとともに、友人の活動を理解し
共有する。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立
ち向かう意欲を高める。

・指導事項
　教科書「チームを動かす力」を
活用し、「大切にしたいこと」お
よび「その理由」について考え
る。

・教材
　「チームを動かす力」
　「最終章」
　「おわりに」

・一人１台端末の活用
　それぞれの体験活動のために必
要な情報等を調べる。また、発表
に向けての資料等を作成する。

３
学
期

中間考査なし

講義　第２章「学ぶことの意義」
講演　社会的・職業的自立支援教育
プログラム「学ぶことの意義」
体験活動

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を知る。社
会に役立つための知識と能力を高め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるため
の生き方を学ぶ。自分の活動を発表
するとともに、友人の活動を理解し
共有する。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立
ち向かう意欲を高める。

・指導事項
　教科書「学ぶことの意義」を活
用し、「大切にしたいこと」およ
び「その理由」について考える。

・教材
　「学ぶことの意義」

・一人１台端末の活用
　それぞれの体験活動のために必
要な情報等を調べる。また、発表
に向けての資料等を作成する。

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を理解している。社
会に役立つための知識と能力を高めている。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるための生き方
を学んでいる。自分の活動を発表するととも
に、友人の活動を理解し共有している。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立ち向かう
意欲を高めている。

２
学
期

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を理解している。社
会に役立つための知識と能力を高めている。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるための生き方
を学んでいる。自分の活動を発表するととも
に、友人の活動を理解し共有している。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立ち向かう
意欲を高めている。

7

合計

35

7

講義　第３章「働くことの意義」
講演　社会的・職業的自立支援教育
プログラム「働くことの意義」
体験活動

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を知る。社
会に役立つための知識と能力を高め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるため
の生き方を学ぶ。自分の活動を発表
するとともに、友人の活動を理解し
共有する。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立
ち向かう意欲を高める。

・指導事項
　教科書「働くことの意義」を活
用し、「大切にしたいこと」およ
び「その理由」について考える。

・教材
　「働くことの意義」

・一人１台端末の活用
　それぞれの体験活動のために必
要な情報等を調べる。また、発表
に向けての資料等を作成する。

【知識及び技能】
社会に役立つ喜びと意義を理解している。社
会に役立つための知識と能力を高めている。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な立場の人々と共に生きるための生き方
を学んでいる。自分の活動を発表するととも
に、友人の活動を理解し共有している。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の様々な課題を知るとともに立ち向かう
意欲を高めている。

7

学年末考査なし


